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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


































「策を弄ろうそう」

　闇やみに響ひびいた声こわ音ねは低く、ともすればとけて消え入ってしまいそうだった。

「揺ゆさぶりをかければ、それだけ闇に引きずられるものだ」

　言葉をつなぐ男の口元に、薄うすい笑えみが刻まれる。

「完全にこちら側に堕おとすために」

　異い貌ぼうの鬼おにをついと見み据すえて、男は静かに断言した。

「破軍星にまつわる宿命の鎖くさりを、断ち切ってやるのさ」







　　　　一







　運命などというものは、ただの言い訳にすぎない。










　いいか、考えてもみろ。全部が全部運命とやらで予あらかじめさだめられたものだったとしたら、自分の意志はなんのためにあるというのか。そもそもそんな草子のような人生なんざ俺は真っ平ごめんだね。

　珍めずらしく剣けん吞のんな顔で切り捨てる幼おさな馴な染じみを眺ながめながら、思った。

　でも、お前の人生も結構草子じみてるんじゃないだろうか。

　正直にそう伝えたところ、氷ひよう刃じんもかくやという眼光で睨にらまれた。

「うんうん。あれは本当に怖こわかった。それはもう怖かった。まったく……」

　嘆たん息そくして、橘たちばなの融とおるは天を仰あおいだ。

「俺は別に見当はずれのことなんていってないってのに、なんであんなに怖い顔で睨まれなきゃならないんだろうなぁ」

　理り不ふ尽じんだ。

　まったくもって理不尽極きわまりない。理不尽なのだが、しかしそれはいつものことで、もはや日常茶さ飯はん事じだ。理不尽を理不尽と考えることが間ま違ちがいなのではないかと、思わず疑ってしまうくらいには。

　それでもやっぱりつきつめて考えたら理不尽だよなぁと思うので、今こ宵よいの融は珍しく眉まゆを寄せていた。

　しばらく考えていた融は、ふと頭かぶりを振ふった。

「……いや、これは俺の八つ当たりだな、うん」

　先刻父から落とされた青せい天てんの霹へき靂れきで、いささか動転しているようだ。

　思わず出かける用意をして夜半も過ぎたというのに供もつけずに邸やしきを出てきてしまった。茫ぼう然ぜんとしながらも足は勝手に動いていて、行きなれた道をたどっている。

　こんなときでもやはり、無意識に向かう場所は決まっているのだ。

　融は深々と息をついた。

「……しまった、先さき触ぶれもなしに行ったら殺される」

　ふと、そのことにはたと思い当たって青くなる。それまでも充じゆう分ぶん青かったのだが、いまや蒼そう白はくだ。

　彼が向かっているのは、大だい内だい裏りと目と鼻の先にある幼馴染の邸だった。

　いつもだったらまず使いを出して、頃ころ合あいを見計らってから到とう着ちやくする。そうしないと、幼馴染が烈れつ火かのごとく怒おこるからだ。

「ま、まずいかな、やっぱりまずいよな。この間しこたま怒られたっていうのに、なんで忘れてるかな、俺……」

　つまりはそれだけ動転しているわけだ。

　融は何度目かのため息をついた。

　仕方がない。一度帰き邸ていして、改めて手順を踏ふまえてから訪問することにしよう。

　本当はこのまま駆かけ込んで、どうしよう、と訴うつたえたいのだが。それをやったら無言でぶっ飛ばされそうなので、ここは堪こらえて仕切りなおそう。うん、そうしよう。

　そう思案して身を翻ひるがえしたとき、融の視界に白いものが一いつ瞬しゆんかすめた。

「ん？」

　今宵は望もち月づきに近いので、慣れれば月つき影かげである程度のものが見える。彼が現在いるのは朱雀すざく大おお路じの中央付近だ。朱雀大路は幅はば広ひろで、やろうと思えば横断で馬の早駆け競走もできる。

　その中央に、いままさに訪ねて行こうとしていた幼馴染の姿があった。ただし。

「………風邪かぜを引くのでは」

　融は思わず呟つぶやいた。

　今夜はたまたまさほど冷え込んではいないものの、外気にさらされている融の頰ほおや手は冷たくなっている。足早に歩いていたからあたたまっているが、立ち止まってじっとしていたらさすがに寒さに身み震ぶるいしそうなのだが。

　だというのに彼の幼馴染は、道みち端ばたにどっかと腰こしを下ろした体勢で、剣の柄つかに顎あごを預けて目を閉じていた。

　剣の切っ先は地表に突つき立ててあるらしく、それで均きん衡こうを保てているようだ。

　器用な真似まねはいつものことなので、それは別にいい。ただ問題なのは、いまが冬も半ばだということなのだった。

　彼がまとっているのは夜よ闇やみをとかしたような墨すみ染ぞめの衣ころもだ。烏え帽ぼ子しはかぶっておらず、背の半ばまである髪かみをつむじの辺りで結ゆっている。その髪が、規則正しい呼吸に合わせてかすかに揺れていた。寒さなどまったく問題ではないらしい。

　胡う乱ろんげに首をひねって、融は小さく唸うなった。

「なんだってこんなところで寝ねてるんだ？　……まぁ、いいか」

　彼の奇き想そう天外な行動も、ある意味いつもの事なのだから。

　怒ど鳴なられずにすみそうなのでほっとしながら、融は彼の許もとに向かった。

「……ん？　何か敷しいているのか？　黒い…も……の……」

　それがなんなのか知覚した融の頰が引き攣つって、足がぴたりと止まる。

　同時に、それまで微び動どうだにしなかった幼馴染が、突とつ然ぜん口を開いた。

「───遅おそい……！」

　腹の底に響くような低い怒ど声せいが融の鼓こ膜まくに突き刺ささる。硬こう直ちよくした融に構わず、彼は地を這はうような声音を並べ立てた。

「あまりにも待たせるものだから、疲ひ労ろうのあまりうたた寝までしてしまった。さっさとこいつを……なんだ、融か」

　険しい顔でぎろりと睨んできたものの、予想とは別の相手だったらしく、彼は呆あきれの混ざった目になった。

「こんな夜中になにをぼけっとつっ立ってるんだ、とっとと帰らんと風邪を引くぞ。体を壊こわして仕事に支障が出たらどうする、俺はそんなまぬけな幼馴染はごめんだ」

　畳たたみかけるように言い切って、彼は肩かたをすくめながら立ち上がり、もう一度遅い、と呟いた。

　ここまでひたすら固まっていた融は、漸ようよう自分を立て直し、震ふるえながら指をのばした。

「た、篁たかむら、あの……それ……」

　融の指しているものを目で追った幼馴染は、気のない風ふ情ぜいで足元を見下ろした。

「ああ、鬼おにがどうかしたのか？」










　この、朱雀大路の真ん中で巨きよ体たいの鬼を敷しき物ものにして、剣を支えにぐうぐう眠ねむっていた男。

　名を小お野のの篁という。

「どう、って……だってそれ、鬼だよな、お前いま鬼って言ったよな!?」

　鬼である。どう見てもどこから見ても立りつ派ぱな鬼。一丈じよう近いたくましい体たい軀く、指の先にある鋭えい利りな爪つめ、頭部に突き出た二本の角。絵巻物や草子に描えがかれた恐おそろしい鬼をそのまま抜ぬき出したような立派な鬼だ。

　恐きよう慌こう状態の融をぞんざいに見やり、篁は半眼になった。

「鬼以外のなんに見えるというんだ。おい融、お前目は大だい丈じよう夫ぶか。ただでさえとぼけているのに、欠点が増えたら生きていくのが難なん儀ぎだぞ。というか俺に迷めい惑わくがかかるからその大ぼけからまず改善しろ、橘少将」

　いや、そういう問題ではなくて。

　融は口をぱくぱくと開閉させて、恐る恐る鬼に近づいた。巨体の鬼はまったく動かない。のびているというより、事切れているようだ。よくよく見れば、篁の愛剣が鬼の胸部に深々と突き刺さっている。これが致ち命めい傷しようだろう。

　鬼の体軀を足あし蹴げにしている篁は、疲つかれた風情でふいに息をついた。

「……やれやれ、またか。おい融、動くなよ」

「は？」

　融が聞き返した瞬間、篁は太刀たちを引き抜いて振り上げた。

　耳の近くで風が唸り、視界のすみに白はく刃じんがひらめく。剣勢の起こした気流に頰を叩たたかれた融が息を吞のんだのと同時に、背後からおぞましい絶ぜつ叫きようが轟とどろいた。

「な……っ!?」

　絶句したまま振り返ると、片かた腕うでを落とされた巨体の鬼が、瞳ひとみのない真っ赤な眼めで睥へい睨げいしてくる。融の背筋を先ほどとは別の戦せん慄りつが駆け下りた。

　全身からどっと冷や汗あせが噴ふき出した融の肩を無造作に押しやって、剣を引っさげた篁が鬼の前に出る。

　六尺を超こえる長身の篁よりも、さらに高い位置にある赤い両眼が、激しい怒いかりに燃えているのが見て取れた。

　凄すさまじい眼光を涼すずしい顔で受け流し、小野篁はうっそりと笑った。

「退たい屈くつしのぎにちょうどいい」

　立ちすくむ融を尻しり目めに、篁は悠ゆう然ぜんと異い形ぎようの鬼に斬きりかかっていく。

　それを見ながら融は、ぎしぎしと強こわ張ばる全身の筋肉を一生懸けん命めい動かして、邪じや魔まにならない位置まで後退した。
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　でなくば殺される。

　鬼ではなく篁に。そう、篁に。一応幼おさな馴な染じみで親友のはずの篁に。

「いや、でも」

　さすがに物ぶつ騒そうだし考えすぎだろうか。なんといっても篁は幼馴染で親友なのだから、いくらなんでもそんな血も涙なみだもないようなことはすまい。

　一瞬でも親友を疑った自分の心を彼は戒いましめた。

　しかし。

「融、よく退さがった。そのでかい図ずう体たいが邪魔につっ立っていたら、容よう赦しやなく楯たてにしてくれようと思ったぞ」

　剣を肩に担かつぐようにして、篁が朗ほがらかに笑う。宮中内裏では清せい廉れんにして高潔と謳うたわれる人好きのする笑えみなのだが、語っている言葉は情け容赦の欠片かけらもない。

　これが小野篁なのだ。

　融はがくりと肩を落とした。

「あーあ、そうだよ、お前はそういう奴やつだった」

　なんで俺、こいつの親友やってるんだろう……。










「たかが悪あつ鬼き風情が、この俺に傷ひとつつけられると思うなよ」

　傲ごう岸がんに言い放ち、篁は鮮あざやかな動きと剣さばきを見せた。鬼は巨体にもかかわらず俊しゆん敏びんな動作で篁に攻こう撃げきをしかけるが、そのことごとくがかわされていく。

　悪鬼の咆ほう哮こうが、夜の朱雀すざく大おお路じに木こ霊だました。

「人通りがなくて幸いしたな。見られたら噂うわさが立ちそうだ」

　曰いわく、墨染の衣の鬼が、悪鬼を相手に同どう士し討うちをしていた、と。昔も似たような噂が立ったことがある。あのときは必ひつ要ように迫せまられていたから広まるのもやむなしと思っていたが、本来風聞が流れることはあまり得策ではない。

　頰ほおのすぐ横を悪鬼の爪が搔かいた。髪一筋の間を置いて巧こう妙みように避よけたまま、篁は一気に間合いを詰つめた。

「己おのれ、貴様は……っ」

　悪鬼の眼がぎらりと光った。篁は冷れい笑しようを返す。

「俺は、冥めい界かいの門の裁定者だ」

　それを聞き、鬼の動きがわずかに鈍にぶる。

「まさか、小野…っ」

「篁だ、覚えておけ」

　彼の持つ神しん剣けん狭さ霧ぎり丸まるが、鮮やかに一いつ閃せんした。

「───もっとも、死んでしまっては無理な話か」

　どうと音を立てて倒たおれた悪鬼の体軀を見下ろし、篁は不ふ機き嫌げんそうに息をついた。

　昼の彼は中なか務つかさ省しようの侍じ従じゆうの任についていて、そこそこに忙いそがしい。その上彼には人には知られていないもうひとつの顔があった。

　三年ばかり前に、彼は冥めい府ふの王族から直々に乞こわれて、冥府と人界の狭はざ間まを行き来する任についた。簡潔にいうなら冥府の官かん吏り、冥官である。

　彼は、人知れず都にはびこる悪鬼怨おん霊りよう魑ち魅み魍もう魎りようを討ち果たし、霊れい的てきにこの地を守る役目を負った。ほかにも色々と細かい仕事があるのだが、目下の重要任務は鬼退治だ。

　死した者の魂たましいが冥府にたどり着くにはふたつの道がある。

　ひとつは、境界の川を越こえること。

　もうひとつは、篁の管理する冥界の門をとおること。

　冥界の門は滅めつ多たに開かれないので、基本的に死者は川を渡わたって冥府に向かう。それがかなわないとき、裁定者が是ぜとするならば、ふたつの界を隔へだてる門が開かれるのだ。

　冥府の側から人界に降りることは本来ならばできないのだが、冥府の最下層に巣食う悪鬼たちがどうしてか人界に逃のがれている。このまま放ほうっておけば、死者の魂が人界に逆流する事態も起こりうるかもしれない。

　鬼おにだけですんでいるうちはいい。見つけだして叩き斬るだけのことだ。そうして鬼の軀からだを冥府の獄ごく卒そつどもに引き渡して後始末してもらえば事足りる。

　だが、死者の魂というものは転てん生せいの輪の中にあらねばならないので厄やつ介かいなのだ。迷い出てしまった魂を輪に戻もどすのは結構難しい。完全に外れてしまったら二度と転生できなくなってしまうので、冥府第一殿でんで作成されている鬼き籍せき帳に大おお幅はばな狂くるいが生じてしまう。そうなったら大問題だ。閻えん羅ら王おうの地位を揺ゆるがすことにもなりかねない。

「……が、それは俺の管かん轄かつではないぞ。なのになぜ俺がこんな重労働を強しいられるのかが納なつ得とくいかん」

　しとめた鬼の体を無造作に足蹴にすると、篁は眉み間けんにしわを寄せて周囲を見み渡わたす。

「冥府の獄卒どもはまだか」

　忌いま々いましげに呟つぶやいて、鬼の骸むくろをもう一度げしっと蹴りつける。

「冥府の命めいは最初の鬼一匹ぴきだったはずだというのに、なんだって新あら手てが出てくる。冥府の底に開いてる穴が広がってるんじゃあるまいな。原因究明にいそしんでるんじゃなかったのか畜ちく生しよう、これ以上逃亡鬼が増えやがったらいくら俺でも身が保もたんぞ」

　それでなくとも連夜の出動で、道みち端ばたで待っている間に休息を取らなければならないくらいには参ってきているのだから。

　ぶちぶちと散々文句を並べている篁の背後に、そのとき複数の気配が降り立った。

　篁の眉まゆが動く。剣けん吞のんな表情で目線を動かし、篁は低く言った。

「遅おそいぞ」

　地表に何かを突つき立てるような音が鳴り、ついで少年の声が響ひびいた。

「ごめん、出で掛がけにちょっとばたついて手間取った」

　振ふり返った篁は、自分より頭二つ以上低い場所にある少年の目を見返した。

　月つき影かげにも鮮やかなくすんだ銀ぎん髪ぱつがのびかかり、括くくって前にたらした少年は、精気に満ちた表情で篁のしとめた二匹の鬼を交こう互ごに見ていた。年の頃ころは十二、三歳くらいだろうか。

　彼の背後には、牛と馬の頭を持った人型の獄卒が控ひかえている。牛ご頭ずと馬め頭ずだ。双そう方ほう矛ほこを手にしている。先ほど響いたのは、矛の柄えで地表を突いた音だろう。

「弱ったな、まだ原因がわかってないのに、人界に逃れる悪鬼が日増しに増えてる……」

「陸くが幹みよ、燎かが琉るは何をやっている」

　厳しい問いを受けて、陸幹は眉を寄せた。

　燎琉というのは陸幹の兄で、夜間業務における篁の実質的上司である。

　篁の担になう責務は冥府でも特とく殊しゆなものだ。加えて彼は存命中の人間だ。冥府の組織に属してはいない。彼は冥府第一殿の主あるじ閻羅王直属で、その上司である燎琉は閻羅王の第一子、つまり閻羅王太たい子しだ。

　その閻羅王太子をつかまえて堂々と名前を呼び捨てにした篁は、動かない鬼の軀を剣の切っ先でつついた。

「これは予定外の獲え物ものだぞ。冥府の最下層はどうなってるんだ」

　閻羅王の息子むすこである陸幹少年は、難しい顔で低く唸うなった。

　篁は長身だ。六尺を超こえる。次の正月で十九になるので、そろそろ成長は止まるだろうが、それにしたっていささか大きく育ちすぎた気が、彼自身しなくもない。

　昼の仕事は中務省侍従。堅かた苦くるしくそこそこ責任のある役職なので常に身なりを整えているが、実は現在のように砕くだけた出いで立ちのほうが性しようにあっている。

　対する陸幹は、身の丈たけ五尺に三寸ばかり届かない。簡素な刺し繡しゆうの施ほどこされた唐とう風ふうの袍ほうに身を包み、腰こし帯おびに剣を佩はいている。

「鋭えい意い努力中、なんだけど……」

　陸幹の目め許もとに似合わぬ険が宿る。少年の姿でも、冥府の王族である彼の実じつ齢れいは篁や融など遥はるかに超えているのだ。

「まだよくわからない、というのが本当のところなんだ。悪いけど篁、しばらく予定外の逃亡鬼が出ると思うから、よろしく」

　篁はうんざりしたように舌打ちをした。素す直なおそうな面おも差ざしで十二、三歳くらいにしか見えない陸幹だが、やはりあの閻羅王太子燎琉と血を分けた兄弟なのだ。

「ちゃっかりしてやがる」

「あのー……」

　遠えん慮りよがちに割って入った声に、篁と陸幹は同時に振り返った。

　右手を小さくあげた融が、おずおずと口を開く。

「なんのことだか、俺にはさっぱり見えないというか……」

「見えんでよろしい。無関係の部外者の分際で、口を挟はさむなたわけ」

　一刀両断に切り捨てる篁である。融はぐうの音も出ない。

　それを見ながら陸幹は、感心した風ふ情ぜいで目を丸くした。

「言い切ったねぇ、篁。見事だなぁ」

　篁は構わず、太刀たちを鞘さやに収めた。そのまま彼はついと左手をのばす。その手のひらから細長い銀光が生じ、光り輝かがやく弓に変化する。

　光の軌き跡せきが弦つるを形作るのを待って、篁はその弦を打ち鳴らした。鳴めい弦げんと呼ばれる所作だ。

　夜よ闇やみに弦の音が響く。それに呼応して、朱雀大路の中央に、巨きよ大だいな門が出現した。これは徒ただ人びとの目には決して映らない。小野篁が番人を務める冥界の門だ。

　融が茫ぼう然ぜんと見ている前で、門もん扉ぴが音もなく開かれる。

　鬼の骸を担かついだ牛頭と馬頭が、篁と陸幹に一礼して門の向こうに消えていく。彼らの姿が完全に見えなくなるのを待って、門扉は静かに閉とざされ、そのまますうっと消えた。

「───任務完かん了りようだ」

　嘆たん息そく混じりの言葉に、陸幹は軽い仕し草ぐさで敬礼した。

「うん、御ご苦く労ろう」

　陸幹がくるりと踵きびすを返す。彼は融を一いち瞥べつして、朗ほがらかに笑った。

「融も、またね。あまり篁の邪じや魔まをしないようにね」

　とんと地を蹴けってそのまま姿を消す陸幹の言葉を受け、融は渋じゆう面めんを作った。

　自分はそんなに篁に迷めい惑わくをかけているだろうか。

　融の思考を読んだのか、篁は前まえ髪がみを搔かきあげながら目をすがめた。

「少なくとも、物心ついた頃から延々世話を焼かされてるわ、異い形ぎようのものから守ってやっているわ、並べればきりがない」

「そ、…んなことは……」

　あるかもしれない。

　つい我わが身を振り返ってしまう融である。

　自分より目線の低い融を見やって、篁は口こう端たんの片側だけをつりあげた。







　　　　二







「結けつ婚こん？」

　問い返す篁に、右大臣家嫡ちやく男なんにして近衛このえ府ふ少将橘融は、困こん惑わく気味の顔で頷うなずいた。

　昨夜は時刻も時刻だったので、用件を告げないまま融は帰き邸ていし、退出後に小野邸を訪おとずれた。本日は遅おそ番ばんだったので、戌いぬの刻半ばだ。勿もち論ろん先さき触ぶれを出して、断りを入れておいた。

　融より一刻近く早く退出していた篁は、堅苦しい朝服を着き替がえて文ふ机づくえにつき、なにやら書きものをしている最中だった。聞けば、冥めい府ふに提出する報告書だそうだ。

　内だい裏りでの仕事も堅けん実じつにこなし、冥官としての職務も決しておろそかにはしない。口では文句をいいつつも、篁は真ま面じ目めに仕事をしている。

　円座に座った融に振り返って、篁は怪訝けげんそうに眉を寄せた。

「誰だれが？」

「俺が」

　少しばかりの間があいた。

　篁は一度瞬まばたきをして、もう一度繰くり返した。

「────誰が？」

「だからっ、俺がだ、俺が！　そう言っているだろう！」

　焦じれた様子でまくし立てる融の頰ほおがいささか赤く、引き攣つっている。器用な真似まねをする、と篁は感心した。

　それはさておき。

　融に向き直り、篁は腕うでを組んだ。

「それはめでたい。あとで祝いの品を見み繕つくろって届けよう」

「おい」

　慌あわてて手を振り、融は言い募つのる。

「待て、篁。なんのために俺がここに出向いてきたと思ってるんだ」

「結婚の報告だろう。だから言こと祝ほいだんじゃないか。これで右大臣様も安心だろうし、皇后様もお喜びだろう。橘家は安あん泰たい、お前のいささか抜ぬけているところも責任と自覚で改善されればいうことはないな。というより、いい機会だから力ちから一いつ杯ぱい改善しろ」

　澱よどみなく言い切る幼おさな馴な染じみに、口をぱくぱくさせていた融はようやく反はん撃げきした。

「だから、待ってくれ！　俺はまだそんなつもりはさらさらなくてだな、どうやって断るかとか、そういう相談をするために来たんだ！」

　文机に頰ほお杖づえをついて、篁は不思議そうな顔をした。

「それはまたおかしな話だな」

「は？」

　思いもよらない篁の言葉に、融は面めん食くらった顔をする。

　間抜けた顔だよなぁと内心で冷静に考えながら、篁は言った。

「だってお前、嫌いやがってないだろう」

「………っ、そ、れは、…いや、でも…」

　融がしどろもどろになる。図ず星ぼしなのだ。

　篁は首を傾かたむけた。目の前で百面相を繰り広げだした融の容姿をまじまじと観察する。

　橘融は実直な男だ。自分には及およばないまでも、殿てん上じよう人びとの中では長身で、家いえ柄がらも血筋も申し分ない。少しとぼけているものの、女によう房ぼうたちや舎人とねりたちにも分け隔へだてなく接して親切で、人望もある。笑うと歳としより幾いく分ぶんか幼く見えるが、それも愛あい嬌きようだ。

　それに何より、辛しん抱ぼう強づよい。篁と付き合っていくためには、この辛抱強さは必要不可欠だ。

　自分自身のことも含ふくめてそのあたりを正確に分ぶん析せきしている篁は、内裏では滅めつ多たに見せない人の悪い笑えみを浮うかべた。

「で、相手はどこの姫ひめだ？　俺の推測では、皇后様付の女房、彩あや乃のあたりだと思うんだが」

　融が悲鳴のような声をあげた。

「なんでそれをっ!?」

　やっぱりな、と胸のうちで呟つぶやいて、篁は小さく嘆息した。

「お前が鈍にぶいだけだろう。誰が見たって一目瞭りよう然ぜんだ」

　融の叔母おばである皇后嘉か智ち子こは、内裏登とう華か殿でんの主あるじだ。篁や融は、御み簾す越ごしながらも嘉智子と私的に対面することを、主上おかみからの格別の配はい慮りよで許されている。そのときに、いつも彼らをもてなしてくれるのが女房の彩乃だった。

　彼女は篁と融と一歳違ちがいで、年の頃ころもちょうどよい。家柄の格式も高く、右大臣家と釣つり合いが取れるはずだ。

　融はまったく気づいていなかったが、一いつ緒しよに参さん内だいすることの多かった篁は、彩乃が誰を見ているのか、数年前から気づいていた。

　青くなったり赤くなったりしている融に人差し指を突つきつけて、篁は断言した。

「お前は実に鈍い。この機を逃のがしたら春の訪おとずれは夢のまた夢になりかねん。彩乃は有能で気立ては皇后様のお墨すみ付つき。大方、お前があんまり鈍いから右大臣様と皇后様がはりきって画策したんだろうが、ここは素す直なおになってまとまってしまえ」

　ちなみに、篁の推察のとおりだったりする。

　それまで言葉の出なかった融は、ここでようやく反撃に転じた。

「けど、けどなっ。いきなり、そんな、こちらにも心の準備というか、決心というかっ」

　やれやれといった風情で篁は腕を組む。

「煮にえ切らない奴やつだなぁ。鈍いお前に教えといてやるが、大だい納な言ごん家の貴たか仁ひとは彩乃に懸け想そうしてるんだぞ、うかうかしてると横から搔っ攫さらわれるわ」

「なにぃっ!?」

　融の血相が変わるのを見ながら、篁は思った。

　顔色を変えるくらいなら、さっさと心を決めればよいものを。

　大体、本人に自覚は皆かい無むだっただろうが、ここ二年ほどの融は登華殿に足を運んで嘉智子と語らうより、間を持たせるために彩乃と語らうほうがよほど楽しそうだったのだ。

　しみじみと、鈍い。なんだって俺がこいつの背をわざわざ押さねばならんのか。

　まったくもって世話の焼ける幼馴染だ。

　篁は口の中で呟いた。

「幼少のみぎりから変わらずに、どうしてこんなに手がかかるんだか……」

　すると、ごく近くで小さく笑う気配がした。ちらりと視線を動かすと、壁かべ代しろの陰かげに何者かの気配が生じている。

　篁は肩かたをすくめた。

「……とにかく、腹を括くくって進めることだ」

　融は落ち着かない様子でしきりに視線を泳がせていたが、低く唸うなって首をうなだれた。

　あとふた月ほどで十九になろうというのに、宮中の女房たちからひそかに熱い視線を向けられていることにまったく気づかない朴ぼく念ねん仁じんにとってみれば、確かにこの結婚話は青せい天てんの霹へき靂れきだったのだろう。

　ようするに、あれだ。あまりにも突然の衝しよう撃げきだったので、思考回路が麻ま痺ひしてしまい、とりあえず相談にきただけのことだ。

　大体、篁に相談したからといって何が変わるわけでもない。

　融は何度か頷いて、自分に言い聞かせるように口を開いた。

「そう、だな。大体昨日父上が話してきただけなんだから、いますぐどうこういうことではないだろうし、もっとじっくり考えないと、相手方にも失礼だ、うん」

「そーだろうとも、そのとーり。納なつ得とくしたならとっとと帰れ。俺はこれでも忙いそがしい」

　無造作に手を振ふると、融は慌てて立ち上がった。

「そうだよな、うん、ごめん。かなり混乱してたけど、お前と話していたら随ずい分ぶん落ち着いた」

「俺は精神安定剤ざいか……」

　一応自分の性格を把は握あくしている篁である。一番向かない役回りだろう、それは。

　渋じゆう面めんの幼馴染に向け、融は苦く笑しよう混じりに笑った。

「そういうのとも違ちがうんだけど……、頼たよりになるんだよ」

　篁は嫌そうに眉まゆを寄せて肩をすくめた。

「やめてくれ、これ以上何かを背負うなんざ真っ平ごめんだ」

「そんなこというなよぉ」

「情けない声を出すな、さっさと帰れ鬱うつ陶とうしい！」

　怒ど号ごうが飛んできたので、融は慌てて身を翻ひるがえした。

　わたわたと出て行きかけて、ふと足を止める。

「そういう篁は、どうなんだ」

　文ふ机づくえに向き直っていた篁は、融を見ずに返答する。

「何が」

　筆を手にして、達筆の文字を料紙に記す篁の背を見下ろし、融はだからとつづけた。

「俺と同い年なんだから、お前にだって縁えん談だんのひとつやふたつはあるだろう？　昔からお前は、俺なんかよりずっと騒さわがれてるんだし」

　篁は、父岑みね守もりが陸奥むつの守かみに任じられた際、それに同行した。陸奥で五年過ごし十五で都に戻もどって出仕するようになってから、内だい裏りの女房や女官たちが篁の名を口の端はに上らせない日はない。

　後ろを向いているので融には見えなかったが、篁はついと瞼まぶたを落とした。筆を持った手が止まっている。

　気づかれないように息を吸い込んで、篁は何気ない声で返した。

「俺は当分お断りだ」

　宮中の女房や女官たちはうるさいし、何よりも。

「楓かえでの体調が思わしくないというのに、自分のことなど考えられるか」

「そうか…、そうだよな」

　そのことを思い出し、融は自分の迂う闊かつさを呪のろった。

「じゃあな、また来る」

「来んでいい」

　ひどいなぁ、と肩を落として、融は廊ろうに出て行った。篁が見送ることはないのを知っているので、返事がなくても気にしない。

　融の足音が遠ざかり、聞こえなくなってから、篁は筆を硯すずり箱ばこにおいて顔を上げた。

「───何用だ」

　それまでずっと壁代の後ろに隠かくれていた長身の男が、ほけほけ笑って現れた。

「相変わらず勘かんがいいねぇ」

「気づかなかったら末代までいうだろうが」

「そんなことはないよ。終生からかいの種にするだけで」

　この場合、彼のいうところの篁の終生とは、彼が正規の寿じゆ命みようを終えたのち、冥めい府ふの籍せきに入ってからこき使われる未来永えい劫ごういつまでも、という意味である。

　しかし実際のところ、死んだのちのことまで考えていない篁は、そういう意味の事をいわれるたびに聞き流すことにしている。何しろいま現在が忙しいのである。はるか先のことまで慮おもんぱかる余よ裕ゆうはない。

　禁中で貴族たちがまとっている衣い装しようとは明らかに意い匠しようの違う袍ほうをまとった青年は、篁よりさらに背が高い。青みがかったくせのない髪かみは短く、右側のひと房ふさだけがやや長めで装そう飾しよく品ひんをつけている。藍あいと黒の混ざった瞳ひとみは澱よどみがなく、深い知性の輝かがやきをたたえている。均整の取れた肢し体たいは優美さを具そなえ、高貴な血筋であることがひと目で判ぜられた。

　閻えん羅ら王おう太たい子し、燎琉である。

　悪あつ鬼きや死者の魂たましいならば川を渡わたるか門をとおらねばならないところを、冥府王族の者たちは自在に道を作りふたつの界を行き来するのだ。

　燎琉は篁にとって、非常に厄やつ介かいな存在だった。

　常に先手を打たれるわ逆手を取られるわ、やりたくないことを次々にやらなければならなくなるわ。篁の多た忙ぼうな日々を作り出す諸悪の根源だ。

　自然物言いもきついものとなる。

「報告書だったら作成中だ。明日の参さん内だい後に持っていくから冥府でおとなしく待っていろ」

「すぐ書きあがるんだろう。私が預かっていこう。そうすればわざわざ冥府まで赴おもむかずにすんでお前も楽だろうし」

「結構だ。お前に借りを作るとあとが厄介だから遠えん慮りよする」

「まぁまぁ、そういわずに。ああそうそう」

　燎琉は袂たもとから小さな瑠る璃りの小こ瓶びんを取り出した。

「陸幹が案じていたのでね」

　文机に瓶を置き、篁の手が止まった隙すきに料紙をひょいと取り上げた。必要なことはすべて記されている。あとは篁の署名が入れば完成だ。

　文句を言いながらも仕事には手を抜ぬかないのだから、根が真ま面じ目めなたちなのだろう。流りゆう麗れいな達筆を眺ながめて、燎琉はそっと苦笑した。

　一方の篁は、瑠璃の小瓶を手にして胡う乱ろんな表情を浮うかべていた。透すき通った瑠璃の中で、薄うす桃もも色いろの液体が揺ゆれている。

「……仙せん桃とうの薬酒か」

「疲ひ労ろう回復の妙みよう薬やくだからね」

　瓶を見つめる篁の瞳に、ひとつの感情が浮かんで消える。

「……病や疲労以外のものを治すことはできるのか、これは」

　彼の問いが意図するところを正確に読み取り、燎琉はしばし思案する風ふ情ぜいを見せた。

「それはわからないな。ひとの寿命を薬で延ばすことはそもそもできないものだ。しかしまぁ、弱った体を多少なりとも回復させるという意味では、役に立つだろう」

　薬くす師しの処方する薬草や薬湯などは、病を快復させることはできても、さだまった寿命を動かすことはできない。そして寿命は、冥府十君主がひとり閻羅王が管理する鬼き籍せき帳に、生誕の頃ころからすでに記されている。それを動かすことは、閻羅王でもおいそれとしてはならないものだとされる。中には突とつ然ぜん運命が変わって名が刻まれる例もあるが、そういった事例はあまり類を見ない。

「冥官としての仕事に死ぬまで従事するとしてだ」

　唐突に話題を変えた篁の横顔を、燎琉は黙だまってながめた。つづく言葉を待っている。

　手の中で瑠璃の小瓶をもてあそびながら、精せい悍かんな容よう貌ぼうになんの感情ものせずに篁は言った。

「俺に与あたえられる見返りは、いったいどこまで許される？」










　足音だ。

　静せい寂じやくの中で、彼女はすうと瞼を開いた。

　燈とう台だいの灯あかりのみの室内は、橙だいだい色いろのぼうとした光が優やさしく揺れているだけで、離はなれればそこにはひっそりと闇やみがある。

　いつの間に眠ねむってしまったのか。あまりよく覚えていないところをみると、気づかぬうちに意識を失っていたのかもしれない。

　ああ、また心配をかけてしまう。

　そっと息をついたとき、極力張らないように抑おさえた声が室内に忍しのび込んできた。

「楓、起きているか」

　彼女は一度深呼吸をした。努めて強い声を発しようと喉のどに力を込こめる。そうしなければ、声こわ音ねがかすれてしまいそうだからだった。

「お入りください」

　返事を待って妻戸が開かれ、篁が顔を見せた。

　楓が起き上がろうとしているのを見た篁は、慌あわてて茵しとねの傍かたわらに膝ひざをつき、手をのばして彼女の肩かたを支えた。上体を起こした細い肩に背子からぎぬをかけてやる。

「具合はどうだ。昼過ぎに熱を出したと津つ蒔まきが血相を変えていたが」

　楓は申し訳なさそうに微笑ほほえんだ。

「すみません、兄様。ご心配をおかけしてしまいました。少し眠ったので、だいぶ楽になったのですが……」

　夕ゆう餉げもとらずにずっと横おう臥がしていたので、楓の肌はだからは赤みが失うせている。

　篁は小さく笑った。宮中でもこんな笑えみは絶対に見せない類たぐいの代しろ物ものだ。物心ついた頃からの幼おさな馴な染じみですら、滅めつ多たに見ないのである。

　この表情と眼まな差ざしを篁が向ける相手は、世界でもただひとりだけだった。

「食欲があるなら、何か持ってこさせよう。ああそうだ、これを」

　彼が懐ふところから出したのは、先ほど燎琉が持ってきた瑠璃の小瓶だ。透きとおった瑠璃は珍めずらしいので、受け取った楓は深い色の瞳を輝かせた。

「まぁ、素す敵てき……。兄様、これはどうなさったの？」

「もらいものだ。中に入っている薬酒が体にいいというのでな、お前に飲ませようと思った」

　すると、楓の表情が僅わずかにくもる。

「でも……兄様にといただいたものなのでしょう、それを私がいただくわけには」

「何を言う。俺にとってはお前の健すこやかな姿が一番の薬だぞ」

　苦く笑しよう混じりの篁に、楓は小さく笑って目を伏ふせた。

「では、楓は早く元気にならなければいけませんね」

　そうだと頷うなずく篁の胸の奥で、細い針がちりと心を刺さした。

　楓は今年十六になる。篁とはふたつ違ちがいで、生まれてすぐ養女に出された。母の園その生おが篁を産んでから病がちになり、楓を産んですぐに儚はかなくなったためだったそうだ。

　しかし、なんらかの事情があってか、彼女は五つの折に小野家に戻もどってきた。篁が楓の存在を知ったのはそのときだ。

　岑守の背に隠れるようにしていた幼い女の子の姿を、篁はいまも鮮せん明めいに覚えている。

　そして、篁が父とともに陸奥むつに赴くと告げたとき、目に涙なみだをいっぱいにためて己おのれにすがってきたときの姿も。

　胸がどうしようもなく痛んで、けれどもだからこそ、陸奥に行かなければならないと、離れなければならないと、篁は思ったのだ───。

「……そうだ、融から面おも白しろい話を聞いた」

　楓が黙って首を傾かたむける。自分が眠っている間に来訪していたのを知り、会えなかったことを残念に思うが、それは口に出さない。

「融の奴やつ、皇后様の女によう房ぼう殿どのと結けつ婚こんが決まったそうだ」

「まぁ……」

　楓の瞳ひとみが輝かがやいた。

「では、何かお贈おくりしなければ……。融兄様のお相手は、どのようなお方なのですか？　きっとお優しい方なのでしょうね、次にお会いしたときにはお祝いをお伝えしないと」

「そうだな。お前の具合が良いときに、呼びつけよう」

　兄の言葉に楓は少しだけ眉まゆを寄せる。

「そんな、呼びつけるだなんて、融兄様に悪いわ。でも……」

　ふいにうつむいて、楓は寂さびしそうに息をついた。

　自分が病気がちになってしまったのが悪いのだ。きちんと養生して元気にならないと、融にも女房たちにも、そしてこの兄にも気を遣つかわせる。

　篁が陸奥に赴いている間、融はちょくちょく楓の様子を見に来てくれていた。そうやって兄のいない寂しさをやわらげてくれたのだ。いまでもそれを感謝している。

　それでも、篁のいない日々はどうしようもなく寂しかった。戻ってくると決まったときは、嬉うれしくて嬉しくて何日も眠れず、しまいには体調を崩くずしてしまい女房の津蒔に叱しかられたものだった。

　融が結婚するということは、篁にもおいおい縁えん談だん話が持ち上がってもおかしくはない。本来ならば、自分にも話が舞まい込んでくるところだろう。目立った話がないのは、自分がこれほどに病弱だからに違いなかった。

「私がこんなふうだから、兄様にも心配をおかけしてしまうのね。早く元気にならないと兄様が安心して良い方を見つけられないわ」

　ひとりごとのように呟つぶやいて、楓はそっと嘆たん息そくする。髪かみが頰ほおにはらりと落ちかかり、彼女の瞳から一いつ瞬しゆん篁の顔を隠かくした。

「…………俺は…」

　彼の双そう眸ぼうに、何かを堪こらえるような光が宿って、すぐに消える。ついと指をのばして楓の頰にかかる髪をそっと払はらうと、篁は静かに告げた。

「俺は、お前がいればそれでいいよ」

　反射的に向けられる彼女の視線を受けて、彼はやわらかな眼差しを返した。そうして、目を細める。

「余計なことは考えずに、お前はゆっくり休んで早く元気になることだ。その薬酒は俺も飲んだことがあるが、薬にしてはなかなか飲みやすくてうまかったぞ」

　だが、それでも一応酒なので、空腹の状態で飲ませるのには抵てい抗こうがある。

「食べられるなら、夕餉の支し度たくをさせよう」

「兄様もご一いつ緒しよ？」

「勿もち論ろんだとも」

　篁の言葉に、楓は嬉しそうに頷いた。










　夜半過ぎ、篁は墨すみ染ぞめの衣ころもを身にまとって部屋を抜ぬけ出した。

　廊ろうではなく庭をとおって、舎人とねりたちに気づかれないよう邸やしきを抜け出すと、篁は駆かけ出した。

　──篁様

　ごく近くで声なき声がする。そうして、五つの気配が生じた。姿を見せない彼らに視線を投じて、篁は短く命じる。

「玻は凛りん、炯けい華か。楓の許もとへ」

　小野邸ていは結界に守られているが、それでも万ばん全ぜんとは言い難がたい。篁がもっとも警けい戒かいしている相手は恐おそろしい妖よう力りよくを持った異い貌ぼうの鬼おになのだ。

　応じる気配が伝わってくる。そのままふたつの気配が音もなく遠ざかるのを感じながら、彼は一路仇あだし野のにつづく六りく道どうの辻つじを目指した。

　六道の辻は、仇し野と呼ばれる葬そう送そうの地、鳥とり辺べ野のに通じている。彼が目指すのは、その辻に建つ小さな寺だ。

　左京のはずれにある寺は、昼でもあまりひとの立ち寄らない場所だった。死者の眠る仇し野の地に好んで近寄る者はそうそういはしない。夜ともなればなおさらだ。

「万ばん里り、次元孔こうが開いた気配は」

　──特に感じないけど、あまり楽観視はできないみたい

「確かにな」

　冥めい府ふの底に生じる次元孔。それは人界につながって、様々な悪あつ鬼きを冥府の底から放出するのだ。いつ開くのか見当もつかない。なぜ開くのかもわかっていない。これに関して、彼らは常に後手後手に回る。それが苛いら立だたしい。

「ならば、警戒していろ。何かあったら連れん絡らくを寄よ越こせ」

　──了りよう解かい

　つむじの辺りで括くくった篁の髪を撥はね上げて、風が飛ひ翔しようしていくのを感じる。頭を振ふって乱れた髪を後ろに流しながら、彼は速度をゆるめず周囲を見み渡わたした。

「清せい嵐らん」

　すぐ横を併へい走そうしている気配に向けて、問いかける。

「都の外にある禁域の様子は」

　以前、ひとつの禁域が侵おかされたことがあった。悪鬼たちだけでなく禁域に封ふうじられた魔ま物ものまで、あのときのように出てこられては手に余る。予兆があるならば封じを堅けん固ごなものにしておかなければならない。

　──いまのところ、異変は何も

　禁域は各所に点在している。人々の知らぬそれらは、ときに無知ゆえに侵されるのだ。

「万里とともに見ておけ」

　──しかし

「案ずるな。俺ひとりではない」

　いまひとつ、篁の傍かたわらに気配がある。それを受け、清嵐は黙もく然ぜんと命令に従った。

　息ひとつ乱さずに彼がたどり着いた六道の寺は、いつも無人なのだ。誰だれも入り込もうとしないのは、入りたくないと思わせる禁厭まじないが施ほどこされているかららしい。

　もっとも、その禁厭は篁には通用しない。

　門もん扉ぴを押すと、きいと小さな音を立てながら観音開きに開いていく。敷しき地ちに入ってすぐ右側にある小さな堂に、篁は履くつのまま上がりこんだ。

　横よこ幅はばも奥行きも狭せまい堂内は、扉とびらを閉めてしまえば月明かりも射ささず真の闇やみだった。

　奥に向けて篁は構わずに歩みを進める。

　闇の中で、見えない膜まくを通ったような感かん触しよくがあった。

　そのまま足を運んでいくと、いつしか土の道に出るのだ。

　獣けもの道みちのように幅の狭いその道は、背の低い草に囲まれている。はるか彼方かなたまでつづく草原の、さらに向こうに、篁が目指す建物の灯ともし火びがあった。










　冥府第一殿でんは、冥府十君主閻えん羅ら王おうの居城だ。

　太子たちのための別殿が隣りん接せつされているが、執しつ務む時間には全員が第一殿にいるので、用があるときはまっすぐ執務室を訪おとずれる。

　人界の大だい内だい裏りとは違ちがい、第一殿は大陸の建築様式をとっている。篁は直接それを知っているわけではないが、閻羅王子の陸幹が以前言っていた。いわく。

『人間たちのほうが、我らの生活様式を真似まねているんだ。あんまり苦労しているところを見るとついほだされて、ひらめきや夢の形で知識を与あたえてやるんだよ。そのほうが無む駄だな人死にも出ないし』

　何せ、閻羅王は死者の管理がその責務なのだから。

「燎琉、いるか」

　ぞんざいに呼びながら扉を開けて室内を見渡す。ひとの気配はない。

　篁は息をついた。どうやら別の場所にいるらしい。

　いちいち捜さがさなくてもいずれ戻もどってくるだろう。

　籐とう椅い子すにどかっと腰こしを下ろし、足を組んで、篁は目を伏ふせた。

　何もすることがないときに、彼の思考は常にひとつの事案で満たされる。普ふ段だんは考えないようにしているから、余計だ。

　──お顔の色が優すぐれませんよ

　姿を見せない従者の気き遣づかいに、篁は片側の口こう端たんを吊つり上げて見せた。

「ここ数日の疲ひ労ろうのせいさ。あとで燎琉から薬酒のひとつもせしめれば治る」

　そうして篁は、退さがっていろといいたげに手を振った。

「ここは第一殿だ。危険のあろうはずはない」

　──御ぎよ意い

　気配が遠のいた。

　篁は、今度こそ肺の中が空になるまで息を吐はき出した。右手で目め許もとを覆おおうようにしながら天てん井じようを仰あおぐ。

「…………俺の、せいだな」

　楓があそこまで病弱になってしまったのは、ほかの誰でもない、篁のせいだ。

　彼の持つ宿命が、楓の命を縮めているのだ。

　篁は唇くちびるを嚙かんだ。










　小野篁は、凶きよう星せい破軍を宿星としている。

　北ほく斗と七しち星せい第七星、破軍星。偽いつわり多くひとを欺あざむき、狡こう猾かつにして凶暴。その星の指し示す先には魔物がひそむという凶まがつ星。

　篁自身がそのことを知ったのは、一年前だった。

　十五の歳としに、篁は閻羅王太子から直々に請こわれて冥めい官かんの任を得た。いまにして思えばそれは、凶星破軍たる篁を監かん視しする意味もあったのかもしれない。

　自分は禍わざわいなのだと、知っている。そのために落命した者さえいるのだから。

「力が、ほしいな」

　小さく呟つぶやいて、彼は目を閉じた。

　いまでも力は持っている。だが、それだけでは楓を救えない。

　一年前、楓は魔ま性しように魅み入いられてしまった。異貌の鬼、朱しゆ焰えんと名乗る魔性の者に。

　破軍を宿星に持つ篁の血が呼び起こしてしまった、恐ろしい鬼だ。

　朱焰を倒たおさなければ、楓の命は削けずられる。

「絶対に、死なせてたまるか」

　彼の双そう眸ぼうが険しくきらめいたとき、執務室の扉が開いた。

「おや、どうしたんだ」

　巻物を幾いくつか手にした閻羅王太子燎琉が、目を丸くしている。篁は姿勢を正して燎琉を見やった。

「次元孔に関する調査及および対処の現状を聞きにきた。逃とう亡ぼうする悪鬼どもが増えているのはなんとしたことかと」

「ああ、それだったら陸幹が頑がん張ばって駆かけ回っている最中だ」

　篁は、剣けん吞のんな目をして厳おごそかに笑った。

「───燎琉」

「うん？」

　卓たくに巻物を置いて椅い子すに座ろうとしている閻羅王太子に向け、篁は低く唸うなった。

「貴様は何をやっている……！」

　対する燎琉は涼すずしい顔で篁の眼光を受け流し、ほけほけと笑った。

「見てのとおり、自分の仕事を誠心誠意心をこめてこなしているよ。大体お前に下される指令のほとんどは私の裁量で決定しているんだから、訊きくまでもないことだろうに」

「俺が言っているのはそういうことではない」

　篁の声がさらに低くなった。しかし、燎琉はお構いなしにつづける。

「ああそうそう、先ほどの報告書は父上に提出済みだ。捺なつ印いんされて処理済みの箱に入れられたから、心配はないよ」

「そういうことを言っているのでもない」

　燎琉の双眸に、別の色が宿った。

「鬼き籍せき帳に新たな名は刻まれていない。安心するといい」

　変わらぬ語調で告げられた言葉に、篁ははっと息を吞のんだ。やや置いて、彼は前まえ髪がみを搔かきあげ唇を嚙む。

「……そういうことを訊きたかったわけじゃない」

「そうか？　まぁいい」

　細工枠わくの窓の向こうに目をやって、彼は穏おだやかに笑った。

「廊ろう下かに雷らい信しんが控ひかえていたが、あれもお前の身を案じていたよ。従者に心配をかけるとは、お前もまだまだ修行が足りないね」

　篁はふてくされたようにそっぽを向いた。

「そもそも禁きん鬼きたちは、あんたが勝手に俺につけただけだろうが。そういうなら返品するからとっとと引き取ってくれ」

　もうすぐ十九になるというのに、こういう物言いは初めて遭そう遇ぐうした折からあまり変わっていないのだ。燎琉は苦く笑しようして腕うでを組んだ。

「こらこら。禁鬼たちはみな、心からお前に従っているんだぞ。そんなことをいわれたら、あれらの立つ瀬せがないだろう、改めるように」

「俺はあれらに『俺は人使いが荒あらい、それでもいいなら』と最初に言い渡わたしてある。それでもいいといったのは禁鬼たちだ、俺が責められるいわれはない」

「ひどい主あるじだ」

　天井を仰ぐ燎琉である。しかし彼の目はどこまでも笑っていた。

　彼は知っているのだ。篁の心に刺ささった棘とげを。それは彼自身にしか抜ぬくことのできないもので、ほかの誰だれも助けてはやれない。

　肩かたをすくめる燎琉を見やり、篁は険しい顔をした。

「燎琉よ、いま一度問うぞ」

「なんだ」

「見返りは、どこまで聞き入れられるんだ」

　燎琉の表情から笑えみが消えた。







　　　　三







　篁の求める見返りというのは、楓の延命だった。

　いや、延命というのは正しくは違ちがうだろう。もし楓の持つ本来の寿じゆ命みよう以前に彼女の名前が鬼籍帳に刻まれることがあったら、その名を消してほしいというのが篁の望みだ。

　冥官の任を受けた当初、篁は何も望んでいなかった。彼は自分の力をもてあましていて、その向ける先を得たことで満足していたからだ。いつか気が変わって熱意が失せたら、官位を返上すればいいと。彼にとっては冥府の官かん吏りとしての仕事は、ただの暇ひまつぶしに過ぎなかったのだ。

　だが、いまは違う。篁は、楓の命を背負っているのだ。

「日に日に弱っていく。あれを回復させることは、できないのか」

　唐とう突とつな言葉だったが、それの主語を燎琉は正確に理解した。夕刻の小野邸ていで篁が言い差さなければ、告げられたはずの問いだったはずだ。

　ふつりと静せい寂じやくが落ちた。

　篁の目は険しさを深くする。一方の燎琉はさざなみひとつ立たない水みな面もに似た目で、人間の冥めい官かんを見返していた。

　燎琉が漸ようよう口を開いたのは、沈ちん黙もくの中で鼓こ動どうを数えるのが億おつ劫くうになった頃ころだった。

「命を存ながらえるだけでは、足りないか」

　その言葉に、篁の瞼まぶたが一いつ瞬しゆん震ふるえた。

　一年前の己おのれの声が、耳の奥で甦よみがえる。

「───いまはそれだけでいいと、言ったな、俺は」

　朱焰の妖よう気きで楓の命が削られるのなら、俺が必ずあの悪鬼を打ち倒す。だからそれまでは、あれの命をこの世に留とどめ置いてくれ。そのためにこの生が終わるときまで冥官として働くことになっても構わない。

　それは、楓も知らない、融も知らない、燎琉と篁の間で取り交かわされた約やく定じようだ。

　そして彼は、悪鬼朱焰を倒すまで、閻えん羅ら王おうが遣つかわした異い形ぎようの従者たちを傍かたわらに置くと決めた。

　雷信、炯華、玻凛、万里、清嵐。ひととよく似た姿を持つ、禁鬼たちだ。

　禁鬼たちにも意思がある。その意思をもって彼らは篁の麾き下かにつくことを諒りよう承しようし、ついたのちには閻羅王や太子の命めいも聞き入れない。従うのはただひとり、小野篁の言葉のみだ。

　彼らは総じて強い意志を持つ。それを御ぎよするだけの器うつわをそなえていなければ、従わせることはできない。そして小野篁には、確かにその器があった。

　籐とう椅い子すの背にもたれて、篁は深く息を吐はき出した。

「……冥府の王族どもは、楓のことを知っているのか」

「人間の生き死にを扱あつかっている以上、知ることは容易だと思わないか？」

「回りくどい言いかたを」

　不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめて、篁は燎琉を睨にらんだ。篁の示し唆さしていることは、寿命ではなく素す性じようのことだ。

　だが、二十歳はたち程度の見た目よりも遥はるかに長いときを生きている冥府の王族は、たかだか十八歳の青二才の眼光になど動じることもない。

　いつものようにほけほけと笑って、壁かべの前に据すえてある衝つい立たての向こうに消える。再び現れたときには、盆ぼんに青磁の水差しと湯ゆ吞のみを載のせていた。

　その水差しを見た篁の頰ほおが一転して引き攣つる。

　ずざっと身を引く篁の様子など意にも介かいさず、燎琉は盆を卓に置いて水差しの中身を湯吞みに注そそいだ。

　素す晴ばらしく鮮あざやかな緑色をした無む臭しゆうの液体が、湯吞みをなみなみと満たす。

「飲むといい。ここ数日の疲ひ労ろうが一気に取れるぞ」

「いや、遠えん慮りよする。桃ももの薬酒でいい、というかあっちがいい」

　逃にげ腰ごしの篁に、燎琉は残念そうな顔を見せた。

「それがねぇ、先ほどお前のところに持っていったので、貯蔵していた分が切れてしまったんだ。陸幹が手のあいたときに精せい霊れい界の桃の精の許もとに足を運ばせて、また分けてもらわないと」

　そういうわけで、この仙せん薬やくで手を打ってもらいたい。

　胸の前に出された湯吞みから極力逃のがれるように、篁は身をのけぞらせる勢いだ。

「いいや、いらん、遠慮する。そんなにいうならあんたが飲め、ぐぐっといけぐぐっと。連日の書類整理で疲つかれた体に最適だろう」

「往おう生じよう際ぎわの悪い。仕方がないな」

　軽くため息をつくと、燎琉は指を鳴らした。

　途と端たんに篁はまったく動けなくなった。燎琉の術で全身を拘こう束そくされてしまったのだ。

「いらんといっているだろう！　あんたも大たい概がい人の話を聞かないな、少しは俺の意思を尊重しろ畜ちく生しよう！」

「尊重したいのは山々だがね。朱雀すざく大おお路じの真ん中で気を失うように仮か眠みんするというのは、限界の一歩手前だろう。このまま帰したら卒そつ倒とうしそうじゃないか」

「いらんといったらいらん！　大体あれは、陸幹が来るのが遅おそすぎたから待ち時間に少し寝ねていただけで、気絶していたわけじゃないっ！」

　確かに、昔の夢まで見てしまったが、あれはただの仮眠だ。少なくとも彼自身はそう思っている。たとえ燎琉の指し摘てきが正しいものだったとしても、篁は絶対に認めないだろう。

「あんた実は俺に嫌いやがらせしたいだけだろうっ！」

　なおも言い募つのる篁の抗こう議ぎをきれいに聞き流して、燎琉は扉とびらを振ふり返った。

「雷信、篁を押さえるように」

「雷信、燎琉の命令を聞いたらお前は解かい雇こだ解雇！」

　呼ばれた禁きん鬼き雷信は、ふたりのすぐ傍らに顕けん現げんして困ったように口をへの字に曲げていた。

　篁より融より低い目線のこの禁鬼は、頭部に繊せん細さいな二本の角を有している。腰より長い髪かみはくせがなく、陽ひ射ざしを受けてきらめく金こん色じき。篁とは対照的な純白の衣ころも、細こまやかな縫ぬい取りは金糸で施ほどこされている。

　ほかの禁鬼たちとは違い、この雷信は顔の上半分を仮面で覆おおっていた。ふためと見られないひどい傷を負っていて、それをさらすのが忍しのびないということだ。別に容姿など気にならない篁だが、本人が嫌がっているものを無理にはずさせるほど横暴でもないので、そのままにさせている。目許を完全に隠かくしているから表情が読みにくい部分もあるが、それ以外にさして不便はない。

　閻羅王太子と冥官のやりとりをずっと聞いていた雷信は、いささか呆あきれた風ふ情ぜいで上官であるふたりを交こう互ごに見やった。

「……僭せん越えつながら、どちらの命令を聞いてもしこりが残りそうなので、聞かなかったことにはできますまいか」

　確かに。

　燎琉はううむと唸うなって眉を寄せた。

「篁にいびられることになったらお前が不ふ憫びんだしねぇ」

「御ぎよ意い」

「おいこら、そこで勝手に話を作るな。誰が誰をいびるだと」

　物言いが入ったが、燎琉はそれをきっぱり黙もく殺さつする。

「では、前言撤てつ回かい。お前は手を出さずにそこで見ていなさい」

　すると雷信は、さらに困った風情で口を開いた。

「黙だまって見ていたとなれば、あとで責められましょう」

「そうか。それもそうだな。すまない雷信、聞き分けのない主あるじのせいで、お前を進退窮きわまらせてしまったよ。別に私は篁をいじめたいわけではなく、疲労困こん憊ぱいしているのがわかるから、即そつ効こう性の仙薬を飲めといっているだけだというのに、どうしてお前がそのとばっちりを食くわなければならないんだろうねぇ」

　切々と訴うつたえるように並べる言葉は、当然のことながらすべて篁に対するあてこすりだ。

「いちいち癇かんに障さわるような物言いを…っ！」

　ぎりぎりと歯は嚙がみしていた篁は、やがてくわりと牙きばを剝むいた。

「そこまでいうならありがたく飲んでやろうじゃないか。おい燎琉、とっととこの術を解け」

　待ってましたといわんばかりに燎琉が指を鳴らす。同時に体の自由を取り戻もどした篁は、燎琉の手から湯吞みをふんだくると、一瞬躊ちゆう躇ちよしたのちに息を止めて、一気にあおった。

　実はこの仙薬、恐おそろしく苦いのである。覚かく悟ごを決めなければ絶対に飲めない代しろ物ものなのだった。

　ふいに燎琉がぽんと手を叩たたいた。

「ああそうそう。熊くまものたうち回るという苦さの薬草が改良の結果加えられたんだよ。おかげで効果倍増だそうだ。私はまだ試ためしてないけどね」

　予想以上の強きよう烈れつな味覚に、篁は音を立てて固まった。

　それを見ていた雷信がそっと口を開く。

「……水を持って参りましょう」
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　闇やみの中だった。

　どこまでもつづく、決して終わらぬ永えい劫ごうの闇だ。

　異い貌ぼうの鬼おに朱焰は、その闇の中で時を待っていた。

　一年前に、彼は復活を果たした。しかしそれは完全なものではない。

　朱焰の力は、半分欠けているのだった。失われたもう半分を取り戻さなければ、いつかこの身は闇に帰さねばならなくなる。

「……破軍を、その魂たましいを、手に入れなければならぬ」

　十七年前、破軍を宿星とする魂がこの世に生誕したとき、彼の意識は覚かく醒せいした。それまでずっと封ふうじられていたものが、甦よみがえったのだ。

　欠けた力は、破軍星小野篁の魂を奪うばわなければ戻らない。なぜならば、朱焰もまた破軍を宿星とする者だからだ。

「当代の破軍は、二星の庇ひ護ごと助力を受けてひとの心を保っている」

　やおら響ひびいた声に、朱焰は首をめぐらせた。

　闇の中に、ひとりの男が立っている。

　策を弄ろうするといった。破軍を堕おとすために。

「策さく謀ぼうは、どうした」

　冷厳とした問いに、男は薄うすく笑う。

　黒々とした総そう髪はつ、四十に届くか届かないかの容貌。朱焰のまとう禁きん色じきの衣は闇にとけるが、男のまとう衣い装しようもまた闇にとける墨すみ色いろだった。

　手にした錫しやく杖じようを地に突ついて、男は感情の映らない眼を朱焰に据すえる。

「焦あせらなくとも、じきに成る。いまは仕込みの最中だ」

「我わが君をお待たせするでない」

　男の視線が朱焰の傍かたわらにはべる女に向けられた。

　美しい女だった。が、この女は生者ではない。精気の感じられない白い肌はだとは対照的に、血のような赤い唇くちびるがなまめかしい。毒々しい美しさを宿した女は、身の丈たけほどもあるぬばたまの黒くろ髪かみを振り乱して声を荒あらげた。

「この身が動かぬゆえ、我が君の手足としてそなたが従うことを許したのじゃ。だというに、いまだ功績ひとつ挙げられぬとは……」

　忌いま々いましげに唇を歪ゆがめる女に、男は気にしたふうもなく肩かたをすくめて見せた。

「急せいては事を仕損じるというだろう。井いの上えよ、お前は長いときを待っていたはずなのに、たかだか数日が待てないのか」

　井上と呼ばれた女は殺意にも似た眼光で男を凝ぎよう視しした。

　そんな彼女をたしなめるように、朱焰が名を呼ぶ。

「井上。そういきり立つこともない」

「ですが…」

　反論しようとする井上に、朱焰はさらに言った。

「たかが数日、まさにその通りよ。我らは待った。そうであろう、我が血を継つぐ、我が娘むすめよ」

　皇家の血を絶やすために。果てぬ恨うらみと憎にくしみを、安あん穏のんと生きる仇かたきの末まつ裔えいに思い知らせるために。

「破軍の宿命は滅ほろびを呼ぶのだ。そして、その星に関かかわるすべてを破は滅めつに追いやる。その様を眺ながめるのも、余興になろう」

　たしなめるように、慰なぐさめるように、朱焰は井上に言い含ふくめる。

　彼女の命は、朱焰の妖よう力りよくがつないでいるのだ。が、それでも、ともすれば消しよう滅めつしてしまうほど、その魂は脆もろいものなのだった。

「倭やまとをこの手に取り戻すためにも、急いてはならぬ」

　そしてお前は、当代の帝みかどを。仇である桓かん武む帝ていの子、今きん上じようの帝を殺すのだろう。お前自身と、最愛の子他おさ戸べ王を死に追いやった、その報むくいとして。

　井上は美しい面おもてを歪め、両の手で覆おおった。

「ああ……！」

　思い起こすたびに、その憎しみは業ごう火かとなって彼女の胸の内を焼くのだ。消えない炎ほのおはいつしか凍こおれる焰ほむらとなって胸の内を満たし、切り刻む。

　同じ苦痛を味わわせる。そのために彼女の魂は、長いときを経ても滅ぶことなく、凍いてつく瘴しよう気きのただ中に揺蕩たゆたっていた。

　朱焰と井上を眺めながら、男は静かに断言した。

「───まずは、一星」

　欠けた宿星を補うふたつの星を揺ゆさぶれば、小野篁は必ずや崩くずれるのだ。

　宿命によって配されたふたつの星は、破軍の根底を揺るがすほど絶大な影えい響きよう力を持っている。

　錫杖で地を叩く。

　彼らがいるのは、仇し野と呼ばれる地に澱よどんだ瘴気の中だった。

　井上が眠ねむっていた場所。そして、朱焰の魂が引き寄せられた場所だ。

「……星は、破軍の欠けた力を補う」

　異貌の鬼が、厳おごそかに口を開いた。

「ひとつ、試そうか。お前の本心を」

「なに？」

　朱焰の言葉に鬼は嗤わらう。

「人間であるお前が、なぜ我らにくみするのか、解げせんのよ」

「……どうしろと？」

　表情ひとつ変えない男に、朱焰は冷たく告げた。

「破軍を補う二星があれば、この身の欠けた力も戻るであろう。宿命の鎖くさりを、断ち切るのではなく歪めてみせろ」

　篁と同じ破軍である朱焰に、庇護と助力を向けさせるのだ。

　悪あつ鬼きと死し霊りように加担しようというのだから、その程度の芸当はできよう。

　それとも、否いなと答えるか。ならばこの場でその命、井上の魂をこの世につなぎとめるための鎖に変えてやろう。

「……貴様の娘、か。確かに、そういえるかもしれんな」

　男の言葉が、朱焰の目め許もとに険をはらませた。

「……なに」

「異貌の鬼よ。貴様の正体を俺は知っている。───知っていて、貴様に従おうといっているのだ」

　錫杖で地を突いて、男は断言した。

「破軍を補う一星を、歪めてみせよう」
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　小野邸ていを辞した融だったが、まっすぐ帰る気にどうしてもなれなかったので、いささか遠回りをしていた。

　融の住む橘邸は、二に条じよう大おお路じに程ほど近ちかい左京の一角に建っている。建物の規模は小野邸より少しだけ広いが、敷しき地ち面積はほとんど同じ程度だ。

　融の父有あり茂しげと篁の父岑守は、親友同士なのだ。昔はもうひとりいたのだそうだが、融が物心ついた頃ころに亡なくなってしまったとのことだ。楓が養女に入った家の主あるじだったというが、どんな経けい緯いがあってそういうことになったのかは、融は聞かされていなかった。

「そろそろ亥いの刻かな……、あ！」

　融はふいに声をあげた。

　せっかく小野邸を訪おとずれたというのに、楓に挨あい拶さつをしてくるのを忘れていた。なんたることだ。

「しばらくぶりだったのに……」

　楓は月の半分以上を臥ふせっているので、会えたという保証はない。だがそれでも、可能だったら顔を見たかった。

　成人していても、融にとっては楓は妹同然だ。篁も許しているし、誰だれも咎とがめないので、御み簾すや几き帳ちよう越ごしに対面、ということにはならないのである。

「でも……」

　ふと、融は眉まゆを寄せた。

　結けつ婚こんしたら、それも改めるべきなのだろうか。体裁もだが、北の方の心情としては、あまり心穏おだやかではないかもしれない。

「うーん、今度篁に相談しよう」

　そんなことまでいちいち俺に訊きくな、と怒ど鳴なられそうだが。

　篁の声が聞こえるようで、融は小さく苦く笑しようした。

　どんなにひどい物言いをされても、扱あつかいをされても、どうしても頭が上がらないのにはわけがある。

　果たして篁は、それを覚えているだろうか。

「忘れてるかなぁ？　忘れてるかもなぁ。小さかったし、迷めい惑わくかけたからなぁ……」

　しかし、融自身もちゃんと覚えているわけではない。だからあまりひとのことはいえない。

　最初の最初から、迷惑のかけどおしなのだ。きっと一生融は篁に頭が上がらない。

　軽く息をついて、融はようやく橘邸に足を向けた。

　彼は武門の誉ほまれ高い橘右大臣の嫡ちやく男なんで、近衛このえ府ふ少将の地位にある。その名に恥はじぬ武芸を身につけるため、日々の鍛たん錬れんにも精を出している。

　佩はい剣けんは決して飾かざり物ではなく、もし夜や陰いんに乗じて夜や盗とうに襲おそわれたとしても、ある程度は太刀たち打うちできる自信があった。

　望もち月づきに近い月が夜空にかかっている。斜ななめに射さす月つき影かげで、薄うすい影が路みちに長くのびていた。

　周囲には誰もいない。こんな夜よ更ふけにひとりで歩いている者など、いるはずもないのだ。

「篁じゃあるまいしなぁ」

　常に夜よ闇やみに紛まぎれて疾しつ走そうする幼おさな馴な染じみを思い出し、融は呟つぶやいた。

「俺にも何かできたらいいのになぁ」

　篁の追う敵は、魑ち魅み魍もう魎りように悪鬼怨おん霊りようだ。彼は神じん器ぎをもってそれらと対たい峙じする。異形のものを倒たおすには、ただの武器では意味がないのだ。

　古くは記き紀きにその名を記された神剣ならば、魔ま物ものを打ち倒すことができる。篁の持つ剣は、小野家至宝狭さ霧ぎり丸まる。あれもまた神剣なのだ。そして篁は、もうひとつ神器を持っていた。

　左手を胸の前にのばして、融は彼の持つ武器を脳のう裏りに思い描えがく。

　それは、破は魔まの力を持つ神しん弓きゆうだ。陸奥むつの地で出会った正体不明の修しゆ験げん者じやから与あたえられたものだという。

　それを聞いた当初、融は随ずい分ぶん胡う乱ろんな話だと思った。ただのひとがなぜそんな神弓を持っていたのだろう。しかも、その神弓「破軍」は篁の意思で自在に出現するのである。

「必要ないときは消えているなんて、便利だけど怪あやしいというか何というか」

　そもそもその修験者は信しん頼らいできる相手なのか。

　融が指し摘てきすると、篁はようやくそのことに思い当たったようだった。

　ああ、言われてみれば。でも役立つ道具をただでくれたわけだし、いまのところ害はまったくないのだから、問題ないだろう、多分。

　けろりとして言いきった篁であった。融が思わず突つっ伏ぷすくらいに、平然と。

　名前くらいは聞いたんだろうなと詰つめ寄ったところ、篁は記き憶おくの片かた隅すみからなんとかそれをすくいあげたのだ。

　───ええと、確か……

「篁もなぁ、ときどきこっちが慌あわてるくらい何も考えてないからなぁ」

　そんなやりとりをしたのは、確か今年の正月だったか。

「………おかしなもんだな。なんだってこんなに、昔のことばかり思い出すんだろう」

　次から次へと浮うかんでくる。特に何かがあったというわけではないのだが。

　やはりあれか。人生の岐き路ろに立とうとしているから、無意識に昔を懐なつかしんだりしているのだろうか。

　自分自身が変わるわけではないと思うのに、自分を取り巻く状じよう況きようが一変しようとしているから、やはり不安なのかもしれない。無意識のうちに、幼馴染のところに向かってしまったくらいには。

「いつまでもこんなんでは、篁に愛あい想そをつかされるか。それは嫌いやだなぁ」

　後ろ頭をかりかりと搔かいたとき、しゃんという金属の音が聞こえた気がした。

　融は思わず立ち止まった。何気なく周囲を見み渡わたす。つらつらと歩いていたのでいま自分がどこにいるのかがいまいち判然としないが、左京のどこかだということだけはわかる。

　しゃんと、再び音がした。

　月明かりでそれなりに見とおせる。路には融以外の誰もいない。

　しゃんと、またもや音がした。

　今度は背後から、ごく近くで響ひびいた。

　融ははっと振ふり返った。無意識に、剣の柄つかに手をやる。

　月光の中に浮かぶ融の青い影は長くのびて、ちょうど頭部を踏ふみしだくように、ひとりの修験者が立っていた。

　いつの間に。

　反射的に後あと退ずさろうとする融に、修験者は厳おごそかに告げた。

「……貴様に恨うらみはない」

「なに？」

　唐とう突とつな言葉に困こん惑わくする。思わず足が止まった。柄にかけた手をどうすればいいのか、混乱しかけた頭で融は必死に考えた。

　月影はそれなりの明度を持っていて、清光に照らされた面おも差ざしに見覚えはない。融は人並みの記憶力しか持っていないから、もしかしたら覚えていないだけなのかもしれなかった。

「誰だ……？」

　しかし誰何すいかに返答はなく、無言の修験者は手にする錫しやく杖じようで地表を突いた。

　しゃんと、音が鳴り響く。杖先が突いているのは、融の影、その喉のど元もとだった。

　ふいに喉笛がずきりと痛んだ気がした。気管が押し潰つぶされるように圧あつ迫ぱくされ、呼吸がままならなくなる。

「な…っ…かはっ…」

　錫杖が再び地を突いた。今度は影の、眉み間けんに当たる箇か所しよを。

　割れるような激痛が額から後頭部に突き抜ぬける。融は言葉にならないうめきを発して、がくりと片かた膝ひざをついた。左手で土を搔いて上体を支え、彼は懸けん命めいに瞼まぶたを開く。

　必死でもたげた視線の先では、眉ひとつ動かさずに融を見下ろす修験者の、冷たい双そう眸ぼうが光っていた。

　正体不明の修験者は、おもむろに口を開いた。錫杖の音が木こ霊だまする。

「恨みはない。ただ、道具にするだけだ」

　錫杖の尖せん端たんを融の額に突きつけるようにして、ついと横に薙なぐ。そのまま融の足元に尖端を落とし、地表を一気にえぐった。

　ひざまずく融の足元からは、同じようにうずくまるようにしていた影がのびていた。それを足首から切り離はなすように、横一文字の筋が地表に描かれる。

「───影えい魂こん、離り脱だつ」

　男の言葉が風に流れる。同時に融は目眩めまいを覚えた。

　胸の中で激しい脈動が生じた。次いで、背筋からすうっと熱が逃にげていく。
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　足元からのびていた平へい坦たんな影が、熱が消えるにしたがって厚みを帯びていく。そして、黒い影は自らの意思を持ったようにして、のろりと起き上がった。

　融は驚きよう愕がくのあまり息を吞のんだ。

　影が。己おのれの影が、この身を離れて動いている。

　まだ慣れていないためか、影は時折ふらりとよろめいた。だが、時を追うごとに両足の動かし方を学び、己れの体を支えられるようになっていく。

「俺の…影が…」

　青白い月の光は変わらず降り注ぎ、修験者の足元からは青い影がのびている。しかし、融の足元にそれはなく、切り離されて解き放たれた融の影は、まるで融自身のように動き回っているのだ。

「か、返せ！　それは俺の影だ！」

　無む性しように胸が騒さわいだ。逃のがしてはならない。影を取り戻もどさなければ。理由もわからぬままに衝しよう動どうに突き動かされて、融はなんとか立ち上がろうと足に力を込こめた。しかし、意に反して体は徐じよ々じよに重く、冷えていく。

「立てまい」

　懸命になっていた融の耳じ朶だに、冷たい声こわ音ねが突き刺ささった。

　はっと顔を上げると、影を従えた修験者が錫杖の尖端を融の顔に据すえていた。

「影魂剝はく離り。───影はいつしか貴様自身になり変わる」

「な……っ!?」

「この月が」

　天を仰あおぐ修験者の目は、欠けはじめた月つく読よみの面おもてに注がれていた。

「完全に欠けるまで、あと十日あまり。それが刻限。過ぎれば貴様は影と成り果てる。だが」

　錫杖で地を叩たたく。しゃんと響く音色は、まるで何かの旋せん律りつをつむいでいるかのようだった。

「死にはせん。ただ───、ぬっ！」

　それまで無表情だった修験者の顔に、緊きん迫ぱくが宿った。

　同時に、上空から疾風はやてが炸さく裂れつする。

「融様に何をしてるのよっ！」

　よく聞き知った怒ど号ごうとともに、鎌かま鼬いたちが駆かけ抜け地表をずたずたに切り裂さいた。

　それをすんででよけた修験者と影魂は、突とつ如じよとして舞まい降りた異い形ぎようの姿を認めた。

　夜よ闇やみに翻ひるがえる長い髪かみが風をはらんでいる。異国の戦いくさ装しよう束ぞくを身にまとい、頭部に二本の角を有した、融より僅わずかに年とし嵩かさの女だった。

　融は喉のどの奥から必死で声を絞しぼり出した。

「万里……！」

「何者かしら。こんなおかしな術を使う修験者なんて、わたしあんまり知らないわよ」

「俺もだ」

　突とつ然ぜん降ってきた野太い声に漸ようよう振り返れば、たくましい体たい軀くを持つ青年が姿を現していた。眉間に斜ななめ一文字の傷が走り、太い角が一本頭部に生えている。無造作に切られた短たん髪ぱつは整っていない。

「清嵐、どうしてお前たちが」

　よろめく融に手を貸して立ち上がらせながら、清嵐は修験者を睥へい睨げいした。

「篁様の命を受け、都を巡じゆん回かいしていたんですよ」

「そしたら、融様が襲おそわれてるんだもの。びっくりしちゃったわ」

「そう…か…」

　融はほっと息をついた。途と端たんに気がゆるんで、膝ひざがあえなく砕くだけた。しかし清嵐の腕うでがくずおれる寸前で支えてくれる。人間よりも遥はるかに強きよう靭じんな腕わん力りよくは、異形であるが故ゆえのものだ。

「融様、影かげが……!?」

　融の異変に気づいた清嵐が声をあげ、万里が修験者の傍かたわらにある黒こく影えいを睨にらんだ。

　清嵐、万里のふたりは、小野篁に仕える従者だ。閻えん羅ら王おうより使わされた異形の者、禁きん鬼きと呼ばれる。ひとの力ではかなわない悪鬼怨おん霊りよう、魑ち魅み魍もう魎りようと対たい峙じするため、彼らは強大な神じん通つう力りきを持っていた。

　清嵐と融を背後にかばうようにして、禁鬼万里が戦せん闘とう態勢に入る。

「女だと思って甘く見ると、痛い目を見るわよ。これでも冥めい王おう直属精せい鋭えい部隊なんだから」

　彼女のまとう風が研とぎ澄すまされていく。万里は風を自在に操あやつる鬼おにだ。

　放たれる闘とう気きを肌はだで感じた修しゆ験げん者じやは、ふいに唇くちびるを歪ゆがめるようにして笑った。

「なるほど、冥府の使し役えきか。───閻羅王も、酷こくな真似まねをする」

　錫杖を地に打ちつけて、男は万里と清嵐を交こう互ごに見やった。

「転てん生せいの輪をはずれても構わぬほどの意志か、なんと激しく愚おろかな」

　万里と清嵐の瞳ひとみが燃え上がった。禁鬼たちの放つ霊れい気きが激しくなったのを感じて、融は重い首を必死でもたげた。

「清嵐、万里、どうしたんだ……」

　名を呼ばれたふたりがはっと我に返る。そして、忌いま々いましげに唇を嚙かんだ。

「動どう揺ようを誘さそって、そこに付け入るつもりか」

　低く唸うなる清嵐に、万里は振ふり返らずに返した。

「この程度のことで心が揺ゆらいだら、燎琉様に叱しつ責せきされるわね」

　ざわっと風が流れた。

「影を切り離すなんて、たいした芸当だわ。痛い目を見ないうちに、さっさと返しなさい！」

　怒号もろとも、鎌鼬が放たれた。しかし修験者の気合で一いつ瞬しゆんのうちに粉ふん砕さいされる。

　男はそのまま反はん撃げきに転じた。

　錫杖を横に構えて、片方の手で印を結ぶ。

「迂う闊かつに攻こう撃げきをしかければ、影が傷つく。そうすれば、本体もまた傷を負うぞ」

　思わぬ台詞せりふが男の口から発された。

　第二波を放とうとしていた万里の動きがかすかに鈍にぶる。

　その隙すきに、男の霊気が迸ほとばしった。

「この…っ」

　思わず防ぼう御ぎよに転じた万里の間合いに、いつの間にか影魂が滑すべり込んでいる。融と同じ姿形の影魂は、その腰こしに太刀たちの影も宿していた。

　黒い影の腕が黒い太刀を瞬時に引き抜ぬき、黒い刃やいばが薙なぎ払はらわれる。間かん一いつ髪ぱつでそれを回かい避ひした万里の喉のど元もとに、黒い切っ先が突つきつけられた。

「万里……っ」

　血相を変えた融の胸の奥で、不自然な脈動が生じた。

　どくんと、心臓が跳はね上がる。ざっと血の気が下がった。くらりと目眩がして、視界が一瞬漆しつ黒こくに塗ぬり潰つぶされる。

　冷たい汗あせが額ににじんだ。こめかみに突き刺さるような激痛が生まれ、耳鳴りがする。

　それらを必死で堪こらえながら、融は清嵐の腕から離れた。

「融様！」

「万里を……」

　禁鬼は篁の従者だ。自分のために禁鬼たちにもしものことがあったら、申し訳が立たない。

　というよりも、篁が怒おこる。

　ここで殺されるよりも篁の怒いかりに触ふれるほうが、融は恐おそろしかった。

　考えてみればおかしな話だ。現状のほうがよほど緊迫しているはずなのに、いまここにいない幼おさな馴な染じみの罵ば声せいのほうが心に痛いと思ってしまう。

「俺ってなんて損な性しよう分ぶん……」

　息も絶え絶えに呟つぶやいて、融はがくりと地に膝と手をついた。禁鬼清嵐の声が響ひびいているが、何をいっているのか判別できないほどに頭が朦もう朧ろうとしてきた。

　ただひとつ、わかっていることがある。影が切り離はなされてから、生命力が刻一刻と削そがれているのだ。いや、削がれているというよりも、吸い取られているといったほうが正しいのか。

　刻限があるのだと男はいった。月が完全に欠けたとき、影が融自身になり変わると。修験者は、死にはしないと断言した。道具にするだけだと。しかし、それは取りも直さず、融の命が奪うばわれるということにほかならないではないか。

　彼は必死で目線を上げた。

　自分とそっくりの形をした黒影に、うっすらと輪りん郭かくが生まれはじめている。

　融はぞっとした。もしかしたら、徐々に輪郭と色しき彩さいが生じて、真実自分に瓜うり二ふたつとなるのか、この影は。

　万里の命を握にぎられてしまった以上、清嵐もまた動けない。このままではいいように痛めつけられて、倒たおされるのを待つしかない。

　万里の喉笛めがけて、影が刃を突き込もうとした。その刹せつ那な。

「────ひとの従者にふざけた真似を」

　怒ど気きをはらんだ唸りとともに、鳴めい弦げんが木こ霊だました。放たれた一いつ矢しは白銀に輝かがやき、影の足元に突き刺ささる。

　霊気の爆ばく裂れつが生じた。

　ずっと呼吸を計っていた万里が、ほっとした風ふ情ぜいで肩かたの力を抜いた。

「篁様……！」

　撥はね飛ばされた影は、しかしすぐさま体勢を立て直す。

　光こう矢しの残ざん滓しに照らし出された影と修験者の背に、不ふ穏おんな声こわ音ねが突き刺さった。

「ついでに、そこの役立たずの分の礼も、させてもらおうか」

　白銀にきらめく弓を片手に携たずさえて墨すみ染ぞめの衣ころもに身を包んだ小野篁が、禁鬼雷信を従えてそこにいた。
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　冥府第一殿でんの執しつ務む室で書き物をしていた燎琉の許もとに、血相を変えた陸幹が駆け込んできたのは、小野篁が退出してすぐのちのことだった。

「兄上、大変です！」

　いつもならば宮きゆう殿でん内で走るなと小言を並べるところだったが、陸幹の顔を見た燎琉はその言葉をしまいこんだ。

　常に泰たい然ぜんと構える燎琉の目許に緊きん張ちようが走る。

「どうした」

「これを、これを見てください。ついいましがた、官かん吏りのひとりが見つけて、報しらせに……！」

　陸幹が手にしているのは、人間たちの生死を記す鬼き籍せき帳の一巻だった。

　ひとの寿じゆ命みようは、天の理ことわりによってさだめられている。それは運命とも呼ばれるものだ。それを凌りよう駕がする魂たましいに刻まれたさだめは、宿命と呼ばれる。

　鬼籍帳に記されるのは、ひとの運命。それは、ひとが生まれ落ちた瞬間に鬼籍帳の紙片に浮うかび上がり、死したのちに転生が完かん了りようするまで消えることはない。

　転生すれば、名前の消えた箇か所しよに新たな名前が浮かぶ。人間たちは己おのれの前世が誰だれだったのか知る術すべを持たないが、死者を管理し統とう括かつする閻えん羅ら王おうと、転生を司つかさどる転輪王はそれを知ることができるのだった。

　人界では日々命が生まれ、また死が生まれる。数千の、数万の命がそうやって転生の輪に従って動く。冥府の官吏たちは機械的にそれを確かく認にんし、判を押しまた、間ま違ちがいがあれば修正する。

　それでも不具合が生じる場合がある。そのときは、人間でありながら閻羅王に仕える人界の冥めい官かん、小野篁が出動することになるのだった。

「まさか、そんな……」

　それ以上言葉にならない陸幹が指す紙片に記された名前を見て、さしもの燎琉も息を吞のんだ。

「……っ」

　かすかな逡しゆん巡じゆんが、彼の双そう眸ぼうを彩いろどった。が、すぐに常の冷静さがそれを打ち消す。

　鬼籍帳をそっと閉じて、燎琉は静かに言った。

「陸幹、篁を呼び戻もどせ」

　少年が目を見開いた。

「兄上、報せるのですか!?　報せたとしても、これはさだめられたものです、誰にもどうしようもできません」

「ならばなぜ、お前はこれを私に報せようと思った？」

　逆に問い返されて、陸幹は返答に窮きゆうした。

「そ…っ、れは……でも…」

　それきりうつむいて、陸幹はぐっと拳こぶしを握り締しめた。

　いまだ幼さの残る風ふう貌ぼうの弟の肩に手を置いて、燎琉は言い含ふくめるように告げた。

「我らは人界に干かん渉しようしてはならない。……だが、篁にならば、告げることもできる」

「告げることは、かえって残ざん酷こくではありませんか」

「それでも、知らぬ間に運命が動くよりは、ましだとあれはいうだろう」

　そして、なんとしてでも、さだめをくつがえそうとするに違いない。冥府王族にはできずとも、人界の冥官にならそれはかなえられるかもしれない。

　陸幹はぐっと目を閉じた。自分の心を落ち着けるように何度も深呼吸をして、声の震ふるえを押し殺す。

　篁を呼び戻せと、燎琉は陸幹に頼たのんだのではなく、命じたのである。兄弟であっても、太子である燎琉と、責務の軽いただの王子である陸幹とでは、立場と役目に歴然とした差があった。

「……はい、承うけたまわりました」

　形式にのっとって一礼し、陸幹は身を翻ひるがえす。努めて静かに出て行く弟の背を見送って、燎琉は感情を打ち消した面おも持もちで呟いた。

「…………どういうことだ、これは…」

　こんなことはあってはならない。少なくとも、運命が歪ゆがめられようとしている。

　そして、鬼籍帳に記されてしまった以上、生半なことではこの運命はくつがえせないのだ。

　冥府からは見えない人界の星図に思いを馳はせ、燎琉は唇くちびるを嚙かんだ。

「星が、動いたか……？」
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　手にした白銀の弓に矢を番つがえる動作をしながら、小野篁は剣けん吞のんに目をすがめた。

「貴様は何者だ」

　鋭するどい誰何すいかを受けて、修しゆ験げん者じやはくっと喉のどの奥で笑った。そして、おもむろに振ふり返る。

「なに……!?」

　男の面差しを正面から見た篁の目が、驚きよう愕がくに見開かれた。

　四十にさしかかったか否いなかの、黒々とした総そう髪はつ。壮そう年ねんにしてはやけに鍛きたえられた体たい軀くと、あまり感情の映らない鋭い双眸。

「あんたは……！」

　言葉を失う篁に、男はうっそりと笑って見せた。

「───久しいな、小野篁。随ずい分ぶんと、成長したものだ。見違えた」

　ぎりりと唇を嚙んで、篁は唸うなるように返した。

「七年も経たてば、いい加減変わる」

「確かに。だが、……まだまだ未熟といったところよ。せっかくの神じん器ぎも、使い手が三流では役にも立たん」

「なんだと!?」

　篁は、手にした神しん弓きゆうを引き絞しぼった。馬め手てで引いた弦の中央に、光こう矢しが現れる。それは甚じん大だいな霊れい力りよくを有する破は魔ま矢やだ。

　鏃やじりを男の胸むな元もとに据すえながら、篁は冷えた声音で怒ど号ごうした。

「気でも違ったか、太たい慎しん。陸奥むつで突とつ然ぜん姿を消し、いま唐とう突とつに俺の前に現れたと思ったら、貴様は何をやっている！」

　それまでずっと肩で呼吸していた融は、鼓こ膜まくに突つき刺さった名前を口の中で繰くり返した。

「たいしん……そう、太慎、だ…」

　──ええと、確か……太慎、だったか。妙みような修験者で、ある日突然姿を消した

　融はかすむ目を何度もこすった。合わない焦しよう点てんを必死で結び、幼おさな馴な染じみと対たい峙じしている修験者を凝ぎよう視しする。

　融から見れば、太慎の延長に篁がいるのだ。そして、彼がいま構えている不思議な神弓「破軍」を見つめた。

　あの弓を篁に授さずけたのは、太慎という名の修験者だと聞いた。

　この修験者を篁が太慎と呼んだ。では、この男が彼にあの「破軍」を授けたのだ。なのになぜ、太慎は融を襲しゆう撃げきし、不可思議な術で影かげを切り離はなしたのか。

　清嵐の手を借りて、融は必死に立ち上がった。

「どうして、こんな……。破軍をくれたなら、あの男は篁の味方なんじゃないのか？」

　沈ちん黙もくしている篁も同じ思いだった。最後に会ったのは七年前だ。陸奥の山中で、不思議な伝承があるという滝たきの前で、遭そう遇ぐうした。

　桁けた外はずれに強い篁の見けん鬼きと異能の才。異形のものは篁を恐おそれるが、逆に強大な妖よう力りよくを持つ化け物たちは彼を格かつ好こうの餌え食じきとみなす。強い力を持つ者を食くえば、妖力は格段に増すのだ。

　そんな事態はごめんだといって、自分の身くらいは自分で守れといって。世界にただひとつだという神器をこの男は、惜おしげもなく篁に与あたえた。

　篁は勘かんのよい子どもだった。信しん頼らいに足る相手か否かは直感でわかる。太慎は、信じられる相手だった。少なくとも七年前は。

　太慎を睨にらんでいた篁は、彼の身に仄ほのかにまといつく妖気の残ざん滓しを認めた。心臓が一気に跳はね上がる。反射的に叫さけんでいた。

「貴様……、朱焰に加担したのか!?」

　まといつく、あれは異い貌ぼうの鬼おに朱焰の妖気。

　対する太慎は口元だけで静かに笑うと、こともなげに頷うなずいた。

「相変わらず、お前は実に勘がいい」

　篁は、今度こそ言葉を失った。

　七年だ。最後に会ってから経たった時間は、それほどに長く重いものだったというのか。

　いや、しかし。

　篁は頭かぶりを振った。

　何があったのだとしても、この倭やまとを狙ねらう悪あつ鬼きに加担することは許されない。それを知ってしまった以上、自分はそれを阻はばまなければならないのだ。

　神弓「破軍」は異形のものにのみ通じる神器だ。人間相手には適さない。

　「破軍」を収めた篁は、腰こしに佩はいた神しん剣けん狭さ霧ぎり丸まるをすらりと引き抜ぬいた。

「………武具をもらったことは感謝しているが、それとこれとは別問題だ」

　押し殺した声を発すると、太慎はひとつ頷いた。

「もっともだ」

「ならば太慎、俺がどうするかの予想もつくだろう」

　篁の眼光が冷え冷えと烈はげしさを増す。射い貫ぬくような視線を受けた男は、錫しやく杖じようを槍やりのように構えた。

「しかし、お前に俺は止められんよ。そしてこの影えい魂こんも返しはせん」

　融の姿を映した影は、剣を片手に太慎の傍かたわらに在る。

　篁は視線を走らせた。

　禁鬼清嵐の腕うでを借りてかろうじて立っている融の足元を見やる。月光は変わらずに射さしているのに、本来ならばのびるはずの影がない。

　術を使って影を切り離し、そうして太慎はいったい何をするつもりなのか、その目的はさすがにわからなかったが、融の命が危あやういということだけはわかる。影を取り戻もどさなければ。

「雷信」

　呼べば応じる気配が返る。篁は太慎を凝視したまま、金こん色じきの髪かみの鬼に命じた。

「俺が太慎と対峙する間に、影を拘こう束そくしろ」

「しかしあの術は」

　篁の目がきらりと光った。

「冥府の奴やつらに押しつける」

　冥府の王族ならば、人間の施ほどこした術などたやすく解くこともできよう。それくらいはさせなければ、こちらの労働に見合った対価にならないではないか。

　彼の精せい悍かんな面おも差ざしに、苛いら立だちがにじんだ。

「そもそも……」

　どうしてまたあの幼馴染はこんな時間まで都の大路をふらついていたのか。それも丑うしの刻、もっとも魔ま性しようが活発に活動する時刻だ。

「影が戻ったら、手はじめに融をぶっ飛ばす」

　容よう赦しやなく吐はき捨てて、篁は地を蹴けった。狭霧丸の刀身が清光を弾はじいて青くきらめく。

　袈け裟さ懸がけに叩たたき落とされた刃やいばを、太慎は錫杖の柄えで受けとめた。がきんと金属のぶつかり合う音が響ひびき、一いつ瞬しゆん遅おくれて双そう方ほうの霊れい気きが迸ほとばしる。太慎が渾こん身しんの力で篁の剣を押し返すと、その勢いのままに飛び退すさった篁は、すぐさま低い体勢から間合いに飛び込んでいく。

　突きこまれた剣身を、たくましい体軀の修験者は髪一筋で回かい避ひした。そのまま膝ひざのばねを利用して一気に攻こう撃げきに転じる。錫杖の尖せん端たんはそれほど鋭えい角かくではない。だがそれでも、突かれれば肉に食い込むだろう。尖端が向けられた先にあるのは、篁の左胸だ。

　明確な殺意がそこにあった。

「く……っ」

　錫杖を剣で撥はね返したが、受けた剣を握にぎる両腕にしびれが残った。予想以上に強く、重い。

　陸奥にいた頃ころよりも、篁の体軀は成長し、膂りよ力りよくもそなわった。いまでは太慎とさほど変わらない背せ丈たけを持っている。篁のほうが若じやつ干かん高いかもしれない。だが、腕に具そなわった筋肉は明らかに太慎のほうが勝まさっている。そして、錫杖の重さが攻撃をさらに頑がん強きようなものにしているのだ。

　余よ裕ゆうの見える表情で、太慎は感心しているようだった。

「なるほど、あの小こ童わつぱが、形なりだけは随分成長したと見える」

「この……っ！」

　かっとなった篁の剣が、鋭するどく横に薙ながれる。刃の切っ先が修しゆ験げん者じやの頰ほおを掠かすめ、ぱっと鮮せん血けつが飛び散った。激げつ昂こうに任せてふるわれた剣撃は思いのほか勢いが強く、御ぎよし損そこねる。剣を引く間合いが僅わずかに遅おくれた隙すきに、錫杖に手首をしたたか打たれた。

「ぐっ！」

　痛苦で指の力が抜ける。錫杖の尖端が剣の柄つかを弾き、狭霧丸は大きく弧こを描えがいて撥ね飛ばされた。

　音を立てて転がる剣の許もとに篁が駆かけ寄る隙を与えず、太慎はさらに激しい攻撃をしかけてくる。それをすべて絶ぜつ妙みようの体たい捌さばきでかわしながら篁は、手出しのできない一いつ騎き打うちを息を詰つめて凝視している禁鬼たちに怒号した。

「ぼけっとしていないで影を捕とらえろ！」

　禁鬼万里と清嵐がはっと我に返った。慌あわてて視線を走らせれば、影えい魂こんと雷信が、睨み合ったまま一歩も動けず膠こう着ちやくしていた。

「雷信、なぜ動かない!?」
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　驚おどろいた清嵐が声をあげると、掲かかげた右手に雷いかずちの輝かがやきを宿したまま、雷信は苦く渋じゆうをはらんだ声で言った。

「この影を傷つければ、融様の身に危険が及およぶ」

　清嵐と万里ははっと息を吞のんだ。そうだ。確かに太慎はそう告げていた。だが、それが真実かどうか、わからないではないか。

「もしかしたら口からでまかせかもしれないわ、敵の言葉を信じるなんて……」

「でまかせではない」

　万里の言を遮さえぎったのは、新たに登場した者の声だった。

　艶つやを含ふくみ笑えみさえにじませて、突とつ如じよとして闇やみから生まれた女がひらりと舞まい降りる。

　身の丈たけほどもある黒くろ髪かみを生きもののようにうねらせながら、妖よう艶えんな美女は凄せい絶ぜつに微び笑しようした。

　朦もう朧ろうとする意識を懸けん命めいに保ちながら、融は愕がく然ぜんとした。

「井上……皇后……！」

　過去に融と篁を襲おそい、異貌の鬼朱焰をこの世に復活させた恐ろしい異い形ぎようの女。皇家を呪のろい帝みかどの血筋を呪い、その血に連なる者すべてを滅ほろぼさんと画策している恐ろしい怨おん霊りようだった。

　あでやかな衣ころもに身を包んだ井上は、優美な仕し草ぐさで扇おうぎを開いた。それでそっと口元を隠かくして、まといつくような声で言い放つ。

「太慎、その影、妾わらわに貸しや」

「なに？」

　篁に対する攻撃の手をゆるめずに、太慎は井上をちらりと顧かえりみた。

　血を塗ぬったように赤い唇くちびるを扇で隠し、毒々しい美しさを放つ魔性の女はうっそりと目を細める。

「貸しや……。妾はよいことを思いついたのじゃ、さぁ」

　紙のように白い指が、影魂に向けられる。ついと手招きをされた影かげは、どうしたものかと迷うそぶりを見せた。

　そんな仕草のひとつひとつが、本体である融のものとよく似ていて見ている者の心を搔かき乱す。

　気き性しようの激しい万里の目許に怒いかりがにじんでいるのを見て取り、雷信は片手をあげて彼女を制した。

「万里、待て」

「影は無理でも、怨霊相手だったら問題ないはずよっ！」

　いうが早いか、彼女の鎌かま鼬いたちが炸さく裂れつした。容赦のない風の刃やいばが井上に襲いかかる。

「妾は遊びに来たのではない、邪じや魔まをするのはおやめ」

　扇が無造作に払はらわれた。まといつく花びらを退けるように。

　井上の髪が大きくなびき、凄すさまじい妖力が放たれた。万里の鎌鼬を覆おおい尽つくして駆け抜けるそれは、禁鬼ふたりと融を吹ふき飛ばす。

「わぁぁぁっ！」

　堪こらえきれずに悲鳴を上げて、融は数すう丈じよう先まで転がった。

　腕を支えに身を起こして、彼は息を吞んだ。

「万里！　清嵐…っ！」

　融の前に、ふたりの禁鬼が倒たおれている。全身のいたるところをずたずたに切り裂さかれて、立つこともままならないほど満身創そう痍いになっていた。融自身が無傷なのは、ふたりの禁鬼が己おのが身を楯たてにして融をかばったからだろう。

　井上は音を立てて扇を閉じた。

「今こ宵よいはこれで許してやろう……妾は急ぐのじゃ。さぁ、そこな影よ、おいで」

　黒い影魂はふらふらと従った。井上は満足げに頷うなずいて、ひらりと衣を翻ひるがえす。

「太慎、借りるぞえ。この影を使えば、内だい裏りを囲む忌いま々いましい壁かべなど無効となろうほどに……」

　融は、井上が何をしようとしているのかを悟さとった。

「ま、待て……！」

　あの影は、融自身になれるのだ。いまはまだ黒い影だとしても、時を経れば自分の姿を吸い取って、命を吸い取って、橘融と瓜うり二ふたつになれるのだ。

　その証しよう拠こに、融の体から力が抜ぬけるにしたがって、影の色が薄うすまり人に近しくなっていくのだ。

　刻限は月が完全に欠けるまで。それが真実ならば、あと十日あまり。

「融！　動くな！」

　轟とどろいた叫さけびに融の足が地に縫ぬいつけられる。頰の真横を、白銀の光こう矢しがすり抜けた。

　反射的に走らせた視線の先で、手にした神しん弓きゆうで錫しやく杖じようを受けとめる幼おさな馴な染じみの姿が見えた。

　放たれた矢は、しかし僅かに届かなかった。光矢が突つき刺ささるより瞬まばたきひとつ速く、死霊と影は忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「己れ……！」

　うめく篁の喉のど首くびに、錫杖の尖端が突き込まれる。身をのけぞらせて回避した篁の衣に、尖端がかかった。

　錫杖の尖端は太刀たちほどの鋭えい利りさを持っていない。刃であれば切り裂かれるところを、尖端は布地を搦からめとった。

　篁の均きん衡こうが崩くずれた。立て直すまでに幾いく分ぶんかの時がかかる。破軍を収めて狭霧丸の柄に手をかけるよりも、錫杖の尖端が叩き落とされるほうが速い。

「雷らい帝てい…っ」

　禁きん鬼き雷信が雷を召しよう喚かんするが、それでも間に合わない。万里と清嵐はまだ完全に回復していない。

　融は目を見開いた。

「篁───！」

　引き攣つった叫びが大路に木こ霊だました。







　　　　五







　きいんと音が響ひびいた。

　振ふり下ろされた錫杖の柄えを、鞘さやに収まったままの剣けんが防いだ音だ。

　篁の前に滑すべり込んで彼の代わりに攻こう撃げきを受けとめ、そのままの体勢で鞘から剣を一気に引き抜き、小こ柄がらな影が太慎の懐ふところに飛び込む。

「退ひけ！」

　凛りんとした叫びが融の耳じ朶だを叩たたいた。

　全身の血が凍いてついたような錯さつ覚かくに囚とらわれていた融は、幼馴染の窮きゆう状じようを救った相手を認めて茫ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「…陸…幹……」

　冥めい府ふ閻えん羅ら王おうの三男、陸幹だった。兄燎琉の命めいを受けて人界に降りた彼は、篁の危機を見るや否いなや、考えるより早く動いたのだ。

　しかし、冥府の王族は人界に直接の関かかわりを持つことは許されない。

　陸幹のふるった剣は、刃の側面で太慎を押し飛ばすにとどまった。一いつ瞬しゆんで斬きり捨てることもできたが、それでは陸幹自身が冥界の大たい綱こうに触ふれ、咎とがを負うことになる。それだけは避さけねばならなかった。

　弾はじかれた太慎は錫杖を地に突き立てて支えにすると、突如として現れた少年を睥へい睨げいした。

「……人間では、ないな」

　ひと目でそうと見み抜ぬいた男の眼力に、陸幹は軽い感かん嘆たんを覚えた。なるほど、徒ただ人びとではないわけだ。怨おん霊りよう井上にくみしているようだったから、それもまた道理といったところか。

　陸幹は沈ちん黙もくしたまま剣を構えた。物心つく前から鍛たん錬れんを積み重ね、将来は兄王の補ほ佐さとして軍を統とう括かつする任につくことが内々に決まっている。彼の剣技は冥界でも十指に入ると謳うたわれていた。

　構えだけでそれを見抜いた太慎は、淡あわく苦く笑しようして肩かたをすくめた。こんなところで冥府の者と立ち合う気はさらさらない。

「篁よ、刻限は新月の夜だ。それまでに影を取り戻もどせなければ、あの男はお前の許もとから消える」

　いい捨てて、太慎は身を翻した。

　同時に朱焰の妖気が男の全身を取り囲んだ。深しん紅くの妖力が燃え上がり、搔き消えたときには太慎の姿も忽然と失うせていた。

　朱焰の妖気を追った陸幹は、追つい跡せきは困難と判断して唇を嚙かむと、剣を鞘に収めた。

「篁、怪け我がは」

　振り返って気き遣づかうが、気遣われたほうはそれどころではなかった。

　憤ふん怒ぬもあらわに立ち上がり、乱暴な所作で剣を鞘に収めると、ずかずかと融の許に足を進めた。

「あ、ちょっと、篁……」

　思わず陸幹が手をのばすが、響いた怒ど号ごうがそれを引っ込めさせた。

「貴様は何をやっている！」

　怒ど鳴なられた当人は、きっと怒鳴られるだろうなぁと予測していたので驚おどろきもなく、困った風ふ情ぜいで頭を搔いた。

　紙のように白い顔で冷や汗あせを浮うかべ、極きわめつけに肩で呼吸をしている融に、しかし篁は情け容よう赦しやの欠片かけらもない。

「どうしてこんな事態になったのか、その説明をするのはお前の義務だ、そうだろう融くん、そうは思わないかね」

「いや、まぁ、うん。きっと、たぶん、そうなんだと、思う。というよりも、俺でないとちゃんと説明できないような気もする」

　だって俺に起こったことだから。

　あまり筋の通らないような理論なのだが、篁と融の間ではこれで成立するので問題はない。

　問題ありなのではないだろうかと思う禁鬼たちと陸幹を置き去りにして、融はふらふらしながら、ええと、と考え込んだ。

　対する篁は仁に王おう立だちで腕うで組ぐみをしながら融を見下ろしている。

　明らかに不調の幼馴染を大上段に睨にらむ篁は、どこからどう見ても、完全な悪者だった。

　どうしたものかと声をかけあぐねている陸幹だ。本当だったら燎琉の命めいを受けているので、篁をすぐさま冥府第一殿でんに連れて行かなければならない。だが、完かん璧ぺきに激げつ昂こうしている篁にへたに触さわるのは、さすがの陸幹も気き後おくれがする。

「散歩というか、歩いていたんだ」

　とりあえずそこからはじめようと語りだし、融は膝ひざを手で押して立ち上がろうと試みた。

　しかし、すぐに力が抜けてへなへなとくずおれる。まったく情けないことこの上ない。

　篁は舌打ちをすると、融の腕をぐいと引いて肩を貸した。

「万里、清嵐」

　鋭するどく視線を向け、禁鬼ふたりに篁は命じた。禁鬼たちは傷を負っているが、回復力は人間の比ではない。

「井上と、太慎を追え。井上の思おも惑わくは禁中におわす主上おかみのはずだ。内だい裏りに異変が起こっていないかどうか、見てこい」

　禁鬼たちは即そく座ざに行動に移す。万里と清嵐の気配が完全に消えてから、自分より目線の低い禁鬼雷信を顧かえりみて、篁はいった。

「影かげを切り離はなす術というものを、お前は知っていたのか」

　雷信はいえ、と首を振った。

「完全に知っていたわけではありません。ただ、影はなくてはならぬものです。それをあえて切り離したということは、あの修しゆ験げん者じやの言もあながち噓うそではなかろうと、判断したまでのこと」

「────お前の判断は、おそらく正しかった」

　融と雷信がはっと息を吞のんだ。

　篁は、感情を抑えた顔で淡たん々たんとつづける。

「太慎は、凄すさまじい霊れい力りよくを持った男だ。奴やつならばそれくらいの芸当をやってのけるだろう。あの……」

　篁の瞼まぶたが震ふるえて、一瞬だけ感情が揺ゆれる様が瞳ひとみの奥に垣かい間ま見みえた。

「……陸奥むつの地で、俺は奴からこの力の制し方を、教えられたのだから」










　ひとりで戻った陸幹を迎むかえた燎琉は、何も訊きかなかった。

「申し訳ありません。どうしても、いま篁を連れてくることはできませんでした」

　肩を落とした陸幹の謝罪を受け、燎琉はひとつ頷うなずいた。

「大体のいきさつは、水鏡に映して見ていた。……少し時を置いたほうが、あれの頭も冷えるだろう」

　陸幹が力不足だったのではない。ただ、状じよう況きようが悪すぎた。

　兄の言葉に陸幹は唇くちびるを嚙んだ。彼は自分が未熟だということを承知していた。

「しかし、融の身にあのような事態が降りかかるとは……。この上鬼き籍せき帳のことを知ったなら、あれの心の根幹が揺らぐ」

　常に傲ごう岸がんな態度を崩くずさない不敵な瞳を思い出し、燎琉の面おも持もちに厳しさがにじんだ。

　彼は篁の持つ魂たましいの性状を把は握あくしている。篁の魂は不完全であり、いま均きん衡こうを保てているのはそれを補う二星があって、彼を支えているからにほかならない。

　鬼籍帳に記された名は、その一方のものだった。それだけでも篁の心を崩す要因になる。

　心の堰せきが崩れれば、破は滅めつを招く破軍の力が解き放たれる。それだけは避けなければならない。

　それを監かん視しするために、冥府は小野篁を冥官に任じているのだ。

「ですが兄上、残された猶ゆう予よはほんの僅わずかです。報しらせると決めた以上一刻も早く報せなければ、篁が後こう悔かいすることになりませんか」

　言い募つのる弟の頭を撫なでて、燎琉は目を伏ふせた。

「後悔をしない生き方など、人間はできないものだよ。我ら冥府の王族ですら、後悔を常にいだいている」

　だからといって、それを恐おそれていては何もできなくなってしまう。

「運命、あるいは宿命というものが、確かにある。ひとの命はそれらに縛しばられて、どれほど足あ搔がいてもそのさだめから逃のがれることはできない」

　鬼籍帳に記されてしまった事じ項こうを翻ひるがえすことは、おいそれとはできないだろう。さだめられてしまった運命だ。

　そして、修験者太慎の手で、さらに事態は最悪な方向に動き出そうとしていた。

　このままでは、破軍を庇ひ護ごする二星が同時に堕おちることになる。

「破軍の宿命は、運命をくつがえすことができるだろうか」

　兄の呟つぶやきに、陸幹は顔を歪ゆがめた。

「凶きよう星せい破軍は破滅を呼ぶのでしょう。それをどうやって……」

　破軍の星宿を負っている小野篁。

　口が悪くて尊大で傲慢で自信家で。しかし実力と頭脳を持ち合わせているがゆえに誰だれにも何もいわせず、有能で優ゆう秀しゆうだから重用される。人界では今きん上じようの帝みかどに。冥めい界かいでは閻えん羅ら王おうに。

　燎琉は腕を組んで息をついた。

「……破軍が真実破滅を呼ぶなら、人界はとうに滅ほろんでいる」

　だが、あの世界はまだ健在だ。滅びの予兆などどこにも見受けられない。小野篁が生を受けた日から幾いく星せい霜そうもの時が流れた。破軍星は歳としを重ねるごとに力を増している。しかしそれでもあの世界は平和に時を数えている。どうしてなのか。

「滅びを招く凶星があるならば、それを抑おさえる吉きち星せいがあるということだよ」

　恐ろしい星宿を抑え、その力を霧む散さんさせる星が、人界には存在しているのだ。

　燎琉が指しているのが誰のことなのか、思い当たった陸幹は瞠どう目もくした。

「ですが兄上、鬼籍帳に名が……」

「篁の星宿が凌りよう駕がするかもしれない」

「それは、さだめられた転てん生せいの輪廻りんねを侵おかします…！」

　弟の悲痛な声を聞いて、燎琉はすうと目を細めた。

「……輪をはずれてもなおと、願う者もいる」

「ですが」

「陸幹」

　遮さえぎられた陸幹は、思いのほか強く厳しい眼まな差ざしに何も言えなくなった。

　ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめる少年の背を叩たたき、燎琉は卓たくに視線を落とす。

　そこには、先ほど弟が持ってきた鬼籍帳が開かれていた。

　幾つも描かかれた枠わくの中に、たくさんの名前が並んでいる。

　その最後の行に、小野楓、と。

　運命によってさだめられた生の終わりが、刻まれていた。

「…………っ」

　うつむいて肩かたを震わせる陸幹の背を何度も叩いてやりながら、燎琉は胸中で呟いた。

　つい先さき頃ごろまで、この名はここに記されていなかったのに。

　さだめが歪められたか。あるいは星宿が動かされたか。

　徒ただ人びとならばいざ知らず、あの星宿を動かせる者は、数えるほどしかいないというのに。

　水鏡に映し出された修験者の面おも差ざしを思い出し、燎琉は剣けん吞のんに目を細めた。

　鬼籍帳に楓の名が刻まれた。篁を補う一星だ。それとほぼ時を同じくして、橘融の命の刻限を手中に収めるとは。

　星宿の軌き道どうを歪めるつもりか。本来あるべき道を無に帰して、ではその先は。

　太慎、お前はいったい何を考えている─────。










　橘邸ていの自室で、融はくてっと横になっていた。

　その傍かたわらには篁が胡坐あぐらを搔かいて、呆あきれているとも冷めているとも取れる目つきで、融を見下ろしていた。

　何度目かのため息をついて、篁は不ふ機き嫌げんそうに天てん井じようを仰あおいだ。

「毎回毎回厄やつ介かいごとを持ってくるだけでは飽あき足らず、ついに自分自身が厄介ごとになろうとは、その度胸と無む駄だな労力を俺は賞賛するべきなのか、それとも見放して絶ぜつ縁えんするべきなのか、判断に苦しむところだよ。後者のほうが簡単そうだしあとくされもないな、どうだね融くん」

　言葉という名の見えない刃やいばが、どすどすと全身に突つき刺ささってくる気がして、融は苦虫を何十匹ぴきも嚙かみ潰つぶした顔で低く唸うなった。

　篁はしかし口こう撃げきをゆるめない。

「だいたい、右う近こん衛え府ふに橘少将ありと謳うたわれているということは武芸全ぜん般ぱんに関してそこそこの評価を得ているということだろう。文官やってる俺が後おくれを取るならまぁわかる、ああわかるさ、わかるとも」

　噓だ、と融は内心で抗こう議ぎした。十歳から十五歳までを父の岑守とともに、山深い陸奥で過ごした篁は、いまでこそ武芸の心得などあまり必要のない文官でございという顔をしているが、その実融より遥はるかに激しく山中を駆かけ回って体を鍛きたえていたのだ。

　この一年ばかりで融を追い抜ぬき宮中の誰よりも長身となったのは、ひとえに彼が非常に健康的にのびのびと一番大事な成長期を過ごしたからにほかならない。

「だがしかしだ融くん、仮にも少将、主上おかみの覚えもめでたい剣の腕うでを持っているはずのお前がだ。ただの正体不明年ねん齢れい不ふ詳しよう何を考えているのかそういえば昔から読めないし摑ませなかった怪あやしいあの修験者ごときに負かされてあまつさえ影かげまで取られてぶっ倒たおれるというのは、いただけない状況じゃないのか、そう思うのは俺だけか」

　澱よどみなくたたみかけられて、融は反論の余地がまったくない。

　へたに反論したら一の言葉が百になって返ってくるのであえて何も言わないというのも確かにあるが、うまい反はん撃げきが出てこないから沈ちん黙もくしているというのが本音だった。

「彩乃もお前のこんな姿を見たら百年の恋こいもいっぺんで冷めるだろうて。いやしかし、まだ正式に結けつ婚こんを取り決めたわけでもないのか。だったら救いがあるな、いまいちど考え直すいい機会だ、明日にでも登とう華か殿でんに参上して彼女に詳くわしい説明をしてきてやろう」

「篁、お前鬼おにだな……」

　あまりのいわれように、ついに融が口を挟んだ。

　いわれたほうはといえば、ちらりと融を一いち瞥べつして、額をべしっと叩く。

「鬼で結構、役立たずがやかましいわ。役立たずなだけでなく足手まといにまでなりやがって。昔から鈍どんくさかったが、あの頃ころは鈍くさいだけだったからまだましだった」

　手厳しい、と評せる限界を飛び越こしている言動の数々が、あとからあとから清し水みずのように湧わき出てくるので、融はすでに溺おぼれる者の気分だった。

　聞き慣れていてもやはり胸が痛い。俺どうしてこいつの親友やってるんだろう。

　昔から何度も何度も自分に投げかけた疑問が、いままた首をもたげてきた。

　融は深々と息をついた。

「……お前ほんと、俺に対して容よう赦しやないよなぁ」

　ついこぼしてしまう。すると篁は、眉まゆを吊つり上げて顔をしかめた。

「何をいまさら。最初の最初にあれだけ迷めい惑わくをかけたのに、それを綺き麗れいに忘れた恩知らずにはこれくらい当たり前だ」

　融は目をしばたたかせた。おや、融が忘れているから篁も覚えていないだろうと踏ふんでいたが、実はそんなことはなかったようだ。

　そういえば、篁は昔から利発で聡さとかった。記き憶おく力も自分よりよいわけだ。

「……いや…だって、あれは仕方ないと思うんだが」

　何しろ覚えていないし、詳しいことは女によう房ぼうたちも教えてくれなかったのだ。

「やかましい。不毛なことをいっとらんでとっとと寝ねろ、俺は帰る」

　篁の冷たい言いぐさに、融は深々と息を吐はき出した。

　動けなくなった自分を邸やしきまで送ってくれたことは感謝している。こんな状態の融の様子に色をなくした出で迎むかえの雑ぞう色しきたちに、適当なことをでっちあげて納なつ得とくさせてくれたこともありがたかった。しかし、その代わりに先ほどから延々一刻以上、耳に痛いことを言われつづけているのだった。

　いつものことといえばいつものことだし、これから先もずっとこんなふうにして、自分は篁の八つ当たりの対象にされるんだろうなぁと極ごく当たり前に考えてしまうことが、ほんの少し悲しくなっただけだ。

「………迷惑ばっかりかけて、ごめんな」

　ぽつりとこぼして、融は情けなさに目を閉じた。

「俺に何かできたらいいなぁといつも思うんだけど、お前は器用だし頭もいいし、そつがないし。俺、あんまり、というよりも全然、お前の役に立てないからさ」

「何をいまさら」

　しょげた融に追い討ちをかけて、篁はすくっと立ち上がった。体重をまるで感じさせない身軽な所作は、宮中においては機き敏びんすぎると評される部類であるため、彼は常に優美さを見せるように努めている。しかし融の前でそんな気き遣づかいをする必要はないし、ここでまで自分を取り繕つくろっては肩が凝こって仕方がない。

　篁には息をつける場所がふたつある。

　立ち上がった篁は、不ふ遜そんな態度で手を振ふった。

「太慎の奴やつ、刻限は新月だといったな、ならばその前に影を取り返せば済むだけの話だ」

　融は形容のしがたい顔で幼おさな馴な染じみを見上げた。その情けない視線に、篁は目をすがめて肩をすくめた。

「なんだお前、俺がお前を本気で見捨てると思ってたのか」

「いや、そういうわけじゃなくてだな。お前忙いそがしいし、楓のこともあるから、自分で動けるなら自分でどうにかしたいと……」

　ただ、どれほど気持ちがあっても融にはそれをするための術すべも能力もないのだ。それが悔くやまれてならない。少しでも力になれればと、思うのはいつもそれなのだが。

「役立たずがいきがっても墓穴を掘ほるだけだ。くだらないことをいってないで、いい機会だからしばらく休きゆう暇かのつもりで転がっているんだな」

　ひどい物言いだが、要約すると、無理をしないで寝ていろ、ということなのだ。多分。

　あくまでも、融の希望的観測の域を出ないところが、とても苦しく切なく悲しいところなのだが。

　篁はそのまま踵きびすを返し、妻戸の向こうに消えた。最後に後ろ手を少し掲かかげて一ひと振ふりしていたが、あれが別れの挨あい拶さつだ。

　客が帰らなければ家人たちも休めない。勿もち論ろん融もだ。

　融は息をついた。

　燈とう台だいの灯あかりがじじ、と音を立てる。少し腕を上げて光にかざしても、影はできなかった。

　本当に切り離はなされてしまったのだ。

「……どうするんだろう、俺」

　途と方ほうに暮れて、融は思わず呟つぶやいた。

　期限は知っている。篁はそれまでに取り戻もどすといっていたが、すべてを彼に任せて自分は何もせず横になっている、というのは、性しように合わない。

　融はよいしょと身を起こした。

　影を奪うばわれた直後よりは、幾いく分ぶんか体調が回復しているように感じられた。思い込みなのかもしれなかったが、病は気からというではないか。

　不思議なことに関して、融は知識をほとんど持っていない。自分がこれからどうなるのか、知らなければならないと思った。やってはいけないことを把は握あくしておかないと、迂う闊かつに動いて篁の邪じや魔まをしてしまいそうだ。

　最初の最初に一番迷惑をかけてしまったから、それがくせになってしまっているように思う。できることならその流れを断ち切って、もう少し役に立てるようになりたいというのが融の本音だった。

　ふらふらと袍ほうを身にまとい、音を立てないようにそろそろと部屋を出る。

「お、歩ける歩ける。よしよし、少しは保もちそうだ」

　融にはわからないことがたくさんあって、わからないことがあったらまず自分で調べるのが常だ。が、どう頑がん張ばっても調べようのないことは、知っているものに訊きくのが一番いいということも、彼はいままでの経験から知っていた。










　橘邸ていを出た篁は、邸やしきから少しの距きよ離りを置いたところでそっと口を開いた。

「雷信、融の様子を見張れ」

《篁様は》

「俺は、冥めい府ふに用がある」

　彼の表情からは、融の前で見せていた余よ裕ゆうが剝はがれ落ちていた。吊りあがった眉と凍いてついた炎ほのおの宿る瞳ひとみが、夜よ闇やみをまっすぐ睨にらんでいる。

「太慎の目的などはどうでもいいが、───影を奪われれば命が削そがれる」

　その予兆は、すでに現れていた。融の精気が翳かげっているのが、見けん鬼きであり桁けたはずれた異能の才を持つ篁には、はっきり見えていた。

「死なれては寝ね覚ざめが悪いことこの上ない。それにあいつは突とつ拍ぴよう子しもないことをよくやるからな、見張っていろ」

　無言の了りよう承しようがあった。禁鬼雷信の気配がすっと遠ざかっていく。

　冥官である篁には、本来従者など必要がない。実際に一年前、朱焰がこの世に復活するまで、彼はたったひとりで冥官としての責務を果たしていた。それで不便を感じたこともない。

　朱焰がらみでなければ、いまも禁鬼たちを召しよう喚かんすることは稀まれだ。禁鬼を束ねる雷信が、声の届くところに常に控ひかえているが、だからといって彼らがいなければ何もできないということは決してないのだ。

　だが、いまは。

　傾かたむいた月を睨んで、篁は唸うなった。

「……新月…」

　意地を張っている場合ではない。使えるものはすべて使い、融の影かげを取り戻すことが先決だ。

　太慎の背後には朱焰がいる。───楓の命を脅おびやかしている異い貌ぼうの鬼おにが。

　井上の思おも惑わくが絡からんできたならば、影をどのように使うのかおおよその見当はつく。

　篁は駆かけ出した。

　目指すは六道の辻つじ。

　冥界への入り口だった。










　沈ちん鬱うつな面おも持もちで籐とうの長なが椅い子すに座っていた陸幹は、はっと顔を上げた。

「篁……」

　気配が冥界に降り立った。冥道を抜ぬけて、いまこの第一殿でんに向かっている。

　篁の持つ星宿はほかの何よりも強く鮮あざやかで、閻えん羅ら王おうの第三王子である自分でも容易に判別がつくのだ。

　その輝かがやきは、一年前から不ふ穏おんな揺ゆれを見せるようになっていた。朱焰が復活したからだと、彼の父閻羅王や太たい子し燎琉が話しているのを聞いた事があるが、その意味するところと理由を陸幹自身は詳くわしく知らされていない。

「陸幹、次元孔こうの調査はどうした」

　卓たくについて黙もく々もくと仕事をこなしていた燎琉が、手を止めずに問うてくる。陸幹は弾はじかれたようにして立ち上がった。

「それは、部下たちが」

「原因の見当はついているのか？」

　重ねての問いに、陸幹は臣下の表情で頷うなずいた。

「まだ確かな証しよう拠こはありませんが」

「では、篁が到とう着ちやく次し第だいそれも聞こう。どのみちあれにも報しらせなければならない」

　しかし、彼がくるまでもう少し時間がかかりそうだった。

　指を口元に当てて、燎琉は少し考え込む風ふ情ぜいを見せた。

「……陸幹、精せい霊れい界への使いを頼たのめるかい？」

　これは、太子ではなく兄の言葉だった。陸幹は弟の顔になって次の台詞せりふを待つ。

「桃ももの薬酒を分けてもらってきてほしい。先日最後の分を篁に渡わたしてしまった。あれは妹の楓に与あたえたようだが、あれにも必要だろう」

「では、すぐに」

　地位にあまり縛しばられていない陸幹は、比ひ較かく的てき簡単に幾つもの界を行き来している。桃の樹きの精霊とは、個人的に顔なじみなのだ。桃の薬酒は桃の精が趣しゆ味みで作っているものなので、本来他界に持ち出されることはないのだという。

　冥府にまとまった量を譲ゆずり渡してくれるのは、陸幹の顔があるからだ。

　陸幹の行動は迅じん速そくだった。一礼すると、体重を感じさせない足取りで執しつ務む室を飛び出していく。

　ひとり残された燎琉は嘆たん息そくした。

　閻羅王は十君主が集つどう中央議会に出席していてしばらく戻らない。人界と冥界とでは時間の流れが違ちがうのだが、それは絶対のものではない。でなければ人間である篁が冥界で過ごす間に人界の時が進んで取り残されてしまうことになるからだ。

　篁が関かかわるときには、冥界の時はひどく緩かん慢まんになるのだった。

　卓上に広げていた鬼き籍せき帳を閉じて、ほかの書簡や巻物の下に隠かくすと、廊ろう下かをこちらに向かってくる硬かたい足音が響ひびき出した。

　その足音はじわじわと近づいてきて、やがて執務室の前で止まる。

「燎琉よ、いるか」

　返事をする前に扉とびらが開かれ、ひどく真しん剣けんな目をした篁が姿を見せた。

　燎琉はいつものように余裕のある笑えみを浮うかべて彼を出で迎むかえた。

「どうしたんだい、篁。いまはお前に渡す仕事もないのだが」

「仕事はいらん。俺がほしいのは情報だ」

　ずかずか入ってきた篁は、許可も得ずに籐椅子にどっかり腰こしを下ろし、足を組んだ。厳しさすら感じさせる強い眼まな差ざしが燎琉に向けられる。

　一方の燎琉は泰たい然ぜんとそれを受け流した。

　口を開いたのは篁のほうだった。

「俺が昔陸奥むつで会った修しゆ験げん者じやがいる。そいつがよりによって異貌の鬼朱焰に加担した」

「ああ、陸幹から聞いている。それで？」

　篁の双そう眸ぼうが、鋭するどさを増した。

「人間の影かげを切り離はなす術を使って、奴やつは融の影を奪っていった。刻限は次の新月であるという。俺はいままでそんな術のことは知らなかったが、あんたなら知っているだろう」

　篁の問いに、燎琉はひとつ頷いた。

「影えい魂こん剝はく離りか」

　術を施ほどこして影を本体から離り脱だつさせ、偽いつわりの意思を与えて自在に動かすのだ。影はじわじわと本体の生命力を奪うばい取り、奪われた本体はやがて衰おとろえる。そうして。

「生命力を失った本体は、すべての色をも失って、影と成り果てる。修験者太慎が行った術は、そういう代しろ物ものだ」

　篁は思わず立ち上がった。

「では、それを阻はばむ術を。術を中断させるか、それとも術者に返すのか。あるいはほかに方法があるんだろう。その手立てを示せ」

　燎琉はふつりと沈ちん黙もくした。

　すぐに返事があると思っていた篁は、怪訝けげんそうに眉まゆをひそめた。

「燎琉？」

　そこに、薄うす桃ももの液体に満たされた透とう明めいな瑠る璃りの大おお瓶びんを抱かかえた陸幹が戻もどってきた。

　扉を開けた陸幹は、兄と篁の姿を認めて一いつ瞬しゆん足を止めた。が、すぐに気を取り直した様子で室内に入ってくる。

「篁」

「ああ陸幹。さっきは助かったぞ、礼をいう」

「うん」

　いいながら篁は、陸幹の手から瓶を取り上げた。子どもの陸幹にはいささか大きすぎる瓶だ。見ていて落としそうではらはらする。

　瓶は予想よりも重かった。これを抱えて、少年はいったいどこから戻ってきたのだろう。

　瓶の中身の正体を察知した篁は、陸幹に振ふり返った。

「陸幹、これをあとで分けてもらえるか」

「いいけど、どうして？」

　どこに置くのかと目で問う篁に端はしの台を示しながら陸幹は首を傾ける。台の上には水差しと瑠璃の深しん杯ぱいも置かれていた。

「融がふらふらしてるんでな。別にいつもの仙せん薬やくでもいいんだが……」

　さすがに、影を奪われて気落ちしている融に追い討ちをかけるのは、非道極きわまりない鬼の所業だと思って自制する篁だ。滅めつ多たに発揮されないが、彼にも慈じ悲ひの心はあるのである。

「薬酒と仙薬両方持っていけば？」

「ああ、それがいいな。ちなみに効き目が速く強いのはどっちだ」

「それは勿もち論ろん、良薬口に苦しで」

　緑色のあの仙薬のほうというわけだ。

　それまで黙だまっていた燎琉が、軽く手をあげた。

「篁、陸幹」

　呼ばれたふたりが目を向ける。燎琉は何かの書簡を手にしながらついと廊下を指した。

「急ぎの決裁があるので、向こうの応接室で待機してくれ。済み次し第だい顔を出す」

　瓶を持っている篁を見て、彼はつけたした。

「お前に大事な話もある」

「なに？」

　篁の眉がひそめられた。自分は先の問いの答えももらっていないのだが。

　陸幹は兄と篁を交こう互ごに見やった。しかし燎琉に目で促うながされ、ひとつ頷いた。

「わかりました。では篁、あちらに。あ、やっぱりそれ持つよ」

　瓶に手をのばす陸幹だったが、篁は軽く笑って首を振った。

「いや、どうせだからこのまま持っていく。向こうまで運べば、労働の報ほう酬しゆうに分けてもらう形にできるだろう」

　そうすれば、燎琉につけこまれずに済むしな。

　彼の言いぐさに陸幹は苦く笑しようした。

　確かに、篁はいつも言葉の端はし々ばしを燎琉につけ入られて、やりたくないことを押しつけられているのだ。些さ細さいなことでも見み逃のがさない燎琉の前では、できる限り隙すきを見せたくないのだろう。

　閉まる扉を見ていた燎琉は、足音が遠ざかっていくのを聞きながら嘆息した。

　報しらせなければならないことが幾つもある。しかし、すべてを一度に伝えたとしても、彼ができることは限られている。

　いまの篁の優先順位は決まっている。それは何があってもくつがえらないだろう。

　どうするべきか。やはり鬼籍帳のことは報せずにおくほうがよいか。

　思案に暮れていた燎琉は、冥めい道どうを抜ぬける者の気配を感じた。

　目をしばたたかせて、彼は呟つぶやいた。

「……雷信か？」







　　　　六







　六道の辻つじに建つ小さな寺に融がようやくたどり着いたときには、すでに寅とらの刻に入っていた。

　季節がら夜明けにはまだ程ほど遠とおいし、気温もぐっと下がっているので、徐じよ々じよに体力が削そがれている現状でたったひとりでここに来るのは難しかった。

「融様、やはり邸やしきに戻られたほうが……」

　仮面で隠された目め許もとには、たぶん気き遣づかわしげな表情が浮かんでいるのだろう。

　それを思って融は無理に笑って見せた。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。お前がいてくれたから心強かったし、……動ける間に、できることをしないとな……」

　ふうと息を吐はき出す。橘邸ていからここまでの距きよ離りはかなりある。普ふ段だんだったら造作もなく歩ける道のりが、今日は万ばん丈じようの山を登っているように感じられた。

　懸けん命めいに運ぶ足元に影かげはなく、自分が本当にここにいるのかといささか不安にもなった。そうして、つい自分の体をぺたぺた触さわって確かく認にんしているところに、篁の従者である禁きん鬼き雷信が出現したのだ。

　彼の姿を見て、ああ篁が置いていったんだなと融にはすぐ察しがついた。口ではあのように言っていても、やはり心配していたのだろう。

　融が好き勝手に動かないかどうかを。

　読まれている。さすがは幼おさな馴な染じみだ、思考経路はお見通しといったところか。

　しかし、それはお互たがい様だ。

「冥府に行きたいんだ」

「お戻りを。篁様がお怒いかりになります」

「いや、もうかなり怒おこってるはずだから、いまさらだと俺は思う」

　雷信は沈黙をもって返した。彼も同じ意見らしい。

　融は苦笑した。

「燎琉殿どのに伺うかがいたいことがあるんだ。それを聞いたらすぐに戻るからさ」

　ひとりだと心配だから、ついてきてくれると嬉うれしいなぁ。

　融の言葉に雷信は諦あきらめたような息を吐き出した。

　そうして彼らは、冥道を抜けて冥界に降り立ったのだ。

　ゆっくりと周囲を見み渡わたしながら、融は彼方かなたまで見はるかした。この道を訪おとずれるのは随ずい分ぶんと久しぶりだ。少なくとも今年に入ってからは一度もきていない。

「まぁ、俺はまだ生きてるしな。生きているうちから何度も冥界に足を運ぶというのは、それは問題だろうし」

　冥官の篁じゃあるまいし、徒ただ人びとの自分が門も川もとおらないでひょいひょい冥界に出入りすることは、結構問題なのではないかと自分でも思う。

　道の向こうには異国風の豪ごう奢しやな宮きゆう殿でんが建っている。以前この地を訪れたときのことが、唐とう突とつに思い出された。

　あの時は、篁の後を追ってこの道に迷い込んだ。わけがわからなくて混乱して、恐きよう慌こう状態に陥おちいりながら、それでも必死に足を動かして。

「第一殿でんに入ってからは、鬼おにや異い形ぎように遭そう遇ぐうするんじゃないかとはらはらしてたよなぁ……」

　昔の自分の情けない姿が目に浮うかぶ。そうして、篁の怒ど鳴なり声が聞こえた気がした。

　あの頃ころは、ことあるごとに怒鳴られていた。隠かくし事をしていた篁の真意が読めず、だから彼の意に反することばかりして、そのたびに叱しかられた。

　最近ではあそこまであからさまに怒鳴られることはなくなってきたが、代わりに淡たん々たんと責められるので、心の痛み比率はあまり変わっていないような。

　つらつらとそんなことを考えながら、荒あらい呼吸を繰くり返す。体のしんどさを忘れるためにあえて別のことを考えているのかもしれない。

　一歩一歩と進める足が鉛なまりのように重くなっていく。鎧よろいや武具を装着しているわけでもないのに、身ひとつがこれほどに重いとは。

「融様、やはり……」

　ためらいがちに進言してくる雷信を片手で制して、融は額の汗あせをぬぐった。

「大丈夫だ。ほんとに。……まだ、動ける」

　なんとなく、予感がある。修しゆ験げん者じや太慎の言葉が噓うそではないなら、あと十日あまりで自分は影に取って代わられる。

　死にはしないと、太慎は断言した。だが影に自分の意思も何もかも奪うばわれてしまえば、それは死と同じではないだろうか。この心があるから、融は融でいられるのだ。

　立ち止まって呼吸を整え、彼は顔を上げて彼方を見み据すえた。

　陽ひの射ささない冥界の、久しぶりに見る第一殿の灯ともし火びが、煌こう々こうと輝かがやいていた。










　篁と陸幹は中央に円えん卓たくのある応接室で燎琉を待っていた。

「そこに座っててくれ」

　篁の手から瓶びんを受け取った陸幹が壁かべ際ぎわに据すえられている衝つい立たての陰かげに消える。ほどなくして彼は、水差しと繊せん細さいな作りの瑠る璃りの高たか杯はいを盆ぼんにのせ戻もどってきた。

　円卓に盆を置き、水差しの中身を杯に注ついで篁の前におく。自分の分も注いで、陸幹は五脚きやくある細工椅い子すのひとつに腰こしを下ろした。

　杯を口元に運びながら、立ったまま腕うで組ぐみをしている篁を一いち瞥べつする。篁は、緊きん張ちようしたような様子で苛いら々いらと時を数えているようだった。

　見た目が自分より年下の陸幹に対して、篁は滅めつ多たに感情を荒げることがない。燎琉に対しては容よう赦しやがないが、陸幹に対しては弟のような気分でいるらしい。陸幹も末子なので、そういう扱あつかいを受けることに違い和わ感はなく、また篁のことを慕したっているので不満はなかった。

　鬼き籍せき帳のことを、どういえばいいのだろう。

　杯を両手で包むようにしながら、陸幹は懸命に考えた。

　陸幹には兄がふたりいる。ひとりは燎琉で、いまひとりは長ながの不在だ。兄たちならばうまく説明できるのだろうが、人の上に立つということにまだ不慣れな自分では、篁の心を逆なでしてしまうに違ちがいないと思った。

「……燎琉の話とは、なんだろうか」

　険しい目をしてひとりごちる篁に、陸幹は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

「……融の、ことだと思う」

「融の？　影えい魂こん剝はく離りとかいう術のことか？」

「う…ん。いやでも、違うかもしれない」

　篁は陸幹に向き直った。

「歯切れの悪い物言いだな。何か心当たりがあるのか？」

　陸幹は必死で言葉を探した。

　彼は長命な冥めい府ふの王族で、自分の肉親との永久とわの別れというものをまだ経験したことがない。母である閻えん羅ら王おう妃ひはずっと以前に亡なくなっていたが、陸幹が物心つく前のことだったので、気がつけば母は不在で、寂さびしさを感じることはあっても悲しさをいだくことはなかったのだ。

　篁は人間で、確か産みの母と育ての母を失っているはずだ。それと。

　不ふ審しんげな面おも持もちで首を傾かたむけている篁を見上げる。

　まだがんぜない頃に、姉とも慕った女によう房ぼうに目の前で死なれたと、聞いた。それは、彼が凶きよう星せい破軍の星宿を持って生まれたがゆえの惨さん事じだったと。

　彼が傲ごう岸がん不ふ遜そんに振ふる舞まい、すべてを自分ひとりで抱かかえ込もうとするのは、自分のせいで誰だれかを巻き込むことを極きよく端たんに嫌きらっているからだ。

「俺は夜明け前には邸に戻って仮か眠みんくらいしたいんだが、燎琉はまだかかるのだろうか」

　昼間は宮中で中なか務つかさ省しよう侍じ従じゆうとしての職務を持つ篁である。夜の仕事にかかりきりで昼の仕事をおろそかにしてはならない。

　融があんな状態だ。皇后嘉智子とその女房彩乃に、当たり障さわりのない説明をしてあまり心配させないようにしなければ。

　口元に指を当てて彼は眉まゆを寄せた。

「一番いいのは、穢けがれに触ふれたから長の物もの忌いみに入った、かな。しかし半月あまりの物忌を必要とする穢れというのもなぁ。異形と遭遇したとか百ひやつ鬼き夜や行ぎように連れ去られたとか、それくらいは吹ふいたほうが逆に信しん憑ぴよう性せいがあるだろうか」

「ないと思う」

　思わず口を挟はさんだ陸幹に、篁はしれっといってのけた。

「俺もだ」

　陸幹はまじまじと篁を見つめた。人界の時間にしておよそ三年ほどの付き合いになるが、篁のこういうところは輪がかかってきたような気がする。

　自分のために用意された杯を軽くあおって、篁は小さく息をついた。杯の縁ふちは薄うすく、弾はじけば澄すんだ音がするのだ。

　気ばかりが焦あせっている。

　太慎は凄すさまじい術と霊れい力りよくを自在に操あやつる。あれほどの術者を、篁はほかにひとりしか知らない。篁自身も霊力甚じん大だいではあるが、方術は専門外なのだ。彼は常に武具をもって異形を制圧し、死し霊りようを狩かる。そこに術は必要なかった。

　自分の左手をじっと見下ろし、篁は陸奥むつの記き憶おくをたどった。

　神しん弓きゆう「破軍」を授さずけられたのは十一の頃だ。しかし陸奥でそれが活用される機会はほとんどなく、冥官に任じられてからまともに操るようになった。その頃には体が「破軍」の制し方を覚えていたので、さしたる問題もなく今こん日にちに至る。

　いままで大して考えたこともなかったが、どうして太慎は自分に「破軍」を与あたえたのだろう。いずれ敵対するとわかっていたのなら、そんな真似まねをしはしなかったはずだ。ではなぜ彼は、異い貌ぼうの鬼おに朱焰に加担することになったのか。

　太慎は人間だ。井上のような死霊ではない。皇家に恨うらみを持っているようにも見えない。朱焰と関かかわりがあるのだとしたら納なつ得とくがいくが、どんな関わりなのかは篁には知る由よしもない。

　彼は再び杯をあおった。喉のどが渇かわいている。鎮しずめるように心がけているが、先ほどからずっと心臓が早はや鐘がねを打っていた。

　篁は勘かんがいい。───胸むな騒さわぎが消えないのだ。

　思い過ごしだと、無理やり追いやるようにしていても、予感は胸の一番奥に渦うずを巻いている。

　一年前からずっと臥ふせっている楓の姿が脳のう裏りに浮かんだ。悪鬼の妖よう気きにあてられて、彼女の魂たましいは少しずつ冒おかされている。ゆるやかに弱まっていくその命の灯火を絶やさぬように、彼は必死だった。

　そんな中で、太慎が融の命を握にぎった。あの影かげを井上が利用しようと画策している。井上の目的は内だい裏りにおわす帝みかどにほかならない。

「……ならばいっそ、内裏に網あみを張るのも一考か」

　必ず来るはずだ。へたに探し回って労力をかけるよりは、ずっと効率がいいはずだ。

　方針はさだまった。ならば、こんなところでぐずぐずしているわけにはいかない。

　中身の僅わずかに残った杯を卓に置いて身を翻ひるがえしたとき、扉とびらが開いて長身の閻羅王太子が現れた。

「すまない、随ずい分ぶん待たせてしまったようだ」

　詫わびを告げてくる燎琉に、篁は首を振ふった。

「構わん。俺はそろそろ人界に戻る」

　篁の言葉に燎琉は目を丸くした。

「影魂剝離のことはいいのか？」

「ああ」

　頷うなずいて、篁は腰に佩はいた狭さ霧ぎり丸まるの柄つかを叩たたいた。

「とりあえず影を捕とらえてからまたくる。術さえ解ければいいからな」

　横をすり抜ぬけて行こうとした篁の前に、燎琉が腕を出して彼を阻はばんだ。

　突つき出された腕に遮さえぎられて、篁は足を止める。

「燎琉？」

　閻羅王太子はちらと窓まど枠わくに視線を向けてから、おもむろに口を開いた。

「大事な話があるといっただろう。戻りなさい、篁」

「あとで聞く。いまは」

「いまでなければならない」

　その声は静かだったが、抗あらがえない響ひびきを含ふくんでいた。

　篁は胡う乱ろんげに眉をひそめたが、黙だまって円えん卓たくの横に戻り腕を組んだ。椅子に座るつもりはないようだ。話が終わったらすぐに出て行くつもりなのだろう。

　扉を閉める音がやけに大きく響いた気がして、陸幹は背筋をのばした。いまの燎琉は、閻羅王太子とも兄とも違う顔をしている。こんな表情を見るのは初めてだった。

「篁、落ち着いて聞きなさい。太慎のかけた術は、時をかけて命を影に移す」

「ああ、知っている」

　頷きながら篁はふと、燎琉はいつ太慎の名を知ったのだろうかと気になった。自分がいうよりも先に、燎琉は太慎の名を口にしていた気がする。

「だから、まず影を捕らえてから術を解けば……」

「解けない」

　虚きよを衝つかれた風ふ情ぜいで、篁は息をとめた。一度瞬まばたきをしてから、彼は確かめるように口を開いた。

「…………もう一度、言ってみろ」

　発された声は唸うなりにも似ていた。円卓について息をひそめていた陸幹が固唾かたずを吞のむ。

　まとう空気の一変した篁をまっすぐ見返し、燎琉は抑よく揚ようのない静かな口調で繰くり返した。

「解けない。一度切り離はなされた影を元の状態に戻もどすことは、できない」

「ふざけるな」

　篁の語気に憤ふん怒ぬが宿った。大たい概がいの人間はこのひとこえで身がすくむに違ちがいない。

　しかし、いま篁が相手にしているのは冥府の閻羅王太子燎琉だ。彼は篁の憤いきどおりに動じるほど臆おく病びようではなく、気づかぬほど愚おろかでもなかった。

　気づいていながら、彼は変わらぬ語調で淡たん々たんとつづける。

「聞きなさい。切り離された影は、少しずつ本体の姿を写し取る。五日もすれば見かけは本体と見分けがつかなくなるだろう」

　影と本体と密接につながっている。影を傷つければ本体が傷つき、影を倒たおせば本体が死ぬ。

「本来、影は触れられぬものだ。たとえ偽いつわりの命を与えられたとしても、人間の武器ではまったく通用しない。お前の持つその狭霧丸と、破軍の矢であれば別だが」

　だが、神じん器ぎを使って攻こう撃げきすれば、影は間違いなく斃たおれる。

　それまで黙って聞いていた篁は、恐おそろしいほど冷たい声でいった。

「ならば、そうさせないための方法を。それくらい知っているだろう」

「残念ながら、私にはどうしようもできない。切り離された影を戻す術はない」

　一度切られた布地を、完全に元に戻すことはできないように。布を糸で縫ぬい合わせても、それは元の状態とは違う。それと同様に、もし影を奪うばい返したとしても、吸い取られた魂を完全に元の状態に戻すことは、もはやかなわないのだ。

「ならば閻えん羅ら王おうを呼べ。あんたにできなくとも、閻羅王なら何か」

　燎琉は黙もく然ぜんと首を振った。そうして、かすかに瞼まぶたを震ふるわせる。

　篁の顔から、表情というものが抜け落ちた。整った顔立ちはそうしていると作り物めいて、近寄りがたさすら感じさせる。

　漸ようよう彼が口を開いたのは、しばらくたってからだった。

「────人の橘は、禍わざわいを引き受け形かた代しろとなる」

　感情の失うせた静かな声はよくとおり、隅すみ々ずみまで響いた。細工枠のはまっただけの窓の外にも聞こえているだろう。

　瞬くことを忘れたようにして、篁は燎琉を凝ぎよう視ししていた。

「本来、この禍は俺の身に降りかかるものだったのか」

　それは、問いかけというより確かく認にんだった。

　しかし、燎琉は予想に反して首を振った。

「禍ではない。強しいていうなら、歪ゆがめられた運命といったところか」

　瞬しゆん間かん、篁の目に苛か烈れつな光が駆かけ抜けた。

「そんなものは、言い訳だ……！」

　都合の悪いことはすべて運命のひとことで片づけて、嘆なげいて悲しんで。それは、それだけしかできない者の逃にげだ。

　自分は違う。そんなものに唯い々い諾だく々だくと従うわけにはいかない。運命というものに振り回されて従わなければならないなら、自分の背負う「破軍」の宿命が指し示すとおり、いつか世界を滅ほろぼさなければならなくなる。

　喉がからからに渇いていた。篁は円卓の上にある高たか杯はいを摑つかんだ。最後に残った水を飲み干して、ぐっと唇くちびるを嚙かむ。

　──破軍の宿星を持つ者よ

　恐ろしい悪あつ鬼きの声が、脳裏に木こ霊だました。

　──禍だ、禍だ

　幼い頃ころにこの身を取り囲んだ無数の異い形ぎようたちが、何度も何度も繰り返す。

　禍だ、この身は禍だ。生きているだけで周囲に害をなす。心を向けた相手をすべて破は滅めつに追いやる。

　その証しよう拠こに、姉とも慕したったあの女は、自分の代わりに命を奪われたではないか。

　恐ろしいほどの沈ちん黙もくの果てに、篁は低く唸った。

「融を救う、手立ては」

　対する返答は短かった。

「ない」

　篁は燎琉をぎっと睨にらんだ。双そう眸ぼうが激しくきらめき、冷たい炎ほのおが揺ゆれ動く。

「融を救う、手立ては……！」

　秀しゆう麗れいな顔をかすかに歪めて、燎琉は同じ言葉を繰り返す。

「ない。刻限とともに、融は影かげに取って代わられる。誰だれにもどうすることもできない」

　篁の表情から、ふいに感情の色が失せた。

「─────」

　突とつ然ぜん、瑠る璃りの砕くだける音が響いた。陸幹が反射的に、血相を変えて立ち上がる。

「篁！」

　ばらばらと破片が床ゆかに落ちていく。

　手にしていた杯はいを無言で握にぎりつぶした篁は、破片で切れた手のひらから滴したたる血にも気づかぬようにして、ただ燎琉を見み据すえている。

「篁、手が……っ」

　駆け寄った陸幹の手を、しかし篁は振ふり払はらった。

「何が、冥めい府ふの王族だ……！」

　のばしかけた手を思わず引いて、陸幹は篁の瞳ひとみを見つめた。

　感情の失せた面おも差ざしの中で、苦く渋じゆうをはらんだ深い色の瞳が、怒いかりに彩いろどられていた。しかし、その怒りは燎琉に向けられたものでも、陸幹に向けられたものでも、ましてや閻羅王に向けられたものでもない。

[image: ]

　何にも代えがたい妹と、大切な幼おさな馴な染じみをいやおうなしに巻き込んで命の危険にさらしている、自分自身に対してだ。

　ぱたぱたと滴る血が床にいびつな円を描えがく。その手を握りこむ篁に、燎琉は厳おごそかに告げた。

「救う手立てはない。……星の宿命が変わらぬ限りは」

「ならば」

　うつむいて、篁は声の震えを押し殺した。

「宿命を変えてみせるだけのことだ」

　その言葉を最後に、篁はその部屋を後にした。今度は燎琉も彼を止めなかった。

　砕け散った杯の欠片かけらを見下ろして、燎琉はそっと息をついた。

「……痛むのは、傷よりも心か」

　幼い頃、非力だった頃に、篁は目の前で大切な者を失った。破軍の宿命が彼女を死に追いやった。

　それは、彼の心に消えない傷となって残っているのだ。

　膝ひざを折った陸幹が、欠片を拾い集めている。

「陸幹、手を切っては……」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　首を振って、彼は唇を嚙んだ。

「私には、何もできません。篁は破軍星で、冥府の王族にもその星宿をいじることは許されない。篁が自分自身で道を切り開かなければ、その宿命は変わらない」

　そうと知っていてもなお、何もできないこの身が口くち惜おしくてならなかった。

「…………」

　燎琉は物言いたげな顔で弟の背を見つめた。口を開きかけて逡しゆん巡じゆんし、息をつく。

「────聞いていただろう」

　兄の言葉に、陸幹は胡う乱ろんな顔で視線をあげた。これは自分に対して発されたものではない。

　燎琉が見ているのは細工窓だ。枠わくだけの窓は観音開きになっている。

　訝いぶかって窓を開き、陸幹はあっと声をあげた。

　窓の下に、融が座り込んでいた。

　膝に額を押しつけるようにして、悄しよう然ぜんとしている。

　その傍かたわらには、禁鬼雷信が黙然と控ひかえていた。

　陸幹は振り返った。燎琉は、融がここにいて、すべて聞いているのを承知で、あんなことを言ったのだ。

「兄上、なぜ……！」

「知らなければならないのは、融も同じだ」

　刻まれてしまった自分の運命を。たとえ本来の道とは違ちがっていても、彼が歩まなければならないのだから。

　ずっとうつむいていた融は、力のない声でいった。

「雷信……、ちょっと、立たせてくれないか。足がうまく、動かなくて……」

　雷信は黙だまっていわれたとおりに手を貸す。

　融はよろめきながら立ち上がり、中に入ってもいいかと陸幹に尋たずねる。陸幹は勿もち論ろん頷うなずいて、窓から飛び降り彼に手を貸した。

「すまないな。まだ、歩くのは大丈夫なんだけど、ちょっと、頭が混乱してるみたいだ」

　手立てはないのだと。自分を救う方法は、ないのだと。

　冥府の王族である閻羅王太子が断言したのだから、そうなのだろう。徒ただ人びとである自分が考えてもどうしようもないことなのだから、それをいつまでも引きずっていてはだめだ。

　自分自身に必死でそういい聞かせながら、融は篁のことを思った。

　融には声しか聞こえていなかった。だが、その声だけで、篁がどんな顔をしているのかがわかった。

　怒おこっていた。憤いきどおっていた。烈れつ火かのように激しい感情が冷たく凍いてつき、激しさよりも鋭するどさの強い語調となっていた。

　だが、篁の心の一番奥底にあるものは、そのどれとも違うはずだ。

　室内に入った融は、燎琉と陸幹から椅い子すに座るように勧すすめられ、素す直なおにそれに従った。

　先ほど燎琉が篁に向けていた言葉の数々を思い出す。

　冥府の王族という奴やつは、篁よりも容よう赦しやがないなぁとぼんやり考えた。

　だが不思議と恨うらみ言は出てこなかった。燎琉は真実を告げただけで、何か意図があったわけではないと思えるからだ。

　まだ落ちている瑠璃の破片が目に入る。転々と散った赤い飛ひ沫まつが痛々しい。瑠璃の破片はとても鋭く、これで切ったのならさぞかし痛いだろうに。まったく昔から篁は、自分の痛みにはどこまでも無む頓とん着ちやくで、いつもいつも心配で仕方がない。

　心配で気がかりで、たまらなくなるから。いつだって融は、どんなに文句をいわれても、怒られても、八つ当たりをされても、篁のあとをついて歩いていたのだ。

　ひとりでいる背中がとても寂さびしそうだったので。子どもの時分から我がを張っている姿が、どうしても気にかかったので。

　小さな背中を思い出して、融は胸が詰つまった。

　珠たま貴き以外の誰も近寄らせなかった篁。その珠貴が死んでしまって、ますます誰も寄せつけなかった篁。

　同じ年とし頃ごろの友達がほしかった融は、その篁のあとを一生懸けん命めいついて回った。

　父親同士が仲が良く、物心ついた頃には頻ひん繁ぱんに篁と顔をあわせていた。だが、篁はつねに融と距きよ離りを置いていた。

　それが、いまのように容赦なく言いたいことを言うようになったのは、言ってくれるようになったのは、いつからだったろう。

　楓が小野邸ていに帰ってきたあとだろうか。いや、帰ってくる前か。あれは。

　──あの時俺は悟さとったね。ああ本当に、なんて鈍どんくさい奴なんだ、と

　何かの折にふと、呆あきれた様子で篁が言ったのだ。最初の最初にお前は俺にそれはそれは苦労をかけたのだと。だが融は、どうしてもそのときのことを思い出せないでいる。

　それが余計に篁を呆れさせているのだが。

　この命が終わるまでに、あのときのことを思い出せるだろうか。せめて、それだけは。

　八年前に亡なくなった女によう房ぼうの珠貴が、笑って頭を撫なでてくれたのを思い出した。

　若君をお願いいたしますねと、そう言って。

　その数日後、彼女が儚はかなくなったと聞かされた。突然の病だったという。だが真実は違った。

　融がそれを知ったのは、つい先年だ。

　いつもそうだ。自分はいつも何も知らず、時がたってから聞かされる。

　だから今度だけは、すべてを知っていなければならないと思った。

　呼吸を整えて、融は燎琉を見上げた。

「燎琉殿どの」

「なんだい？」

　やわらかい眼まな差ざしが融に向けられている。燎琉は決して融を見捨てたわけではないのだった。

「俺は、篁に何をしてやれるでしょう」

　冥めい府ふの王族たちは、意表を衝つかれて言葉を失った。

　困ったような顔をして、融は言葉を選んでいる。

「俺、かなり役立たずで、足手まといにしかなれないんですけど……。少しくらいは、篁のために何かしてから死なないと、死んだあとで篁に容赦なくぶっ飛ばされそうで……」

　死人に鞭むち打うつ、という言葉があるが、確かに篁だったら境界の川を渡わたる前に襟えり首くびをつかまえて力ちから一いつ杯ぱい蹴け倒たおすくらいのことはしそうだった。その姿が容易に想像できるのが、篁が篁たる所以ゆえんか。

　しかし、融のその感覚は冥界人たちの予想の範はん疇ちゆうを超こえている。

　篁のせいでこんなことになったのだと責めこそすれ、彼のためにできることは何かとまっすぐ尋ねられるとは。

　しばらく沈ちん黙もくしていた燎琉は、やがて感かん嘆たんしたように天てん井じようを仰あおいだ。

「……なるほど、天の配はい剤ざいか」

　この星は、破軍の許もとに在るべくして配された。そしておそらく、楓の星宿もまたしかり。

　だからこそ、朱焰はこのふたりを欲している。

　欠けてしまった力の半分を、この二星に補わせるために。

　篁の命を得、またこの二星を手中に収めれば、朱焰は万ばん全ぜんとなる。そうなれば、ほかの誰だれも太刀たち打うちできなくなるのだ。

　燎琉は胸中で答えの出ない問いを投げかけた。

　太慎よ、なぜだ。なぜ朱焰に屈くつし融に手をかけた。それがどれほど危険な行こう為いか、お前はわかっているはずだ。

「あの、燎琉殿……？」

　訝る融の声に、燎琉は現実に引き戻もどされた。いまは、いない者へ訊じん問もんしているときではない。

　融は必死だった。役立たずの自分ができること。篁を怒らせないこと。篁を苛いら立だたせないこと。篁を追い詰めないこと。篁に背負わせないこと。

　考えられるすべては、しかしもう手て遅おくれで。

　自分がいなくなったら、少しは篁の苦労が減るなぁとも思ってしまい、融はますます情けない気分になった。

「融……」

　呼ばれて、融は目線を動かした。燎琉の隣となりにいる陸幹が、歳とし相応の頼たよりない目で自分を見ていた。

「ん？」

　首を傾かたむけて目を細めると、融よりよほど長い時を生きているはずの少年は、泣くのを必死で堪こらえるように拳こぶしを握にぎり締しめていた。

「なんで、そこまで言えるのかが、私にはわからない」

　いつもいつも篁は、融に対して容赦のない態度を取るのだ。聞いていて、そこまで言うのはあんまりでは、と陸幹がはらはらするほどひどいことを言ってのけることもある。

　対する融は憤ったり怒ったりしょげたりしながら、それでもそれをすべて受け入れている。

　なぜだ。

「あんな態度を取られたら、頭にくるし、愛あい想そを尽つかすものじゃないのか。篁は私にはそんなことはいわないけど、兄上や融や、雷信たちにはかなり手厳しい物言いをする」

　禁きん鬼きたちは従者だから反論することはしない。たまに雷信が諫いさめているようだが、それとてどこまで聞いているか。

　燎琉は基本的に絶対の上司だ。それに、篁と燎琉の間には確固たるものがあるらしく、また本人たちが納なつ得とくずくでいるようにも見受けられるので口を出すことはしない。

　だが、融に関してだけは、どうしても釈しやく然ぜんとしないのだった。

「私は篁も好きだが、お前も好きだ。精せい霊れい界のものたちと同じく、友人だと思っている。だから、お前の身に危険が迫せまるのは……胸が、痛い」

　あえてきわどい表現を避さける陸幹の気き遣づかいに、融は小さく笑った。

　子どもの形なりにあった台詞せりふだなぁと、珍めずらしいものを見た気分だ。無む性しようにおかしい。

「そうだな……、頭が上がらないのは、あいつが俺の命の恩人だからかな」

　不思議そうに瞬まばたきをする陸幹に、融はこめかみに指を当てて記き憶おくをたぐった。

「実は俺も、ちゃんと覚えてるわけじゃなくて、昔いた女房の珠貴に教えてもらったんだが…」

　珠貴の名を聞いて、燎琉の瞳ひとみが一いつ瞬しゆんきらめく。しかし融はそれに気づかなかった。

「ええと、篁と最初に会ったのが、たぶん五つの頃で……」
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　自分はきっと引っ込み思案なのだと思う。

　父も母もそう言っているし、ふたりの姉もそう言っているし、女房たちもそう言っているからきっとそうなのだろう。

　引っ込み思案のままでは将来が心配だと母がしきりに案じていて、思案した父が宇う治じの山さん荘そうに友人親子を招いた。

　それがはじまりだ。

　なぜ山荘だったのかはあまり考えたことがなかった。おそらく、都の邸てい宅たくより広くて変化に富んでいる野山のほうが、のびのびできるだろうという配はい慮りよだったのだろう。







　夏の陽ひ射ざしは強さを増して、かんかんと照りつけていた。だが、緑豊かな宇治では、日よけの木々や生おい茂しげった葉がいくらでもあって、岩いわ陰かげはひんやりとして気持ちがいい。

　何度かここを訪おとずれている融は、そんな些さ細さいな発見に胸を躍おどらせていた。

　すごいなぁ。

　草を踏ふんで進んでいく背中を見ながら、彼は思った。

　すごいなぁ。

　まるで地図かしるべを持っているように、その足取りには澱よどみがない。

「すごいなぁ」

　声に出してみると、前を行く背中が足を止めた。

　振ふり返る顔立ちは整った人形のようだった。背せ丈たけは自分より少し高い程度で、体格もほぼ同じくらい。体力にもそれほどの差はないだろう。

　山荘の周囲は平へい坦たんにならされているが、ひとたび奥に分け入れば手つかずの自然が顔を覗のぞかせる。

　途と中ちゆうの清し水みずで顔を洗っているのを見て真似まねをしたら、足を滑すべらせて衣ころもの裾すそが水みず浸びたしになってしまった。

　融が啞あ然ぜんとしていたら、見かねたらしく手を貸して引き上げてくれた。

　この陽気だから衣もすぐに乾かわく。それに、歩いている間に気にならなくなっていた。それよりも、どこまで行くのかそれが大切で、置いていかれないように一生懸けん命めい足を進めた。

　もうだいぶ歩いたと思う。融は木々の間から見える空を見上げた。

　抜ぬけるように高く、地平の近くに真っ白な雲があり、それがじわじわ大きさを増していた。

「……おまえ、そろそろかえれ」

　融はびっくりして足を止めた。前の背中も止まる。

　ずっとあとをついてきて、いまのいままで話しかけられたことがなかったので、そのことにまず驚おどろいた。

　まともに声を聞いたのはこれが初めてだ。

　子どもらしい高い声が、木々の間を縫ぬってぴんと響ひびく。よく聞こえるなぁと変なところで融は感心した。

　都の空気とは明らかに違ちがう清すが々すがしさがあって、それがとても心地ここちよい。

　だから融は、歩いているだけで本当に楽しかったのだ。なのに。

「かえれ。みちがわからなくなるまえに」

「じゃあおまえもかえろうよ。ひとりでいるとつまらないじゃないか」

　融がいうと、篁は振り返って眉み間けんにしわを寄せた。

「おれはいい。………ひとりじゃないから」

　どういう意味なのだろうかと、融は首を傾けて考えた。ここにいるのは融と篁だけで、ほかには誰だれもいないではないか。

　きょろきょろと辺りを見み渡わたしても、やはり人ひと影かげは見当たらない。

「……だれが、いるんだ？　あ、かくれおになのか？」

　融は目を輝かがやかせた。そうか。ここには隠かくれるところがたくさんあるから、きっと誰かが先にきていて隠れているに違いない。

　邸やしきでする隠れ鬼おによりもずっと楽しそうだと融は思った。

　一方の篁は、目を輝かせている融の無む邪じや気きな顔を見て、子どもに似合わぬ仕し草ぐさで舌打ちをした。

　都から離はなれたおかげで悪意ある異い形ぎようのものどもはなりをひそめているが、興味深そうに彼らを眺ながめている視線が幾いくつもある。山野にはそれなりに力の強い木々の精霊や土着の妖よう怪かいがいて、彼らが篁と融のふたりを興味深そうに眺めているのだった。

　山荘には父の岑守と、随ずい行こうしてきた珠貴がいる。何かあったら珠貴がいち早く異変を察知してきてくれるだろうから、さほどの心配はしていない。それに、この周辺にいるものたちは大だい丈じよう夫ぶだといっていた。彼女のいうことは絶対に信じられる。

　都の邸は異形たちが目をつけているので、篁は自由に外にも出られない。久しぶりに外を歩いて、篁は少しほっとしていた。
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　あとにずっとついてくる同い年の少年が、わずらわしいことを除けば。

　あまり自分のそばにいないほうがいいのだ。とくに、なんの力も持たない徒ただ人びとは。

　篁はもう一度、険のある口調で言った。

「とにかく、かえれよ。おれはひとりがすきなんだ」

　ふいに融は目をいっぱいに見開いて、篁をまじまじと見つめた。それから困こん惑わくした様子で顔を歪ゆがめる。

「……ひとりだと、さびしいじゃないか」

　みんなといるほうが楽しいし、嬉うれしいこともたくさんあるし、そのほうがずっといい。

　なのにどうして、そんなことを言うのだろう。

　融にはよくわからない。

　彼は、篁が異形を見る力を持っていて、そのためにたくさん嫌いやな思いをしたことを知らなかった。異形のものに毎夜のように責め立てられていることを知らなかった。異形たちが寄り集まってくるからと、珠貴以外の誰も彼の近くにきたがらないことを知らなかった。

　知らなかったから、篁のあとを平気でついてきた。

　篁ははっとした様子で目を瞠みはると、ふいに顔を背そむけた。黙だまり込んでまた歩き出す。どこに向かっているのかはわからなかったが、なんだか離れてはいけないような気がして、融は懸命にそのあとをついていった。

　子どもの足だ。どんなに歩いてもさほどの距きよ離りを稼かせげるわけではない。しかし本人たちにとっては大冒ぼう険けんだった。

　気がつけば陽が翳かげっていた。空を仰あおぐと、地平間ま際ぎわにあった白い雲が、大きく広がって天を覆おおっている。翳った空はどんよりとした灰色に変わっていて、ぬるい風が湿し気けている。

　篁が唸うなった。

「あめがくる……」

「え？」

　振り返った篁が、不ふ機き嫌げんそうにして口をへの字に曲げた。

「はやくかえれといっている。でないとたいへんだから」

　それはどうも、融に向けている言葉なのだが、なんだか奇き妙みような齟そ齬ごがある。篁の口ぶりは、誰かがそう言っているからと伝えているかのようだ。

　誰もいないのに、篁は誰にそんなことを聞いたんだろう。

　融は思い切って尋たずねた。

「なぁ、だれがいるんだ？」

　篁は答えなかった。身を翻ひるがえして、元きた道を歩き出す。

「あ、なぁ。たかむら」

「かってにひとのなまえをよぶな」

「おれのこともとおるでいいよ」

　篁はむっとした。彼はひとの話を聞かない人間が嫌きらいだった。特に、ばかは大嫌いだった。

　空気の読めない輩やからとは絶対につきあいたくない。子ども心にそう決めている難しい子どもだった。

　異形たちばかりに囲まれていたので、彼はひととの付き合い方をよく学べていなかったのだ。

　引っ込み思案の息子むすこと、頑かたくなな息子と。父親たちはお互たがいの子どものことをひどく心配して、だから宇治の山さん荘そうにきたのだ。しかし、本人たちがそれを知るのは、ずっとあとになる。

　篁は足早に道を戻もどる。迷う心配はなかった。木々の間から顔を出す精せい霊れいたちが正しい道を教えてくれる。そうでないものもいるが、注意深く聞いていれば偽いつわりはすぐにそうだと知れた。

　空は一気に暗くなり、大おお粒つぶの雨が降り出した。雨粒が葉の表面を叩たたく音が激しくなって、子どもたちはあっという間にずぶ濡ぬれになってしまった。

　篁は、濡れて額に張りつく前まえ髪がみを払はらいながら唸った。

　父と珠貴が心配する。早く戻らなければ。

　そう思ったとき、うしろのほうで悲鳴があがった。

「わあっ」

　篁は、反射的に振ふり返った。

　さっきまで後ろにいたはずの融の姿が見えない。どうしたのかと慌あわてて道を戻りかけた彼は、雨でぬかるんだ地面が崩くずれているのに気がついた。すぐ近くに大きな段差ができているのだが、雨のせいでこの辺りが一気に崩れたらしい。

「おい！」

　さすがに血相を変えて崩れた箇か所しよに駆かけ寄ると、落ち葉と土とともに滑り落ちたらしい融が数すう丈じよう下で小さく唸っているのが見えた。

「だいじょうぶか、おい！」

　あまり崖がけ縁ふちに近づくと自分の重さで土が崩れる。

　篁はしばし逡しゆん巡じゆんした。置いていって助けを呼ぶか、それとも。

　先ほど融が言った言葉が、耳の奥に聞こえた。

　──ひとりだと、さびしいじゃないか

　篁はふいに顔を歪めた。

　ああ、寂さびしいな。ひとりで残されたら、きっと寂しいな。助けがくると思っても、怖こわくて心細くて、泣きたくなるだろう、きっと。自分が、そうであるように。

　でも、このままでは。

「おい。……こら、とおる、きこえてるのか…！」
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　融は頭を搔かいた。

「気がついたら山荘で寝ねていたから、ほんとに何があったのかいまでもよくわからないんだよなぁ」

　ただ、珠貴が。篁様が、融様を助けたのですよと、言った。珠貴は嬉しそうだった。篁に同い年の友人ができたことを喜んで、無事でよかったと何度も何度も繰くり返していた。

「きっと、篁がひとを呼んできてくれたんだろうなぁ。しかも俺、落ちた拍ひよう子しに足をくじいて、高い熱を出して二日ばかり寝込んだんだ。だから、いまでもあいつはそれを持ち出しては、鈍どんくさいと攻こう撃げきの種に……という話がしたかったわけじゃなくてだな」

　脱だつ線せんした自分の思考を慌てて修正し、融は本筋に戻った。

「そんな頃ころから、まぁ鈍くさかった俺のために篁は手を貸してくれてたので、最後くらいはあいつのために何かしたいじゃないか」

　せめて、名めい誉よ挽ばん回かいをしたいところだ。あまりちゃんと挽回はできない気もするが。何せ篁はあのあと、不器用で鈍くさかった融に色々なことを教えてくれたし、助けてくれた。

　いまではそれなりにそれなりに万ばん事じをこなせるようになったが、それとて競争相手がいて張り合いがあるからだ。

　だからと、融は笑った。

「俺にできることを、したいんだ」

　こともない風ふ情ぜいでそう断言する融を見つめて、燎琉は静かに瞑めい目もくした。

　───その性状は、清せい廉れん潔けつ白ぱく。是ぜ非ひ善悪を正しく認め、決して誤ることのないという。

　破軍の傍かたわらにあるのに、これほど相応ふさわしい星があるだろうか。

　できることを、と、彼は言う。篁のためにできることを。彼にしかできないことを。

　人の橘として生を受けた者は、身近に在る他者の禍わざわいをその身にかぶる宿命を持つ。しかし橘姓せいを持つ融には、その宿命は当てはまらない。

　彼がいだいた星宿は、血の宿命など遥はるかに凌りよう駕がするからだ。

　北ほく斗と七しち星せい第五星、廉れん貞じよう星。それが、彼の魂たましいの星。

　地上に降りた破軍星を。制するために、守るために、鎮しずめるために、癒いやすために、抑おさえるために、そして導くために。北斗の星々は破軍の近くに配される。

　その星宿は、破軍がある限り変わらない。少なくとも、破軍星たる篁が生きているうちに、彼を取り巻く北斗七星が落ちることはあってはならないはずだったのだ。

　にもかかわらず、廉貞星が消えかかっている。さらに、いまひとつ、破軍を癒す星がついえようとしているのだ。

　修しゆ験げん者じや太慎の術は、融の存在を篁の許もとから奪うばい去るものだ。太慎の真意は彼を殺あやめることではなく、朱焰の傍らに星を動かすことか。

　魂の半分を失った朱焰の欠落した箇所を、補うために。

　それを阻はばむために影かげを害すれば、その傷はすべて融自身に負わされる。影を討うてば融が討たれる。影を斬きれば融が斬られる。

　誰だれにもあの影えい魂こんは止められない。冥めい官かん小野篁であっても、神じん器ぎをもって攻撃すれば、それはそのまま融にはねかえり、影魂自体にはなんの損傷も与あたえられないのだ。

　そして、篁はそれを知っている。だから彼は、影魂には手をくだせない。

「……橘融よ」

　厳おごそかな問いかけが、なされた。

「篁のためにお前ができることが、ひとつだけある。お前にしかできないことだ」

　融は瞬まばたきをひとつして、燎琉を見あげた。

「だがそれは、篁の心を裏切る所業。───それでもお前は、是ぜとするか」

　緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きに吞のまれて、陸幹が息を詰つめる。

　融は頷うなずいた。

「これ以上足手まといに、なりたくないんだ」










　閻えん羅ら王おう太たい子し燎琉は、庭に出て星のない空を見上げていた。

　冥界には陽ひの光は届かない。天に月も星もなく、ただ永えい劫ごうの闇やみだけがそこにあった。

　彼の傍らには、禁きん鬼き雷信が控ひかえていた。

「……篁は…」

　言い差して、燎琉は苦いものを含ふくんだ笑えみを浮うかべた。

「私を恨うらむな、おそらく」

　雷信は沈ちん黙もくを返す。そんなことはないとは、言えなかった。彼は篁のそばにあり、彼の性状を誰よりもよく知っていた。

　融の語った昔語り。燎琉とて常に篁の様子を見ていたわけではないから、そこで何があったのかを知る由よしもない。

　融はいうのだ。一番最初に助けてもらったから、そのままずっと助けられぐせがついてしまった。このままだと死んだあともずっと助けられっぱなしになりそうだから、死ぬ前に逆に篁を助けてもいいはずだ、と。

　彼は知らないのだ。

　傍らに在って、どんなにひどい物言いをされて、ぞんざいな扱あつかいを受けて、それでも変わらず笑っている融の存在が、どれだけ篁の心の支えになっているのかを。

　破は滅めつを招く破軍星が、闇に染まらずあの世界に踏ふみ止とどまるための礎いしずえとして、生きて篁とともにいるだけで、彼はその責を充じゆう分ぶん担になっている。それは、ほかの誰もできないことではないか。

　融は陸幹とともに人界に戻もどった。彼の身を案じた陸幹が、自ら護衛を志願したのである。燎琉はそれを許した。

　代わりに雷信は、いま冥界に在って燎琉の傍らで沈黙している。

　背後に控えた雷信を肩かた越ごしに一いち瞥べつし、燎琉は彼が何を考えているのかを思った。

　人は皆みな、転てん生せいの輪廻りんねの中にあって、さだめられた生をまっとうする。そのさだめに従って、鬼き籍せき帳に名前が記されるのだ。

「………楓の名が、鬼籍帳に刻まれた」

　雷信がはっと息を吞んだのが気配でわかった。

「篁には、まだ報しらせるな」

　篁は、冥官として働く代わりに楓の延命を見返りとして要求している。彼が生きるためには、楓の存在もまた必要不可欠なのだ。

　だが、篁自身はそんな宿命の鎖くさりなどは知らない。彼の心は別の想おもいに縛しばられている。

　雷信から視線をはずして、燎琉はそっと嘆たん息そくした。

「あれは、いつ知ったのだろう。雷信よ、お前ならば知っているだろう」

　禁鬼はついとうつむいた。彼の手が顔の上半分を覆おおう仮面に添そえられる。仮面をはずした雷信の唇くちびるから、抑よく揚ように欠ける声が発された。

「…………確か、十の頃、陸奥むつに赴ふ任にんの決まった父と右大臣の話を、偶ぐう然ぜん立ち聞きしていた」

　金こん色じきの長い髪かみが、彼の素す顔がおを隠かくしている。彼が仮面をはずしたのを気配で察した燎琉は、振ふり返らない。

「……そうか」

　燎琉は目を閉じた。

　では篁は、八年間、知らぬふりをしてきたのだ。

　だから彼は都を離はなれた。そして五年の歳月を経て戻ってくるまで、彼の心は乱れていたのに違ちがいない。

　戻ってきたということは、すでに心を決めたということだろう。

「いやになるほどたくさんの重荷を抱かかえて、それでも篁は立ち向かわなければならない。それがさだめ」

「さだめならば変えられるだろう。だが篁が背負うのは、運命ではなく宿命の重さだ」

　普ふ段だんとは語調のまったく違う雷信の言を受け、燎琉は目を開いた。深い色の瞳ひとみが鋭えい利りにきらめく。

「ならば問おう。転生の輪をはずれ鬼おににその身を堕おとしたお前に」

　雷信の肩かたがぴくりと反応する。

　冥王直属の異い形ぎよう、禁鬼。彼らは元は、人間だった。しかし、本来ならば転生の輪廻に従うべきところで、彼らはあえてその道をはずれ異形に身を堕としたのだ。

　禁鬼たちに転生の道はすでになく、命を落とせば魂は霧む散さんして消え、あとには何も残らない。

　それを知っていてもなお、彼らにはしなければならないことがあり、宿命の鎖を自ら断ち切る意志があったのだ。

「後こう悔かいは、ないか」

「ない」

　一いつ瞬しゆんの迷いもなく、彼は断言した。

「あるはずはない。次の生も何もかも擲なげうって、それでもただひとつとさだめたこの意志をくつがえすことなど、決してありはしない」

　再び仮面で顔を覆い、雷信はこうべをもたげた。

「そのために、得られるはずだったすべてを俺は、捨てたのだから」
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　昔の夢を見たのは、もしかしたら予感があったからかもしれない。

　邸やしきに戻った篁は、着き替がえもせずに柱にもたれ、自分の右手を見つめていた。

「………もう、十三年、か…」

　橘家の宇治の山さん荘そうで、やたらと鈍どんくさい子どもと初めて顔を合わせた。

　脈打つような痛みに顔をしかめて、投げ出した左手を一瞥する。瑠る璃りの破片で切れた皮ひ膚ふに、新たな血がにじんでいた。無意識に動かしてしまうから、治りが遅おそいのだ。

《篁様、傷の手当てを》

　篁は目をしばたたかせた。

「雷信か。融はどうしている」

《邸で休んでおいでです。参さん内だいまではまだ猶ゆう予よがあります、少し眠ねむられたほうが》

　緩かん慢まんに頭かぶりを振って、篁は深く息を吐はき出した。

「いい。……眠ったら夢を見そうだ」

　それも、とびきりの悪夢を。

　右手で目め許もとを覆って、篁は浅い呼吸を繰くり返す。体は疲ひ労ろうで休息を欲しているのだ。だが神経がささくれ立って頭が休まらない。閉じた瞼まぶたの裏に幾いくつもの情景が流れては消える。

　朱焰の凄せい惨さんな妖よう気きを思い出し、倒たおれた楓の姿が浮かんだ。

　一年前にあの悪鬼に破られた結界は、閻羅王太子燎琉の助力を得てさらに強固なものになっている。この中にいれば、楓は安全だ。

　そう信じたいのに、それではだめだと頭のどこかで警けい鐘しようが鳴っていた。

　そばに置かなければ危険に遭そう遇ぐうすることもない。楓も、融も、篁の近くにいるからこんな目に遭あうのだ。

　彼はぐっと唇を嚙かんだ。

　だからあれほど、首を突つっ込むなと再三いったのに。いつ危険が降りかかるかわからない、徒ただ人びとのお前には何もできないのだから、しゃしゃり出るなと、何度も、何度も。

「………っ」

　手立てはないと、燎琉は断言した。融の命は影かげに取って代わられる。

　諦あきらめてはいけない。刻限までに影えい魂こんを捕とらえて、太慎と朱焰を倒すのだ。そうすればきっと、活路を見み出いだすことができるはず。

《───篁様》

　目許を覆った篁が休んでいるのかと気き遣づかう声だ。彼は静かに返した。

「どうした、清嵐」

　井上探たん索さくを命じた禁鬼たちが、戻ってきたのだ。

　隠おん形ぎようした清嵐と万里は、完全ではないもののある程度は回復をみせていた。禁鬼たちは総じて治ち癒ゆ能力が高い。だが不死ではない。

　篁は、この借り物である禁鬼たちにも傷を負わせることを好まない。自分のために他者が傷を負うなど、二度とごめんだった。

　朱焰は強い。奴やつを倒すまでは禁鬼たちの助力が必要だ。だから彼らを従えているだけのことで、決着がついたらすぐ冥めい府ふに送り返すつもりだった。

　篁の不ふ遜そんな物言いの裏にあるそういう感情を、閻えん羅ら王おうと燎琉は正しく読み取っている。それがわかるから、篁は癇かんに障さわって仕方がない。

　我がを張りたいわけではないが、弱みを見せるのは真っ平ごめんだ。

《申し訳ありません。井上も修しゆ験げん者じやも、気配が途と切ぎれて……》

　そうかと呟つぶやいて、篁は息をついた。

　朱焰にくみしたならば、あの鬼の妖気に守られて巧こう妙みように姿を隠すことなど造作もない。奴らが自ら出てこなければ、居場所を突き止めることは困難だった。

「井上の狙ねらいは主上おかみだ。内だい裏り周辺に向かえ。異変は細大漏もらさず伝えるように」

《御ぎよ意い》

　清嵐と万里の気配が消える。禁きん鬼き雷信はごく近くに控ひかえているが、呼ばなければ姿を見せない。残る玻凛と炯華は楓の護衛を任じてあるため、邸の敷しき地ち内にいるが正確な場所はわからなかった。

　じきに夜が明ける。雷信のいうとおり、少しでも休んだほうがいい。そうわかっているのに、神経はますます研とぎ澄すまされささくれ立っていく。

　こんな状態では、敵と対たい峙じしたときに失態を犯おかす。

　自分自身をそう叱しつ咤たして、篁は何度も深呼吸した。

　大だい丈じよう夫ぶ、まだ大丈夫だ。運命は変えられる。くつがえすことができる。

「………兄様」

　篁ははっと息を吞のんだ。

　慌あわてて視線をめぐらせると、青白い顔の楓が、手て燭しよくを持ってたたずんでいた。

　反射的に立ち上がって、篁は声を荒あらげた。

「楓、こんな遅くに何をしている。体に障るぞ、早く寝しん所じよへ……」

　冬の夜は忍しのび込む冷気で身を凍こごえさせる。ただでさえ弱っているのに、休まなければならない時間に歩き回るなど、もってのほかだ。

　楓は一歩を踏ふみ出そうとして、ふいに足をもつれさせた。持っていた手燭を取り落としそうになるのを、篁が寸前で摑つかまえ、同時に楓の体を受けとめた。

「ばか、言わないことではない」

　叱しつ責せきを受けた楓はかすかに顔を歪ゆがめると、篁の顔を両手で包むようにした。

「兄様、どうなさったの」

　冷たい指が頰ほおに触ふれている。楓の瞳が不安をたたえて揺ゆれているのを見て取り、篁はとっさに言葉を失った。

　楓は篁の衣ころもにすがるようにして、何度も目をしばたたかせた。

「夢を見たのです。幼い頃ころの夢で、兄様が……」

　膝ひざを抱えてうずくまっていた。

　どうしようもないほどに胸が痛んだところで目が覚めた。夢だとわかってからも、焦しよう燥そうは消えず、じわじわと不安が広がって。たまらずに彼女は、篁の許までやってきたのだ。

　篁は、返す言葉を探しあぐねていた。唐とう突とつに膝の力が抜ぬける。かくりと砕くだけた膝を床ゆかについて、ともに腰こしを落とした楓の面おも差ざしから目が離はなせなかった。

　冷たい指が頰に触れている。本当に冷たいと思うのに、それでもその指は確かに血が通っていて、彼女の生きている証あかしを伝えてくれるのだ。

「ひどい顔をなさって……、いったい…」

　手燭を置いて、篁は息を詰つめた。

　彼女は何も知らない。だから、何もいうことはできない。それでも。

　篁は無言のまま、楓の肩かた口ぐちに自分の額を預けた。

「兄様……？」

　楓の声が耳の近くで響ひびいても、彼は何も答えなかった。

　ただ、手のひらを握にぎりこんで。瑠璃の破片で切った傷を、自傷するように強く強く握りこんで、胸のうちの、もっとも深い場所で叫さけんでいた。

　俺のせいだ。

　楓が弱っていくのも、融が危険にさらされるのも。

　すべて、俺のせいなのだ。

　どれほど己おのれを責めても、足りるということはない。

　彼の背負う破軍の宿命は、彼に近しい者たちを破は滅めつに導き追いやっていく。

「…………」

　息を殺す篁の頭に、楓はそっと指を添そえる。

　兄は、自分の肩に額を預けたまま動かない。ひとことも発せずに、楓に寄りかかっているだけだ。

　それだけで楓は、篁がどうしようもなく追い詰められているのだということを察した。

　篁は何もいわない。しかしその頼たよりない姿が、ここにいてくれと訴うつたえている気がして、楓はずっとされるままになっていた。

[image: ]

　いつも自信にあふれた兄がこれほど頼りない姿を見せられるのは、きっと自分に対してだけなのだから。
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　寿じゆ命みようをまっとうした人の魂たましいは、冥界に向かう。

　さだめられた転生の輪に従って再び新たな命を得るまで、冥界にとどまるのだ。

　しかし、転生を許されない魂もある。悪行を尽つくし、穢けがれた魂は冥界の最下層に落とされて、悪鬼の姿に成り果てる。そうして苦行を重ね穢れを浄じよう化かするまで、生まれ変わることはできない。

　朱焰は、そんな冥界の奥底に、人界につながる道をこじ開けた。

　道はすぐに閉とざされてしまう。閉ざされればまた新しい孔あなを穿うがって、人界に異い形ぎようを解き放つ。

　都を守る天孫の後こう裔えいは、悪鬼怨おん霊りようを取り除くために力を削けずる。内裏を守る結界を持続させる力を徐じよ々じよに削り、帝みかどの命を消しよう耗もうさせるのだ。

「破軍星、小野篁は」

　朱焰の言葉に、太慎が無造作に顎あごをしゃくった。

　井上と、驚おどろくべき速さで融の姿を写し取っている影えい魂こんがたたずんでいた。

「橘融や、そなたは内裏に自在に出入りできる。そして、帝のそば近くまで伺し候こうすることを許された身じゃ」

　影魂は表情の抜け落ちた顔でそれを聞いていた。

　井上の赤い唇くちびるに、残ざん虐ぎやくな笑えみが浮うかんだ。

「ゆくがよい。ひとのふりをして帝に近づき、太刀たちで奴の素っ首、搔かき斬きって参れ」

　そのあとに、その場で自らの胸をついて自害というのも趣しゆ向こうとしてはおもしろい。今きん上じよう帝ていの皇后は橘氏の出自。橘氏に反逆の意ありとされ、皇后位を剝はく奪だつののちに一族郎ろう党とう処しよ刑けいとなるだろう。

　喉のどの奥で笑う井上を、太慎が制した。

「廉れん貞じよう星を落とす気か。朱焰の助力とするためにあの星に術をしかけたのだぞ」

「我わが君の御おん名なを呼び捨てるとは、無礼者！」

　かっと目を見開いて、井上が太慎を一いつ喝かつする。そうして、両の眼めを不ふ穏おんに輝かがやかせた。

「妾わらわはそなたを信用してはおらぬ。妾が信じる方は、我が君のみじゃ」

　生前、夫である光こう仁にん帝でさえも彼女を疑ったのだ。彼女が誰だれ一人ひとり信じなくても無理からぬことだった。

「だが、廉貞星を落とせばその『我が君』が困るのだぞ」

「黙だまりや！　これはまたとない手て駒ごまじゃ、憎にくき桓武の血を絶やすための……」

「井上」

　陶とう然ぜんと微笑ほほえむ彼女を遮さえぎって、異い貌ぼうの鬼おにが手をのばした。

「お前の気持ちもわかるが、ここは太慎の手しゆ腕わんを見ようではないか」

　朱焰とて太慎に心すべてを許したわけではない。

　一年ほど前に突とつ然ぜん現れて味方だと名乗った怪あやしい修しゆ験げん者じやだ。理由を問えば、この世にあきたとふざけたことをいい、さらに追つい及きゆうすれば、大切な者を失ったからだと告げた。

　失なくした者はもう戻もどらず、だからこの世に未練はないと。

　女かと問えば、沈ちん黙もくがあった。それ以上は訊きかず、彼がそばにあることを許している。

　朱焰も何かを失った。ずっとずっと昔に、代えがたい者を持っていたはずだった。それを奪うばわれたのだ。だから鬼に堕おちた。

　朱焰の脳のう裏りに、小野篁の妹、楓の姿がよぎった。

　恨うらみと憎しみに焼かれた彼の心は、ひとであった頃の記き憶おくを闇やみの中に捨て去った。だが、焦こがれるように誰だれかを欲している。

　冥界につながる道を穿ち、かの界に留とどまってはいまいかと捜さがしたが徒労に終わり、はるか昔の魂などとうの昔に転てん生せいの輪廻りんねに従ってしまったのかもしれないと思い当たった。

　懐なつかしい光を、朱焰は楓の中に見た。焦がれているのはあの光か。ではあれは誰だ。

　わからない。

　堂どう々どう巡めぐりだ。

　ひとの魂が終わりのない転生の輪廻にあるように、彼の心もまた尽きない想おもいに囚とらわれている。

「………廉貞の魂が、我が許もとにあればよい」

　朱焰は影魂に向けて手を掲かかげた。

　必要としているのは星宿。影かげのなす姿形ではない。一方の井上が欲しているのは融の姿形だけで、魂ではないのだ。

　太慎が錫しやく杖じようを振ふった。しゃんという金属音が鳴り響く。

「ならば、廉貞星の姿と魂を分かとう。だが、抜け殻がらのままでは影は動かぬぞ」

　どうするつもりかと目で問われた井上は、口元を扇おうぎで覆おおうと静かに嗤わらった。

「妾を誰だと思うておるのじゃ。妾に従う可愛かわいい子らは、いくらでもおるぞえ」

　彼女の身にまといつくような、黒い瘴しよう気きがある。それらをいとおしむように撫なでて、井上は扇の先を影の喉のど元もとにつきつけた。

「今上の首、獲とってきや……」
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　参さん内だいした篁が帝の御ご前ぜんに伺候したのは、中なか務つかさ省しようでの職務を終えたのち、夕刻に差しかかった頃ころだった。

　季節がら、日が落ちるのは早い。仁じ寿じゆう殿でんは斜ななめに射さしこむ西日で眩まぶしいほどだ。

　西側に日よけの几き帳ちようを配し、幾いく人にんかの若者たちに囲まれて、今上帝は機き嫌げんがよさそうだった。

　参上した篁の姿を見て、最初に声をあげたのは兵ひよう部ぶ卿きよう宮家嫡ちやく男なんの将まさ義のりだった。

「ああ、篁。いま主上おかみとお前たちの話をしていたところだ」

　篁は薄うすく笑った。

「それは怖こわいな。いったいどんな話をしていたのやら」

「悪い話ではないさ。融の結けつ婚こんがついに決まったというので、どんな祝いをしてやろうかという相談だ」

　とりなすように手を振って、鷹たか司つかさ守もり継つぐが帝に同意を求めるように目を向ける。

　三み十そ路じを過ぎているようには見えない今上の帝が、若々しい面おも差ざしに微び笑しようをのせてそれに応こたえた。

「それと、傷心の貴仁をなぐさめるための宴うたげを催もよおすのだそうだよ」

　それまでがくりと肩を落としてい貴仁が、たまりかねた風ふ情ぜいでわめいた。

「主上！　もうこれ以上は勘かん弁べん願います！」

　ここで一同がどっと沸わいた。

　今上のそば近くに腰こしを下ろし、篁は苦く笑しようした。この帝は気さくな人ひと柄がらなので、私的に若者たちが集まるのを好む。さすがに同席というわけにはいかないが、一段高い畳たたみに腰を下ろしているだけで、手をのばせばすぐに届く箇か所しよにおわすのだ。

　上機嫌で笑っていた帝は、篁の隣となりにいつもいるはずの姿がないのを不ふ審しんに思った。

「篁侍じ従じゆう、融少将の姿が見当たらないが、どうしたのだろう」

　内々に決まったということになっているが、嘉智子と右大臣が完かん璧ぺきに画策したおかげで、もはや融と彩乃の結婚は公然の事実であった。今上にとっても、弟のように思っている融の慶けい事じだ。心から喜ばしく思っているところだった。

「は……」

　篁は困ったような目で笑った。

「昨晩我が家を訪おとずれたのち、帰き邸てい途と中ちゆうでどうやら行き触ぶれにあったとのこと。……大方、ぼけっとしていて異形のものにでも遭そう遇ぐうしたのでしょう」

　障さわりがあってはならないからと、参内を控ひかえる旨むねを使いが報しらせて参りました。

　一同は残念そうに顔を見合わせた。今日会ったらからかってやろうと、みな待ち構えていたのだ。

　意気消しよう沈ちんする将義たちに、篁は思し慮りよ深げな顔を向けた。

「…………というのは表向きで、おそらくお前たちにはやし立てられるだろうと考えて逃にげ腰になっているんだろう。あまりいじめないでやってくれ」

　なにせ、一目瞭りよう然ぜんだったくせに自分では自分の想いにまったく気づかず、皇后様が業ごうを煮にやして周りを巻き込みことをなすまでほけほけしていたような奴やつだから、逆にこの急展開にうろたえているんだ。

　すました顔で澱よどみなく断言する篁の言いぐさに、たまらなくなった守継が吹ふき出した。

「あははは、確かにな。融は奥手というか、結構鈍にぶかったからなぁ」

「その隙すきに、その隙に俺はなんとかならんものかと、努力していたというのに…っ」

　泣き出さんばかりの貴仁の肩かたをたたき、将義がなぐさめ口調で言った。

「まぁまぁ。ほら、お前だったらいい姫ひめがよりどりみどりだ、この悲しさを糧かてに明日の出会いに向けて生きろ、な」

「そうだぞ貴仁。なに、女は彩乃だけではない」

「お前たち、お前たち、他人ひと事ごとだと思って……！」

「ま、実際他人事だな」

　腕うでを組んで調子を合わせる篁に、貴仁は矛ほこ先さきを向けた。

「そういう篁は、どうなんだ」

「なに？」

「小野侍従殿どのがどんな誘さそいにもなびかないのは、心に秘ひめた意中の姫君があるからだと、もっぱらの噂うわさだぞ」

　己おのれの失しつ恋れんを肴さかなにされていた貴仁は、逃げたくて仕方がない。彼らが話していたというのはこのことだったのだ。

　この話題に守継と将義が食いついてきた。

「そうそう、俺も聞きたい」

「俺もだ。どうなんだ、篁。融の吉きち事じに合わせて、お前も決まりましたということになったりしないのか」

　三人とも興味津しん々しんの体ていで身を乗り出してくる。

　篁は扇の先を顎あごに当てて、思案するそぶりを見せた。そして、涼すずやかに笑う。

「───さて。恋こい路じをへたにさえずれば、いたずらな風が瞬またたく間に広めてしまうゆえ、どうぞご容よう赦しやを」

　悠ゆう然ぜんと受け流し、扇を開いて顔を隠かくす。

「…………なんてな、いまはそんなことを考えている間がないだけだ」

　音を立てて扇を閉じると、篁は大おお仰ぎように息をつく。

「どこぞのどなたかも、その辺りで面おも白しろそうに聞き耳を立てておいでだ。へたに浮うき名なを流されても困るしな」

　息をひそめて様子を窺うかがっていた女官たちが、慌あわてて自分の仕事に戻っていく。

「確かになぁ」

　完全にはぐらかされた将義たちは、それ以上追つい及きゆうすることをやめた。あまりしつこくすると気を悪くするだろう。本気で食い下がってもいいのだが、せっかくの楽しい気分に水を差しそうだ。

　彼らもそろそろ本腰を入れて将来を考える歳としになってきた。その先せん陣じんを切ったのが融だ。嬉うれしくもあり、ほんの少し寂さびしくもあり。

　傷心の貴仁はともかく、守継には通う姫がいて、将義は以前楓に文ふみを送ったこともある。だが色よい返事が得られなかったので、いまは別の姫君に心を寄せている最中だった。

　そんな中で、篁にだけは浮ういた話がない。さてはひと目を忍しのぶ相手なのかと、各おの々おの考えはするものの、あえて口にはしなかった。

　篁は居住まいを正した。

「ところで、この篁、主上に折り入って相談したき儀ぎがございます」

　人ひと払ばらいをと願い出る篁の様子に、込こみ入った話のようだと察した三人は席をはずした。

　完全に人の気配が遠のいたところで、篁がようやく口を開く。

「主上、……いえ、神かみ野の殿」

「あえて神野と呼ぶか。どうした」

　倭やまとを統すべる今きん上じようの帝みかどではなく、強大な霊れい力りよくを具そなえた術者神野の顔になり、彼は厳おごそかに尋たずねた。

　篁は先ほどまでの柔やわらかい物腰から一変し、緊きん迫ぱくした様子で口を開く。

「異い貌ぼうの鬼おに朱焰と、皇家にあだなす井上の怨おん霊りようが、融を襲おそい影かげを奪うばいました。いずれ井上が帝を襲しゆう撃げきしてくるかと」

「して？」

　手にしていた扇おうぎを開いて、帝はつづきを促うながす。

「刻限までに影を奪い返さねば、融の命がついえます。井上をおびき出すために、神野殿の姿をお貸し願いたい」










　翌日、今上が突とつ然ぜん伊い勢せに下向することが決まった。

　それも数日のうちに。

　帝の気まぐれであるということだが、それに振ふり回される側はたまったものではない。

　邸やしきで女によう房ぼうからそれを聞かされた融は、思い当たることがあって思案顔をした。

　体力はじわじわと落ちている。昨日は起き上がって庭に出ることができたが、今日はそれも難しくなっていた。

　突然の病に、家族たちはひどく心配していた。しかし本当のことをいうこともできず、何があったのだとしつこくしつこく尋じん問もんされた。

　突然の事態で気が動転して落ち着かず、胸の奥が絶えず早はや鐘がねを打っていて鎮しずまらないのだ、と破れかぶれで言い立てたら、ああなるほど、とすんなり納なつ得とくされてしまった。なぜだろう。

「恋こいの病で亡なくなる方もあるというが……」

　ああそういえば、恋こい焦こがれるあまり心が体を抜ぬけ出した女房がいたなぁとぼんやり思い出した。

　帝の出立は、早ければ明日だという。実に性急な話だ。

　融は息を吸い込んだ。文ふ机づくえの上に置かれた瑠る璃りの小こ瓶びんを一いち瞥べつする。

　それは、昨夜送ってくれた陸幹がくれたものだ。中身は桃ももの薬酒だということだった。飲めば、少しだけ動けるようになるだろう、と。

　主上おかみの下向。それを画策したのは、おそらく篁だ。

　井上は今上の血筋を根絶やしにしたいのだ。しかし、結界と橘たちばなに守護された内だい裏りにいては手が出せない。だから逆に、わざと帝を都の外に配し、罠わなを張ったのだろう。

　帝は下向の際、東ひがし山やまの奥にある寺にも参拝するという。

　横になって天てん井じようを見上げた融は、小さく笑った。

　東山。仇あだし野たる鳥辺野の東にある寺だ。───できすぎだよ、篁。

「お前が、主上に頭を下げたのか……」

　あのお前が。自分のために、矜きよう持じを曲げて、意志を曲げて、主上を巻き添ぞえにしたのか。

　確かにあの方ならば、徒ただ人びとほどの危険はないだろう。たとえ井上自身が襲撃してきたとしても、自らの力でそれを退けられる。

　それは、自分には決してできないことだ。

　自分の両手を見つめて、融は唇くちびるを引き結んだ。

　できることのない自分に、燎琉が言った。お前にしかできないことだと。

　だったら俺は、そのただひとつを必ず成し遂とげよう。

「だから篁。あんまり、無理するなよ……」

　思い出したいことがある。せめてこれだけはと思うこと。

　一番最初、最初の最初に自分は篁にそれはもう迷めい惑わくをかけたのだという。

　あとをついていって、崖がけの下に落ちて。

　覚えているのはそこまでで、そのあとは天井を眺ながめていた。

　その間に何があったのか、できることなら思い出したい。それで、ちゃんと思い出したあとで、いうのだ。

　迷惑かけて、ごめんな、と。










　帝の下向には大勢の供が付き従う。

　全員を引き連れて山の奥に向かうわけにもいかなかったので、今上は数人の供だけを連れて寺に参じた。

　輿こしに乗ってのゆるやかな移動だ。寺に着いたときには日が暮れかかっていた。出立自体も昼過ぎだったので、それはある意味予定通りだったのかもしれない。

　夜半過ぎ。

　宿しゆく坊ぼうに急きゆう遽きよしつらえられた御み帳ちように入っていた帝は、ぬるい風を感じた。

「……主上」

　よく聞き知った声が、格こう子しの向こうからかけられた。

　袍ほうを肩かたに羽織った帝は、静かに御帳を出た。室内に人影は見受けられない。宿直とのいの者もないとは明らかに不自然だったが、帝は気にしたふうもない。

　ようやく姿を見せた下弦の月が、格子の向こうに控ひかえる者の影を映す。帝は妻戸の付近まで移動した。

　それを追って人影も足を進めてくる。帝が止まると、人影も止まった。

「……こんな夜中に、何かあったのか」

　静かに尋ねると、聞き慣れているがどこかに違い和わ感のある声こわ音ねが返ってきた。

「実は……これから起こるのですよ！」

　格子の向こうにある影が腰こしに佩はいた太刀たちを瞬しゆん時じに抜き放ち、袈け裟さ懸がけに斬きり下ろす。格子ごと帝を叩たたき斬ろうとしたのだ。が、それを予測した帝は袍の袖そでを通しながら後あと退ずさって剣けん撃げきをかわす。

　体当たりで格子を破は壊かいした影が飛び込んできた。太刀を引っさげ能面のような顔で帝を凝ぎよう視しする面おも差ざしは、橘融のそれだ。

「融…！」

　驚きよう愕がくする帝に向けて、嗤し笑しようを顔に貼はりつかせた融は剣を振りかぶった。右う近こん衛え府ふに橘少将ありと謳うたわれる彼の剣技は、時に神かみ業わざと評されるのだ。

「何をする！」

　帝が声を荒あらげた。剣を持つ融に対し、帝は丸腰、太刀打ちできない。

　それでも剣撃を必死によけて活路を探す帝を、融はあえて遊ばせているふうだった。すぐに殺してしまっては面おも白しろくないからだ。

　中空に漂ただよってその光景を見つめていた井上は、胡う乱ろんげに眉まゆを寄せた。

「…………妙みようじゃ」

　これだけの騒さわぎになっているのに、なぜ誰だれも駆かけつけてこないのか。そもそも、帝がたったひとりでいることがおかしい。お忍びならまだしも、それでも宿直も従者ずさもいないとは。

　融の剣に追い立てられて、帝が外に飛び出してきた。

　草地にまろぶようにして降り立った帝は、月光を受けて長い影を作る女の姿を宙に見み出いだす。

　振り仰あおいで自分を認めた男の顔を見た瞬間、井上の心は憎ぞう悪おに埋うめ尽つくされた。

「山やまの部べ……！」

　それは、今上の父桓武帝ていが、帝位につく前に呼ばれていた名だ。

　彼女と息子むすこ他戸王を死に追いやった憎にくき怨おん敵てき。この男を手にかけるために、彼女は長いときの中を彷徨さまよう瘴しよう気きに吞のまれていたのだ。

「死にや！」

　手にしていた扇を開いて横に薙なぎ払はらう。

　漆しつ黒こくの扇が一いつ閃せんし、驚愕を顔に張りつかせた帝の首を撥はね飛ばした。

　血ち飛沫しぶきが舞まった。夜よ闇やみに鉄てつ臭しゆうが広がっていく。

　転がった首と倒たおれる胴どうとを交こう互ごに見やり、井上は高らかに哄こう笑しようした。

「思い知ったか山部、妾わらわと他戸からこの倭やまとを奪うばった盗人ぬすつとよ！　それ、影かげよ。その太刀で忌いま々いましいその体を切り刻んでしまえ、獣けものの餌えさにしてくれるわ……！」

　融の姿を生き写した影えい魂こんが、無表情で太刀を振り下ろす。

　ざっと風が吹ふき、流れた雲が月の姿を隠かくしたとき、鋭えい利りな声が響ひびいた。

「────悪あく趣しゆ味みだな」

　井上ははっと周囲を見み渡わたした。

　寺が、なくなっている。それだけではない。彼女が倒したはずの帝みかどの遺体も、飛び散った血飛沫も、宿坊も何もかも。

　あるのは、竹林の中に開けた草地だけだ。

　再び風が吹く。

　竹林の中ひそんでいた小野篁が、「破軍」を構えていた。
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　急遽決めた伊勢下向を、出立してすぐに取りやめた帝は、不平不満を感じているもののそれを決して口に出せない臣下たちの抗こう議ぎの視線を受けていた。夜半過ぎだというのに、周囲には上かん達だち部めたちが勢せい揃ぞろいしている。

　そろそろ解散すればよいのにと、帝はそっと嘆たん息そくした。

　彼は滅めつ多たにそんな無む体たいな真似まねをしない。下向を取り決めたのが急だったので、その準備でせわしなく、無理が祟たたって都を出てすぐに不調を訴うつたえただけのことだ。

　帝の不調とあっては天下の一大事である。あわただしく下向の準備をなんとか調ととのえた矢先に中止となっても、口に出してそれを責める者はいないだろう。

　おかげで計画の狂くるった臣下たちが急遽召しよう集しゆうされているわけだが、あっさり体調の回復した帝もかりだされた。これはせめてもの抗議であろう。

　天孫の後こう裔えいで倭を統すべる帝に正面きって文句を言える者はいないだろうから。

　そう思案したものの、いや、と彼は己おのれの考えを改めた。

　篁だったら、堂々と言ってのけるに違ちがいない。それはもうはっきりと、周囲の者たちが青くなるほど鮮あざやかに。

　それが容易に想像できて、帝はそっと苦く笑しようした。

　そうなったら、篁を止めるのは親友である融だ。あの気き迫はくに吞まれない者は、融くらいしかいないのだから。

　年とし嵩かさの参議たちですら言葉を失う迫はく力りよくを、この一年で篁は身につけた。

　飲みたくもない薬を飲まなければならなくなったが、仕方がない。何せあの篁が、自分に頼たのみごとをしてきたのだ。

　だが、自分にできるのはここまでだった。彼自身が出向いて怨おん霊りようたちと対たい峙じするわけにはいかないのだから。

　せめてと思い、東山に影を作り出したが、果たしてあれは役に立っただろうか。










　井上は愕がく然ぜんと篁を見つめた。

　それまであった寺は、宿坊は、供の者たちは。そして、憎き今きん上じよう帝ていは。

　しばらく篁を睨にらんでいた彼女は、やがてわなわなと唇くちびるを震ふるわせた。

「己れ……破軍、そなたの企たくらみか……!?」

　井上と影魂をおびき出すための策さく謀ぼう。帝が動けば、皇家の血筋を恨うらむ井上が必ず動く。ほかの誰かに任せることは決してすまい。彼女は自分自身の手で恨みを晴らそうとするはずだ。

　篁はそこをついた。

　今上の帝は術師神野の顔も持っている。自分を狙ねらう悪あしきものから内だい裏りを守るため、彼は以前内裏とまったく同じ影内裏を創生したことがあった。

　それと同じようにして、帝の影を東山に送り出してほしいと篁は依い頼らいしたのだ。

　それを聞いたとき、影だけでは囮おとりとして力不足だろうと、自らが乗り出そうとした。それを篁は、必死で押しとどめた。必要なのは見てくれだけで、主上おかみがしゃしゃり出るのは筋違いだと、かなり失礼なことをいって。

　いわれた側は渋しぶい顔をしていたが、そんなものは瑣さ末まつなことだ。

「鮮やかなものだ」

　井上と影魂を完かん璧ぺきに騙だましとおした帝の力に脱だつ帽ぼうする。先ほどまでここに存在していた建物は触ふれれば冷たく、御み帳ちようは風に揺ゆれて、帝を映した影はまるで本人がそこにいるようだったのだ。

　首を撥ねられたときは、偽にせ者ものだとわかっているのに胸が冷えた。

　光こう矢しの鏃やじりを井上に据すえて、篁は怒ど号ごうした。

「井上よ、貴様の命運、ここまでだ！」

「黙だまりや！」

　怒いかりに燃える井上が叫さけぶ。そして扇おうぎを一閃させた。

　ふいに、竹林の彼方かなたにおぞましい気配が生じた。それらは瞬またたく間に数を増し、不気味な咆ほう哮こうを発した。

　それがなんなのかを悟さとり、篁は息を吞んだ。

「冥めい界かいにつながる…孔あな…！」

「そのとおりじゃ！　破軍よ、貴様こそここで命尽き果てよ…！」

　篁はちっと舌打ちした。やはり次元孔こうを開けていたのは井上、その背後にいるはずの朱焰か。なんの企みをもってそんな所業に及およんだのかはわからないが、人界に仇あだなすことだけは明白だった。

「万里、清嵐、雷信、次元孔をふさぎ、這はい出た悪あつ鬼きたちの討とう伐ばつに向かえ！」

　三つの気配が瞬しゆん時じに飛ひ翔しようしていくのを感じた。

　玻凛と炯華は楓の許もとにいる。彼ら以外の禁鬼すべてを次元孔に放ち、篁はたったひとりで井上と影魂と対峙した。

「ほう……。妾とこの影魂の相手は、己れひとりで充じゆう分ぶんといいたいのかえ」

　怨霊の双そう眸ぼうが、人間風ふ情ぜいに侮あなどられた怒いかりと憤いきどおりでぎらぎらと光る。

　漆黒の扇で篁を指し示し、彼女は唸うなるように言い放った。

「影よ…。そなたの友を、殺しや」

　血のような赤い唇を歪ゆがめて、井上が凄せい絶ぜつに嗤わらう。促うながされた影魂は、色を得た白はく刃じんをまっすぐ篁に向けた。

　月光を受けた影魂は、もはや融本人と見分けがつかないほどにその姿を写し取っていた。影だとわかっていても、篁の心にかすかな動どう揺ようが生まれるほどに。

「なぁ、篁……」

　篁ははっとした。融の声だ。

　影魂は笑っていた。篁がよく見知った顔で。ひとの好よい、誰だれからも好かれる屈くつ託たくのない顔で。

　そして、聞きなれたものと寸すん分ぶん違たがわない声で。

「俺は本当は、お前が大だい嫌きらいなんだ」
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　最下層にまたもや次元孔が穿うがたれたとの報を受け、閻えん羅ら王おう子じ陸幹は兵士たちとともに現場に急行した。

　今回開いた孔は、それまでとは桁けた違ちがいの規模だった。まるで、冥界最下層にうごめく悪鬼たちすべてを人界に誘いざなっているかのようだ。

「このままでは、大変なことになる……！」

　陸幹の顔が焦しよう燥そうで歪む。最下層に開いた次元孔は、悪鬼たちだけでなく、ほかの階層に留とどまって転てん生せいのときを待っている魂たましいたちにも影えい響きようを及ぼしてしまうかもしれない。

　転生するはずだった魂たちが人界に放たれると、調和が乱されて鬼き籍せき帳が意味をなさなくなるのだ。

「陸幹様、あれを……！」

　兵士のひとりが血相を変えた。

　直径数すう丈じようにも及ぶ漆しつ黒こくの孔があった。風が孔に向かって吹ふいている。

　孔のへりに駆かけ寄り孔奥を睨んだ陸幹は、はるか彼方に異い貌ぼうの鬼おに朱焰の妖よう気きを感じ取った。

　この孔がつながる先に、朱焰がいる。

「く……っ」

　陸幹は地じ団だん太だを踏ふみたい気分にかられた。いま飛び込めば、労せずしてあの悪鬼の許にたどり着けるのだ。

　朱焰はつねに身を隠かくしている。瘴しよう気きをまとって巧こう妙みように気配を断ち、いずこかで策謀をめぐらせているのだ。

　だが、冥王族は故意に人界に干かん渉しようしてはならない。関かかわれば天のさだめに狂くるいが生じるからだった。

　双そう方ほうの世界に関わっても影響の出ない者、それが破軍の宿命を持って生まれた小野篁なのだ。でなければ、いくら霊れい力りよく甚じん大だいとはいえ、人間に冥界との関わりを持たせていいはずがない。

　冥王族である彼は、人間などよりよほど強い力を持っている。その力で篁の手助けができたなら、いまよりもっとずっと彼の背負うものが軽減されるだろうに。

　中ちゆう途と半はん端ぱに関われるから余計に、悔くやしくてならない。

　湧わきあがる感情のうねりを懸けん命めいにやり過ごし、陸幹は兵士たちを顧かえりみた。

「孔をふさぐ。───それと、閻羅王太子に、この件の報告を」










　閻羅王太子は、次元孔の出現を察知していた。

　そして、解き放たれた悪鬼たちに向けて篁が禁鬼たちを派は遣けんしたことも。

　先だって陸幹から受けた報告から、孔を穿っていたのは朱焰だと判明している。朱焰の目もく論ろ見みを推測し、燎琉の目許に険が宿った。

「……捜さがすためか、朱焰よ」

　だが、お前が捜す者はこの冥界にはいない。あれからどれほどの時が経たったと思っている。魂は転生の輪に従って再び人界に降り生を受けた。

　何度も何度もそうやって転生が行われているのだ。お前が仇し野で眠ねむっていた間に。

　眠っていればよかったのに。そうすれば、これほど渇かつ望ぼうすることなどなかっただろう、お前は。

　しかし、燎琉は頭かぶりを振ふった。

「……破軍が再び地上に降りた以上、それは無理な望みだったか」

　小野篁が生まれてしまった。それがすべての宿命を動かし運命の糸をつむぎだしたのだ。

　いま禁鬼たちが、人界に穿たれた次元孔から躍おどり出る悪鬼たちを狩かっている。

　卓たくに据えられた水すい盤ばんにその様が映し出されていた。

　たたえられた水に手をかざし、燎琉はおもむろに口を開いた。

「……雷信」










　扉とびらを叩たたく音に、冥府十君主第一殿でんが主あるじ閻羅王は、手を止めて顔を上げた。

「入れ」

　返答を待って開かれた扉の向こうには、嫡ちやく男なん燎琉の姿があった。

　彼は優ゆう雅がな所作で室内に入ると、静かに扉を閉め、卓の前に進む。

「これより少し出て参ります」

「どこへ？」

　燎琉は卓上の箱に放ほうり込んである書類の中から、一枚を抜ぬき出した。

「この書類を作った者のところまで」

　閻羅王が渋しぶい顔になった。

「篁の許か」

「はい」

　書類を元に戻もどして、燎琉は真しん剣けんな面おも持もちでつづけた。

「私がこれよりなすことは、大たい綱こうに触ふれましょう」

「燎琉」

　父王を遮さえぎるように手をあげて、閻羅王太子は厳おごそかに言った。

「ゆえに、太子としてこの身に与あずかる力のすべてを、置いて行きます。もし私が戻らぬときは、陸幹にすべてを任せたく思いますが、いかがですか」

　決然とした様子に、閻羅王の目許ににじむ険しさが色いろ濃こくなった。

　沈ちん黙もくが流れる。

「────わかった」

　漸ようよう答えた父に、閻羅王太子は軽い笑えみを向けた。

「では」
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　思っていたことがある。

　思っていても、決して口に出さなかったことがある。

　どうしてお前は、いつもいつもそうやって、まっすぐ俺を見てくれるのだろうかと。










「………っ」

　これが偽いつわりの放つ言葉だと、彼は理解していた。

　だが、頭で理解していても、心に突つき刺ささった。

　目に見えて強こわ張ばった篁の表情の変化を、井上は見み逃のがさなかった。妖よう艶えんさを持つ彼女の瞳ひとみが歓かん喜きに染まる。

　あれほど彼女を苛いら立だたせた小こ癪しやくな人間の青年は、いま確かに動どう揺ようしていた。

「なんと、脆もろいものよ……」

　抑おさえようと思っていても、笑いがこみあげてくる。

　神しん弓きゆう「破軍」を構えたまま、小野篁は立ちすくんでいた。

　彼の眼前では、橘融の姿を奪うばった影えい魂こんが太刀たちを携たずさえている。夜半近くに顔を出した月の光に照らされて、その白はく刃じんが青く輝かがやいた。

　篁の足元からのびる影かげが融の足元に届こうとしている。一方の融に影はない。この融自身が、本体から切り離はなされた影だからだ。

　篁は無理やりに自分を立ち直らせた。これはまがいもの、融ではない。

　きっと影魂を睨にらみつけ、篁は押し殺した声で唸うなった。

「……たわけたことを…！」

　出会った頃ころからずっと、融が篁を否定することはなかった。そんな言葉を彼はつむがない。自分がどれほどきつい言い方をしても、ひどい物言いをしても、彼は散々怒おこったあとで、まったく仕方がないなぁと肩かたをすくめるのだ。

　そう、融は。

「……聞こえなかったのか？　お前がいると、俺は困るんだよ、だって」

　太刀の柄つかを握にぎり直して、融は嫌けん悪おをあらわにした。

「お前は、俺に禍わざわいをもたらす。どうして俺が、死ななければならないんだ……！」

　篁の心臓が音を立てて跳はね上がった。「破軍」を握る弓ゆん手でに余計な力がこもって、抑えきれない震ふるえが鳥打ちを揺ゆるがす。

　ぐっと唇くちびるを嚙かんで、篁は己おのれに言い聞かせた。

　落ち着け。聞くな。これはただの影だ、融の本心ではない。

　探さぐりを引き、光こう矢しの鏃やじりを融に向けて、彼はしかし弦つるを放すことができなかった。

　射うてば、融の命が危あやうい。姿を模したこの影魂を傷つければ、融自身にその傷が及およぶのだ。

「くそ……っ」

　じりじりと篁に詰つめ寄りながら、影魂は言い立てた。

「なぁ、聞こえているのか？　聞きたくないことには耳をふさいで目を閉じて、そうやって自分に都合のいいことばかり選んでお前は生きている」

「……黙だまれ…」

「黙らないさ。そうだよ、そうやっていつも俺の言うことを全然聞こうとしない。俺はもううんざりだ、お前のそういうところが」

　のろのろと切っ先を掲かかげて、影魂は太刀を一気に斬きりおろした。

　すんでのところで攻こう撃げきを回かい避ひした篁は、体勢を立て直しながら視線を走らせた。

　井上が中空に留とどまり、彼らふたりの行く末を見つめている。

　その瞬しゆん間かんに太刀がひらめいて篁に襲おそいかかった。

　篁は舌打ちして身を翻ひるがえした。「破軍」から光矢の輝きが失うせ、鳴めい弦げんの音だけが響ひびき渡わたる。

　鳴弦は魔ま物ものを退ける神事だ。しかし、井上はまったく意に介かいさず、さもおかしそうに声を立てて笑った。

「そのような子ども騙だまし、妾わらわに効くはずもなかろうほどに」

　井上は扇おうぎを払はらった。吹ふき上がる風は黄泉よみの瘴しよう気きに彩いろどられ、薙ながれた箇か所しよに闇やみ色いろの亀き裂れつが生じる。亀裂はいびつに広がって、裂さけ目から無数の悪あつ鬼きが身をよじりながら這はい出てきた。

　あとからあとから姿を見せる悪鬼たちは、影魂の後ろに立ち並んでおぞましいうめきを発した。井上はそれを見て満足そうに微笑ほほえむ。

「見や。冥めい界かいの底にはかような鬼おにが無数におる……。なんと憐あわれではないか、これほどに……」

　ついと扇で悪鬼たちを示し、憐れん憫びんの眼まな差ざしを向けながら、井上は笑みを絶やさない。

「そなたの肉ししを欲しておるぞえ。……ひとの肉を食えば、少しは満たされるのじゃろうて」

　闇より冥くらい瞳がきらめき、井上は語気を荒あらげた。

「せめて最さい期ごに、こやつらの願いくらいはかなえておやり！」

　井上の叫さけびが合図だったかのように、篁めがけて悪鬼が一いつ斉せいに飛びかかっていく。

　同時に影魂が叫んだ。

「それくらいは、役に立ってやれよ、なぁ篁……！」

　聞きなれた声が。見慣れた顔が笑っている。篁の胸を深くえぐってなお余りあるほどの衝しよう撃げきが、彼の心に鋭するどい杭くいを突きたてた。

　それでも彼は。

「黙れと言った！」

　激げつ昂こうに引きずられるようにして、彼の全身から霊れい力りよくが迸ほとばしる。神弓「破軍」を構えて、篁は怒ど号ごうした。

「次元孔こうもろともに、貴様が去いね！」

　鳴弦が木こ霊だました。ぎりぎりまで引き絞しぼられた弓から放たれた光矢が向かう先は、中空に漂ただよう井上の眉み間けんだ。

「な…っ」

　井上は瞠どう目もくして無意識に扇を払った。激しい妖よう気きの渦うずが光矢を叩き落とそうとする。しかし、破は魔ま弓きゆう「破軍」の放つ矢は、悪鬼怨おん霊りようを必ずや討うち果たす神じん器ぎ。その矢に込こめられた力には、いかなる魔ま性しようもかなわない。

　漆しつ黒こくの扇を打ち砕くだいた光矢が、井上の美び貌ぼうに突き刺さった。眉間の真ん中を貫つらぬいた矢は彼女の身をのけぞらせ、赤い唇から激しい絶ぜつ叫きようを迸ほとばしらせた。

「ぎゃあぁぁぁぁ！」

　光矢の軌き跡せきでふさがれた次元孔が、無理やりに収縮して突とつ風ぷうを巻き上げる。悪鬼たちが吹き飛ばされてもんどりうつ中、篁は目をかばって腕うでをかざした。

　ふいに、背筋を冷たいものが駆かけ下りた。

　無意識に飛び退すさると、彼の胴どうがあった場所を白刃が薙なぎ払っていた。

「よけるなよ、篁ぁ」

　いっそ楽しげに笑って、影魂がさらに太刀を振ふりかざす。

「一いつ緒しよに剣けんの稽けい古こもしたよなぁ。腕が上がったろう、ほら、見てくれよ」

　耳の近くで風が唸る。切っ先が掠かすめて切断された髪かみが数本、はらはらと舞まった。

　篁の手から「破軍」は消えていた。神弓は魔性のものを倒たおすためのものだ。破軍の矢は、この影魂も消しよう滅めつさせることができるのだ。

　影魂が消えれば融の命はない。反はん撃げきすれば、しただけ融が傷を負う。

「ほら、剣を抜ぬけよ篁！」

　篁は腰こしに神器名剣狭さ霧ぎり丸まるを佩はいていた。しかし、これを抜き放てば体が自然に反応して、影魂の太刀を受け撥ね返し、刃やいばを叩たたき込んでしまうだろう。それだけは。

　篁の動きを予測しているように、影魂は巧こう妙みように彼を追い詰めた。遊んでいるつもりなのか、致ち命めい傷しようは与あたえないようにじわじわと。

「この……っ」

　苛立つ篁の耳に、融の言葉が突き刺さる。

「そうやっていつも怒るんだよなぁ、理り不ふ尽じんだっていつも思うんだよ」

　剣の切っ先が左肩を掠めた。ちりとした痛みが駆け抜けて、裂かれた衣ころもの切れ端はしが視界の片すみに映る。

　影魂の顔が歪ゆがんだ。見慣れた顔だ。だが、こんなに醜みにくく歪んだ顔は、知らない。

　それでも声が、篁の四し肢しの動きを鈍にぶくする。聞き違たがえることなどあろうはずのない、幼おさな馴な染じみの声が。

「破は滅めつするならお前だけ消えてくれ」

　やめてくれと、胸の奥で誰だれかが悲鳴を上げている。あれは幼い子ども。

　──禍だ

　──禍だ

　──禍を呼び込む、凶まがつ星

　──お前はすべての災さい厄やくとなる

「お前が呼び込む禍が、俺を殺すんだ……！」

　憎ぞう悪おに歪んだ融の顔は、いつか自分に向けられるはずだったものだ。

　いつか誰かが自分に向ける、それは彼を呪のろう眼差しと叫び。

「俺は殺されるんだよ」

　醜く引き攣つれた融の顔が、篁を凝ぎよう視ししている。そして、力任せに振り上げた剣のきらめきが、篁の視界を白く焼いた。

　どくんと、心臓が跳ねる。ああそうだ、俺がお前を殺す。

　俺が生きているために、お前たちに禍が降りかかる。

　お前も、楓も、俺の宿命が破滅に追い立てる。

　こんな宿命など、望んだわけではなかったのに────。

「お前のせいで。だから、お前がいなければいい」

　融の顔が、嗤わらった。言葉の鎖くさりに四肢を封ふうじられた篁は、呼吸も忘れてそれを見返す。

「なぁ、そうだろう？　だから、死んでくれ」

　俺のために、この世界のために、お前以外の全員のために。

　どくんと、篁は耳の奥に響く音を聞いた。

　それは、命の音だ。ずっとずっと昔、ひとつの命と引き換かえに守られた音だ。これさえなければ誰も死なないはずだった、忌いむべき音なのだ。これは。

　この命は。この宿命は。俺は。

「大だい嫌きらいだよ、篁。さよなら」

　耳に突つき刺ささる声に重なって、太刀の唸うなりが風を切った。










　次元孔にたどり着いた禁鬼たちは、穿うがたれた孔あなをふさぎ這い出した悪鬼たちを狩かることに懸けん命めいになっていた。

　数が多すぎる。冥界の底に渦うず巻まく瘴気から生まれる悪鬼たちは、数限りない。ひとの負の心がなくならない限り、悪鬼も尽つきることなく作り出されてしまうのだ。

　長大な太刀をふるって悪鬼を狩っていた雷信の耳に、閻えん羅ら王おう太たい子し燎琉の『声』が届いた。

　雷信ははっと天を振り仰あおいだ。呼んでいる。

「万里、清嵐」

　禁鬼ふたりが雷信を振り返る。金こん色じきの髪を翻して、彼は地を蹴けった。

「燎琉様の命を受けた、ここは任せる」

　応いらえがある前にその場から消えた雷信を、万里と清嵐は怪訝けげんそうに見送った。だがすぐに悪鬼たちを追う。

　どれほどの数であっても、一匹ぴきも逃のがしてはならない。

　それが篁の命令なのだから。

　幾いく重えもの咆ほう哮こうすべてが収まるまで、まだ一刻以上のときを費ついやす必要があった。










　月つき影かげを弾はじいてきらめく白はく刃じんがあった。

　自分に向けて振り下ろされるその切っ先を、別の刃が撥はね返す。

　茫ぼう然ぜんと立ちすくむ篁の前で、見慣れぬ剣を携たずさえ清光を全身に受けながら、橘融は大だい音おん声じようを張り上げた。

「俺の顔で俺の声で、ふざけたことを言うな！」

　驚きよう愕がくする影えい魂こんをぎっと睨にらんで、渾こん身しんの力で剣を薙ぎ払はらう。確かな手ごたえが、柄つかを握にぎる指から腕に伝わった。

　そして彼は、小さく笑う。

「それに俺は、そんな顔は、しない……」

　彼のかすかな呟つぶやきは、影魂の叫びに搔かき消された。

　胴から肩かたに向け、斜ななめに斬きり上げられた影魂は、血ち飛沫しぶきに似たものを撒まき散らしてゆっくりと仰あお向むけに倒れていく。傷から迸ほとばしった飛沫が四方に散って、地表に倒れる寸前に影かげの姿は搔き消えた。

　渾身の力で己おのれの影を叩き斬った融の手から、光に包まれた剣が消えていく。その輝かがやきが完全に失うせるのを待っていたように、彼の体はぐらりと傾かしいだ。

　背後にいる篁に寄りかかるように傾かたむいた体が、そのままずるずるとくずおれていく。

　篁は茫然としたまま、無意識に融の腕を摑つかんだ。

「………融……」

　瞬まばたくことも忘れて呟き、篁は瞠どう目もくした。

「融、どうして……っ」

　自分で体を支えられない融は、力なく倒れる。強こわ張ばった指で摑まえた腕に引きずられ、篁も膝ひざをついた。

　草地に仰向けに倒れた融は、真っ青な顔をしていた。それは月影が暗いせいばかりでは決してない。

　激しい呼吸で肩を上下させながら、融はほっとした様子で篁を見上げた。

　今こ宵よいが勝負だと思った。

　影魂に体力を根こそぎ奪うばわれ動く力もろくに残っていなかった彼は、このときのためにと燎琉から与えられた仙せん桃とうの薬酒を飲み、気力を振り絞しぼってここまで己れの身を運んだ。

　ただの一ひと太刀たち、それがすべてだった。その太刀がはずれれば、何もかもが無む駄だになる。

　月影の中、篁は影魂の攻こう撃げきをかわしながら、反撃することもできずにいた。あのままでは、いつか彼の体力が先に尽きてしまっただろう。

　あれほど追い詰つめられた篁の瞳ひとみを、融は一度も見たことはなかった。

　自分の姿をした影が、幼馴染を手にかける。

　そんなことはあってはならない。

　命と気力と全ぜん霊れいと、それまでに培つちかってきたすべてをこめて、彼は己れの影に渾身の斬ざん撃げきを叩き込んだ。

　それがどういう結果をもたらすものか、知りながら。

「……よかった…」

　一番大事なときに、なさなければならないことをなせて、よかった。

　融はほうと息をついた。

「間に合ったぞ……」

　何がといいかけた篁は、喉のどが凍こおりついているのを自覚した。からからに乾かわいた唇くちびるもうまく動かない。呼吸をするのも難しく、震ふるえる喉に何かが貼はりついているようだ。

　そんな篁の様子に気づいて、融は淡あわく苦く笑しようした。

「なんだよ……怒おこらないのか、篁…」

　あの影は、融自身の命を奪うものだ。傷を負わせればそれは融の身に返り、殺せば融の命が尽きる。

　篁はそれを知っていた。だから、どうあっても反撃ができなかった。反撃しようとする無意識の自我を必死で抑おさえ込み、そのために死の際きわまで追い詰められて、それでもなお。

「そうだ…あの剣けんな…、燎琉殿どのが…貸してくれて……」

　かがる、と、篁の唇が動く。

　魔ま性しようのものにはひとの武具ではかなわない。倒たおすには絶大な力を宿した神器が必要で、融はそんなものを何一つ持っていなかった。

「…銘めいも…聞いたんだけど……ええと、……ああ、忘れてるなぁ……」

　銘など大した問題ではなかったから、きっと右の耳から左の耳に通り抜ぬけてしまったのだろう。

　情けない。なるほど、いつもいつも、お前に鈍どんくさいといわれるわけだ。

　お前の意見は正しいよ、篁。

　ぼんやり見上げた夜空に、北ほく辰しんと、北ほく斗と七しち星せいが見えた。

　凶きよう星せい破軍。北斗七星第七星。偽いつわり多くひとを欺あざむき、狡こう猾かつにして狂きよう暴ぼう。その星の指し示す先には魔ま物ものがひそむ凶まがつ星。

　だが、それだけではない。融は燎琉から聞いたのだ。

　その星の持つ、もうひとつの顔を。

　破軍星。その性状は勇ゆう猛もう果か敢かん。仁を尊び義を重んじ、正真を貫つらぬくためには身命をかけても悔くやむことがないという。

　そんな男を融は知っている。誰だれよりもよく、知っている。

　たとえば、この世に生きるすべての者が凶星破軍を忌いむかもしれない。それでも、融の知る篁は、篁以外ではありえないのだ。ほかの何にも代えがたい、たったひとりの幼おさな馴な染じみ。

　閻羅王太子が語った。凶星破軍の正の性状。誰もが相反する性質を持っていて、だから均きん衡こうが保たれるのだと。

　そして、彼は融に告げたのだ。

　──それでもお前は、是ぜとするか

　お前にしかできないこと。それは、己れの影をその手で倒すことだと。

　影魂は誰にも倒せない。そして追い詰められた篁は、影魂を攻撃できないだろう。攻撃すれば融にその害が及およぶのだから。だから影魂はそこにつけこんで、篁を容易に仕留めることができるのだ。

　朱焰は篁の魂たましいを欲している。影魂を使って篁を殺せば、その魂が朱焰の手中に落ちる。

　では、篁が影魂を倒せればよいのか。無論彼は、命じられればそれをなすだろう。しかし心が闇やみに潰つぶされてしまうに違ちがいない。

　影魂に篁を殺させてはならない。そして、篁に影魂を倒させてはならない。

　──破軍を闇に染めぬため、その命を賭としてくれ

「………面めん倒どうばかり…かけて…」

　大きく息をついて、融は淡く笑った。

　それでも最後の最後で、役に立つことができたはずだ。

　最初の最初にかけた迷めい惑わくを、これで帳消しにできるだろうか。

「…ほんとに……」

　ああ、それにしても残念だ。

　せめて、最初に何があったのか、それだけは思い出したかったのに。

　篁があんなに偉えらそうに振ふる舞まうほど、大変な迷惑をかけたはずだから。

　それだけが、気がかり。

「………ごめ…………」

　力なく落ちた瞼まぶたが震えて、言葉は喉の奥にくぐもったまま音にならずに消えた。

　風が吹ふく。

　青々と茂しげる笹ささの葉を撫なで、厳おごそかな音を響ひびかせて。さながらそれは、緑の海うな原ばらのごとく。

　笹の奏かなでる波音にも似た響きを聞きながら、うつむいた篁の髪かみが大きく揺ゆれる。

　強こわ張ばって冷たくなった手を融の肩に置いて、彼は小さくうめいた。

「………る…」

　動かない肩かたを揺さぶり、応いらえのないことに苛いら立だって。

「………とお…る…、…と……」

　繰くり返し、繰り返し。まるで、それ以外の言葉を知らないように。

「…………と……る……っ…！」

　かそけく響く呼び声を、風の唸うなりが押し流す。

　ざわざわと、うごめく影かげが集つどってくる。破軍の力に弾はじかれた悪あつ鬼きたちが、怒いかりに燃えて肉ししを求めて、獲え物ものを逃にがさぬために四方を取り囲み威い嚇かくしている。

　篁の手が、融の肩を離はなれる。そして彼は、ゆらりと立ち上がった。
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　錫しやく杖じようの音が木こ霊だました。

　しゃん、しゃん、と。弔とむらいのように繰り返し、鋭えい利りな音が仇あだし野に響く。

　瘴しよう気きの漂ただよう仇し野の地で、太慎は風の音色を聞いていた。

　彼の近くに異い貌ぼうの鬼おにがたたずんでいる。その手のひらには、光り輝かがやく仄ほの白じろい炎ほのおを閉じ込めた小さな珠たまがのせられていた。

　炎がひときわ強く輝き、そのままゆらゆらと揺れている。

　朱焰の唇が、笑えみに歪ゆがんだ。

「廉れん貞じよう星が、この手に落ちた」

　影えい魂こんに流れ込むはずだった融の魂こんをこの珠に封ふうじ、見てくれだけの器うつわには井上の妖よう魔まを押し入れる。心を司つかさどる魂こんと、肉体を司る魄はく。朱焰が欲していたのは魂のみで、魄が消えても問題はない。

　そう思っていたのだが、融の影魂に誰かが手を下したようだ。思いがけず、魄までもが珠に流れ込んできた。

「魂に魄が引き寄せられたとみえる……」

　半分だけでも構わなかった。破軍星小野篁の魂も欠けているし、朱焰自身の力も半分が欠けている。欠けた部分を補うための道具なのだから、完全でなくとも支障はないのだ。

　しかし、完全な廉貞星であるなら、これだけでも事足りるだろう。小野篁を補う星はもうひとつ存在しているが、急せいてあれを落とす必要がなくなった。

「……どうだ、朱焰」

　振ふり返る太慎を眺ながめやり、朱焰は剣けん吞のんに目を細めた。

「……信用には値あたいする」

　だが、信しん頼らいはできないということだ。太慎は肩をすくめた。さもあろう。別に信頼してほしいわけではない。疑念をいだかずにいてもらえればそれでいいのだ。

　ふいに朱焰の目が鋭利にきらめいた。

「……井上…！」

　瘴気が立ち昇のぼり、その狭はざ間まから女の瘦そう身しんが吐はき出される。眉み間けんに突つき刺ささった光こう矢しがいまだ光を放ち、皮ひ膚ふを焼いていく。苦く悶もんの表情を浮うかべてのたうち回る井上を抱だきかかえるようにして、朱焰は光矢を一気に引き抜いた。

　井上の喉のどから悲鳴がもれた。やがて彼女はぐったりとして動かなくなる。

　怨おん念ねんの強さだけが、かろうじて彼女の心をこの世につなぎとめていた。

「井上、なんとした。この矢は、当代の破軍……」

　朱焰が彼女の眉間に手をかざすと、光矢によって穿うがたれた穴がふさがっていく。しかし、焼け爛ただれた皮膚は治らず、美しい彼女の顔に醜みにくく引き攣つれて残った。

　息絶えるばかりの井上を抱き上げた朱焰の全身から、凄せい絶ぜつな妖気が放たれた。妖気が漆しつ黒こくの瘴気を産み、井上を覆おおい尽つくしてゆるやかに消える。

　彼女を癒いやすために、彼女が永らく眠ねむっていた瘴気の中に戻もどしたのだ。ときはかかるが、彼女が消しよう滅めつしてしまうことはない。

「まだだ、まだ消えてはならぬ。我らの望みは、まだ果たされておらぬのだから」

　愛いとしい娘むすめに語りかけ、瘴気の残ざん滓しに手をのばす。漆黒の瘴気が完全に消えたとき、仇し野に風が吹きぬけた。

　朱焰と太慎ははっと息を吞のんだ。

　仇し野の地に音もなく降り立った影がある。清光に青白く照らされ、藍あい色いろの影が仇し野の地に描えがかれた。

　枯かれ草を踏ふむ音がかすかに響く。次いで、まとう袍ほうが衣きぬ擦ずれた。

　強さを増した北風になびく金糸は月影を弾はじいてきらめき、生きもののように大きくうねる。影の一方は、頭部に繊せん細さいな二本の角を有していた。

　長身の青年を睥へい睨げいした朱焰は、深しん紅くの眼めをきらめかせて冷れい笑しようした。

「冥めい府ふの王族か。初めて見まみえる」

　抑おさえた語気に敵意がみなぎっているのを感じ取り、燎琉は静かに微笑ほほえんだ。

「あいにくと、王族の力はすべて冥府に置いてきた」

　思いがけない告白に、太慎の手にある錫杖がかすかに揺れた。

　しゃんと、小さな音が響く。燎琉に従って現れた禁鬼雷信が、その音色に合わせるように一歩足を踏み出した。仮面に隠かくされた双そう眸ぼうは、朱焰の持つ珠に注がれている。

　廉貞星の魂こん魄ぱくを封じた妖よう珠しゆ。朱焰に渡わたすわけにはいかないものだ。

　胸の前で腕うでを組み、燎琉はその端たん整せいな相そう貌ぼうに険をにじませた。

「異貌の鬼、朱焰よ。欠けた破軍の星宿を負うお前に、その星は過ぎたるものだ」

「何を言いだすのかと思えば」

　くつくつと喉の奥で笑うと、朱焰は妖珠を月にかざした。

「これは、欠けたる我が魂たましいを補うものだ」

「否いな」

　燎琉の鋭利な声こわ音ねが凛りんと響く。

「それは、小野篁のためにさだめが配した魂。お前の手にあることは許されない」

　冥府王族といいながら、その血が持つ力のすべてを置いてきたとの言葉のとおり、燎琉から放たれるものは人間のものと微み塵じんも変わりがなかった。こんな脆ぜい弱じやくな者が、悪鬼に立ち向かおうとは。

　完全に侮あなどっている朱焰を一いち瞥べつし、太慎はそのまま視線を禁鬼雷信に投げかけた。

「……小野篁の従者か」

「篁に『破軍』を与あたえながら、あれと敵対したのはなぜだ」

　厳しい尋じん問もんに、太慎は物言いたげな顔をした。従者のはずなのに、この語気は。

　ふいに彼は眉まゆをひそめた。そうして、すべてを諒りよう解かいしたように瞠どう目もくする。

「そうか、お前は……！」

　仮面に隠された雷信の双眸をまっすぐに見返し、太慎は片かた頰ほおを歪めて笑った。

「……さだめを、動かしてやりたくなったのさ」

　予定調和では面おも白しろくない。この世に未練もない。大切なものはとうに失なくし、ほかに欲するものはない。

　要領を得ない太慎の台詞せりふに、雷信の感情が逆さか撫なでされた。それはただの暇ひまつぶしではないか。

　そんなひねくれた考えのために、小野篁の根幹を揺ゆさぶり突き崩くずそうとしているのか。

「貴様の思い通りにはさせん」

「ほう、邪じや魔まをするか」

「篁の行く道を阻はばんでいるのは、貴様だ」

　太慎はうっそりと笑った。

「………そうかもな」

　しゃんと、錫杖を打ち鳴らす。同時に雷信が長大な太刀たちを召しよう喚かんし、ひらめかせた。

　激げき突とつするふたりを一瞥し、朱焰は目をすがめた。

「無む駄だな戦いをするとは、愚おろかな」

「ほう、無駄と断ずるか」

　風が吹ふいて朱焰の長ちよう髪はつをうねらせる。

　追い風を背に受けながら、燎琉は異貌の鬼をまっすぐ見み据すえた。

「貴様の持つその魂は、北ほく斗と七しち星せい第五星、廉貞の星宿。凶きよう星せい破軍が、ともすれば禍わざわいに傾かたむくのを抑える性さが」

　朱焰が持っていても、それは効力を持たない。そして無理やりに力を引き出せば、廉貞の性状は歪み宿命に狂くるいが生じる。

　ついと妖珠を指差して、燎琉は不敵に言い放つ。

「欠けたる破軍の貴様には、必要のないものだ」

「黙だまれ」

　気分を害して唸うなる朱焰に、燎琉は一歩も譲ゆずらない。それが悪あつ鬼きの怒いかりに油を注ぐ。

「閻えん羅らの王子よ。冥王族としての霊れい力りよくすべてを持たぬ貴様が、この私に何をできるというのだ」

　いまの燎琉は無力な青年に過ぎない。冥府から這はい出てきた悪鬼たちでもたやすく切り裂さいてしまえるほどに弱く、だのに矜きよう持じだけは変わらない。愚か過ぎて失しつ笑しようがこみ上げる。

　しかし燎琉は朱焰の挑ちよう発はつにのらなかった。組んでいた腕をほどき、右手を腰こしに当てて瞼まぶたを閉じる。

「────北斗の宿命というものがある」

　凶星破軍は霊力甚じん大だい、禍を招き、また魔ま性しようのものを暴あばき出す。本人の意志とは無関係に引き寄せ、まとわりつかれ、やがて魅み入いられ理性を失う。そうなれば、人間には止められない。

「六星はつねに人界に生まれ落ち、転てん生せいのさだめに従って時の輪廻りんねに紛まぎれ込む。破軍星を囲むように配され、凶まがつ星が真実破は滅めつを引き起こさぬため」

　だがそれでも、破軍が暴走する危険性をはらんでいるのだ。

　にもかかわらず人の姿を借りて、宿命を負って、なぜ北斗七星が人界に降りるのか、その理由は誰だれも知らない。不動の北ほく辰しんを中心に北斗七星が天をめぐるように、さだめを軸じくに見立てて北斗の星宿をいだく者たちは時という輪をめぐるのだ。

　それすらも宿命の一いつ端たん。

　恐おそるべき星を地上に解き放つことは、破滅の予兆と同義。だからこそさだめは、最後にして最強の砦とりでを布しいた。

　仇し野に風が吹く。───それまでとは異なる、清せい冽れつな風が。

「……な……に…っ」

　朱焰は息を吞んだ。力のすべてを置いてきたと談じた男の全身から立ち昇るこの霊力は、なんだ。

　冥王のものではない。人間のものとも違ちがう。純じゆん粋すいで清冽で、ただ圧あつ倒とう的な威い力りよくを持つ爆ばく発はつ的な奔ほん流りゆう。

　燎琉のまとう衣ころもが風をはらんで翻ひるがえる。青みの混じった黒くろ髪かみがはね上がり、鋭えい利りな眼光が朱焰の双眸を苛か烈れつに射い貫ぬいた。

　さしもの朱焰も動どう揺ようを隠せない。

　この男は何者だ。すべてを焼き尽つくす異い貌ぼうの焰ほむらをこの身に宿した怨おん鬼きを圧倒し、一歩も動かせないこの威い圧あつ感は。

「閻羅……貴様は…っ!?」

　燎琉は凄せい絶ぜつに微び笑しようした。

「冥府王族は人界に手出しをしてはならない。人間は冥界に関かかわってはならない。だが、北斗の星宿を負う者はその理ことわりからはずれる」

　小野篁がそうであるように。そして。

「人間ではかなわぬ破軍を、水みず際ぎわで食い止めるために配されたのが我が星宿」

「な……っ」

　もはや動けぬ朱焰を見据え、閻羅王太子燎琉は厳おごそかに言い放った。

「文もん曲ごく星は破軍を癒いやし、廉れん貞じよう星は破軍を抑える。そして、破軍を制するは、我が星貪とん狼ろうが役目よ……！」

　北斗七星第一星、貪狼星。

　人界最強の星宿を制圧するため、あえて冥府に配されたのが燎琉の星宿だった。

　彼は冥王族でありながら、その血のさだめ以上に星宿に重きを置く。破軍星が破滅に向かわぬよう常に目を光らせて、篁を冥官の任につけ監かん視し下に置いたのだ。

　貪狼星は破軍を制する。小野篁同様破軍の星宿を持つ朱焰は、燎琉に屈くつ服ぷくするしか道はない。

　しかし、その命を奪うばうことはできない。異貌の鬼朱焰を倒たおすのは小野篁に課せられた宿命。逆にそれをなさなければ、彼の運命は大きく狂い星宿が歪ゆがむ。

　いまの彼に許されているのは、北斗の宿命のまま廉貞星を在るべき場所に戻もどすことのみ。

　燎琉の凄絶な力に拘こう束そくされた朱焰に、禁鬼雷信が飛びかかる。朱焰の手にあった妖珠を掠かすめ取った雷信は、そのまま天に手を掲かかげて叫さけんだ。

「────雷らい帝てい！」

　晴れ渡った夜空から、一条の閃せん光こうが放たれた。

　しかし、雷らい刃じんが届く間ま際ぎわ、太慎の錫しやく杖じようが朱焰にかけられた戒いましめを粉ふん砕さいする。間かん一いつ髪ぱつで回かい避ひした朱焰は、そのまま瘴しよう気きの闇やみに姿をくらませた。
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「待て！」

　追つい撃げきしようとした雷信の前に、太慎が立ちはだかった。

「行かせぬよ」

　錫杖を構えて宣言する太慎に、雷信は太刀を向けて呼吸を計る。その雷信を、燎琉が止めた。

「雷信、下がれ」

「だが」

　反射的に言い募つのる彼に、燎琉は再び命じた。

「下がれ」

　三度目はないと、その目が語っている。雷信は悔くやしげに唇くちびるを嚙かみ、太刀を収めて身を引いた。

　その様を面白そうに眺ながめている太慎に、燎琉が視線を据すえた。

「………何を考えている」

　雷信ははっと燎琉の背を見つめた。これは、既き知ちの相手に対する口ぶりだ。

　応じる太慎の語調も砕くだけたものだった。

「なに、余興だ」

「人界を破滅に追いやることが余興か」

　険しく追つい及きゆうする燎琉に、修しゆ験げん者じやは感情の読めない目を向けた。

「………大切なものは、もうないからな。──それに」

　ふいに瞼を半分落として、男は懐なつかしむように彼方かなたを見た。

「……珠貴との約束だ」

　錫杖が鳴る。

「廉貞星は返してやろう。俺には必要のないものだ」

　再び錫杖が鳴り、魂こん魄ぱくを封ふうじる妖よう珠しゆが音を立てて砕けた。

　仄ほの白じろい魂たましいがゆらゆらと揺ゆれる。手のひらの中にあるその光を認めて、雷信はほっと息をついた。なんの細工もされていない、まっさらの無傷だ。

「さらばだ閻羅王太子。───願わくは、二度と会いたくはないが」

「それは貴様の出方次し第だいだ」

　燎琉の応えににっと笑って、太慎は身を翻した。そのまま男の姿は搔かき消える。

　敵を黙って見送った燎琉の真意が摑つかめずに、雷信は無言で彼の背中を睨にらんだ。射るような視線を感じたのか、閻羅王太子は肩かたをすくめてみせる。

「………いかに朱焰にくみしているとはいえ、無む抵てい抗こうの人間にはさすがに手出しできない」

　言い訳のようにつむがれた言葉は、風に紛れて流された。
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　闇に姿をくらませた朱焰は、血が出るほどに強く唇を嚙んだ。

「……おのれ…！」

　冥めい王おう族ぞくが、閻えん羅ら王おう太たい子しが、よもやあのような星宿をいだいていたとは。

　しかし、たとえそうであったとしても、彼が朱焰に直接手をくだすことはかなわない。

　現状を作り出したのは、誰あろう閻羅王なのだから。

「人の生死を司つかさどり転生の輪廻を見さだめる閻羅王よ。貴様が小野篁を殺すのだ……！」

　燎琉によって圧あつ伏ぷくされた朱焰の力は、完全に戻るには時間がかかるだろう。廉貞星を奪うことを阻はばまれた以上、彼に残されている道はいまひとつの星を得ることのみだ。

　欠けた魂を、欠けた力を、補うために。

「一星を……」

　朱焰の唸うなりを、もはやぐったりと身を投げ出し動くこともままならない井上が聞いている。

　この偽いつわりの体はじきに朽くち果てる。神しん弓きゆう「破軍」の光こう矢しは、回復不可能なまでに井上の体を蝕むしばんだ。

　恨うらみをいだいたまま、消えるのか。この怨おん念ねんも憎ぞう悪おも、はらされぬままに。

「………口くち惜おしい」

　宿体さえあれば、消えずにすむのだ。髑され髏こうべを軸にして甦よみがえった朱焰のように、確かなものがあればそれで。

　井上はのろのろと瞼まぶたを開いた。

　朱焰の唸りが耳じ朶だを打つ。

「……一星を、我が手に……」

　朱焰が必要なのは、魂だ。

　そう、魂だけなのだ─────。
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　淡あわい星ほし影かげを隠かくすように、月は皓こう々こうとその地を照らしている。

　そして、その静せい謐ひつさを押し流すような激しい怒いかりの波動が、周囲に満ちていた。

　降り立った閻羅王太子と禁きん鬼き雷信は、強大な霊れい力りよくの爆ばく発はつの残ざん滓しをその場に見み出いだし、はっと息を吞のんだ。

　周辺の竹がことごとくなぎ倒され、次元孔こうから這はい出してきたであろう悪鬼たちの屍しかばねが、無残な姿を清光にさらしている。

「これは……」

　啞あ然ぜんと呟つぶやいた燎琉は、悪鬼たちの骸むくろが描えがく円の、ちょうど中心あたりに横たえられた融の姿と、立てた片かた膝ひざに額を押しつけて微び動どうだにしない篁を認めた。

　風が吹ふいている。この地に満ちているのは、彼が放った激しく悲しい怒りの波動か。

　ぴくりとも動かない背中に一歩一歩近づいていくと、地の底から発されたような声こわ音ねが轟とどろいた。

「…………失うせろ」

　膝を抱かかえるようにして、篁はぴくりとも動かない。ただ、その背に。

「とっとと、失せろ……！」

　すべてを拒きよ絶ぜつする、触ふれれば切れそうな鋭するどい憎悪が漂ただよっていた。

　このままでは、破軍が闇に傾かたむき吞み込まれる。

　燎琉は険しい眼まな差ざしでその背を凝ぎよう視しした。

「篁……」

「失せろ」

　同じ言葉を三み度たび繰くり返し、篁はぎりりと唇を嚙んだ。彼の胸中に渦うず巻まく感情はただひとつ。

　朱焰。殺してやる、殺してやるぞ朱焰。

　貴様は俺が命に代かえても、絶対にこの手で殺してやる……！

　枷かせを失なくした凶きよう星せい破軍は、破は滅めつに向けて動き出すのだ。

　かもし出す気き迫はくが渦を巻く。篁の持つ甚じん大だいな霊力が負の色に染まっていく。

　雷信が思わず身を乗り出すのを片手で制し、閻羅王太子は厳おごそかに口を開いた。

「────小野篁よ」

　返答はない。ただ、月光だけが皓々と降り注ぎ、二度と動かないだろう融の面おも差ざしを、青白く照らして。

「人は宿命の鎖くさりに縛しばられて、さだめられた転てん生せいの輪廻りんねをめぐる。それは不ふ可か侵しんの理ことわり」

　雷信は燎琉の横顔を怪訝けげんそうに見つめた。彼は何を言おうとしているのだろう。

　北ほく斗と七しち星せい第一星貪とん狼ろうの星宿を持って生まれた閻羅王太子は、人界に関かかわってはならない冥王族の大たい綱こうをも背負っているはずだ。

　人の生死を捻ねじ曲げることは、決して許されない。

　だが、転生の輪をはずれ未来永えい劫ごうの宿しゆく業ごうを背負ってもなおと、願う者を彼は知っていた。

　己おのれの仮面にそっと手を触れ、雷信ははっと息を吞んだ。

　彼の視線を横顔に受けながら、燎琉は静かに告げる。

「だが、その鎖を断ち切り、二度と転生がかなわなくなっても、それを自らの意志で望むのであれば、お前の願いをかなえることができる」

　小野篁は、この生を楓のために費ついやすことを決意していた。この命が尽つきるときまで冥官としての任を負い、その見返りに彼女の延命をと。

　そんな彼が、かけがえのない親友のためにできることがあるなら、それは。

「天のさだめた宿命を擲なげうち、未来永劫終わらぬ役目をその身に課すか。得られるはずだったすべてを捨て、失われるはずだった魂と引き換かえにするか」

　得られるはずだったすべてを捨てて。

　雷信は、黙もく然ぜんと篁の背を見守った。彼のつむじで結ゆった髪かみが冴さえ冴ざえと冷たい風に遊ぶ。

　先刻からまったく動かない篁の背に、それまで欠片かけらも見られなかった感情のうねりが生じた。

「…………が…」

　引き攣つれたように息を吸い込み、血を吐はくような悲痛な声で彼は叫さけんだ。

「未来よりずっと大切なものが、ここにあるんだ……っ！」

　大切なものが、ここに。

　いつかくる未来より、いま過ごしているこの時に、決して失ってはならないものが。

　宿命よりもなお深く、さだめよりも遥はるかに重く、ここに。

「……ここにある、……か」

　燎琉は瞑めい目もくし、静かに微笑ほほえんだ。

「───ならば、これが成約の証あかし」

　彼の手にあった仄ほの白じろい光が、尾おを引いて融の胸むな元もとに吸い込まれていく。

「未来永劫とお前はさだめた。ゆめ、忘れるな。破軍星小野篁。お前は終生、冥界の門の裁定者として、その任をまっとうするのだ」

　宣告し、燎琉は音もなく消えた。

　薙なぎ倒たおされた竹が、のろのろと起き上がろうともがいている。

　風の音に包まれていた篁は、かすかなうめきを聞いた気がして、そろそろと顔を上げた。

　それまで微動だにしなかった融の瞼が、小さく震ふるえている。

　はっと息を詰つめた瞬しゆん間かん、幼おさな馴な染じみはぼんやりと目を開いた。

「…………」

　しばらく視線を彷徨さまよわせていた融は、傍かたわらで片膝を抱えている篁を認めた。そして、言葉を失っている彼に、のんびりと声をかける。

「……ああ…篁…」

　そうして彼は、ふいに笑った。

「俺さ…夢を見たぞ……やっと、思い出した…」

　何をだ、と、篁の唇くちびるが動いた。

　融は眩まぶしそうに何度も何度も瞬まばたきをして、言葉を探している様子だ。

「宇治で、落っこちた俺を、お前、背負って運んでくれたんだったなぁ」

　体格もほとんど変わらなかったというのに。

　足をひねって朦もう朧ろうとしていた融。篁は一度は山さん荘そうに戻もどろうとした。誰だれかに知らせて助けてもらおうと考えて。

　だが、斜しや面めんの下で融が情けない声をあげたのだ。

　──たかむら、いかないでくれよぉ

　痛い、痛いと、泣きべそをかきながらうんうん唸うなっている融を置き去りにすることもできず、篁は幼い頭で懸けん命めいに考えた。

　森に棲すむ精せい霊れいたちがあれを使えと指差した藤ふじ蔓づるを体に巻きつけてなんとか斜面を降り、自力で登れと叱しつ咤たしても融は痛いと泣いて動けない。

　このままではまずい。自分も動けなくなってしまう。

　足をくじいたせいで発熱し、ぐったりとしている融を、篁は必死で背負い、泥どろだらけになりながら斜面をよじ登った。精霊たちが手助けしてくれなければ、子どもひとりの力であの急傾けい斜しやを登ることは絶対に無理だったろう。

　そうして、自分の体を引きずるようにして、融を背負いふらふらと山荘を目指していた篁を、心配して捜さがしに来た珠貴と、橘家の雑ぞう色しきが見つけたのだ。

　いまでも覚えている。

　精霊に後押ししてもらいながら蔓を摑つかんで必死に斜面を登っていたとき、熱で朦朧としていた融が、吞のん気きな声でこう言った。

　──おまえ、すごいなぁ

　なんのてらいもない笑え顔がおで。一点の曇くもりもない笑顔で。

　やっと元の道まで這はい上がったとき、融はすでに昏こん睡すいしていた。

　その平和な顔を見て、篁は本気で、こいつを捨てていくべきかと思案した。精霊たちが慌あわてて止めてくれなかったら、彼は間ま違ちがいなく融を置き去りにしていただろう。

「お前…すごいなぁ……」

　あのときとなんら変わらない笑顔でそういって、融はそのままふうと目を閉じた。

　それきり、動かない。規則正しい寝ね息いきが風に紛まぎれて聞こえなくなる。

　篁は、融の平和そうな顔を茫ぼう然ぜんと見下ろしていた。

　熱が引いて二日後に目を覚ました融は、なぜ足をくじいたのか、まったく覚えていなかった。

　だから篁は、いまもあのときの礼を言われていないし、鈍どんくさい融に迷めい惑わくをかけられつづけている。

　あれからずっと。いまもずっと。そして、これからも、ずっと。

「………この…」

　低いうめきが聞こえて、雷信は篁の様子を窺うかがった。

「…でかい図ずう体たいを……運ぶのか……」

　あのときと同じように。あのときより遥かに大きく重くなった、相変わらず鈍くさくててらいのない幼馴染を、自分は。

　篁は、やおら右手を振ふり上げると、幸せそうに眠ねむっている融の頭をしたたか殴なぐり飛ばした。

　衝しよう撃げきに低く唸った融は、しかし目覚めることなくそのまま健すこやかに眠りつづける。昔の夢でも見ているように、平和な顔で。

　のろのろと腕うでを下ろして、篁は唇を嚙かんだ。

　ふつりと押し黙だまった彼が気になった雷信は、そばに歩み寄ろうとして、はっと足を止めた。

　うつむいて髪に隠かくされた篁の頰ほおを伝い、月つき影かげをはじいてきらめく雫しずくが落ちる。

「…………」

　雷信はついとあらぬ方をみやった。

　葉は擦ずれの音を響ひびかせながら、夜風がそっと吹ふきぬけた。







　　　　十一







　渡わた殿どのでひとやすみをしていた篁は、肩かたを落としてとぼとぼと歩いてきた融が目の前を素す通どおりするのを黙って見送った。

　わけはなく、その襟えり首くびをむんずと摑んで引き戻し、冷れい笑しようつきで呼びかけた。

「俺を無視するとはいい度胸だな、融くん」

「…え？　あ、わっ、なんだ、篁、いたのか」

　篁は無言で襟首を解放し、持っていた扇おうぎを融の鼻先に突つきつける。

「この世の終わりのようなその暗い顔はなんだ、鬱うつ陶とうしい。こっちまで滅め入いってくるからしゃんとしろしゃんと。ただでさえ鈍くさいのに、動作までのろのろくたくた、あんまり過ぎると蹴けり飛ばすぞ」

　融は慌てて後あと退ずさった。

　目が本気だ。迂う闊かつなことをいったら情け容よう赦しやなくどかっと蹴け倒たおされる。

「ごめん、ごめんて。ほんとに気づかなかったんだよ」

「思案ごとか？　ああだから、そんな情けない顔をするなと言っているんだ。どうしたんだまったく」

　数日寝ね込こんだ融は、師走しわすに入る頃ころには完全に回復し、元気に出仕して右う近こん衛え府ふで仕事に精を出していた。

　彩乃との結けつ婚こん話も公おおやけになり、めでたいめでたいと各所で祝われている。普ふ通つうだったら幸せここに極きわまれり、この上もなく絶好調のはずだ。

　にもかかわらず、この、どよんと澱よどんだ俺不幸背負ってますと看板を掲かかげているかのような表情と、哀あい愁しゆう漂ただよう背中はなんとしたことか。

　融は形容しがたい表情を浮うかべると、悲痛な目をして言った。

「彩乃が……」

　怪訝けげんそうに目をすがめて、篁は半分呆あきれた様子で並べ立てる。

「あ？　なんだ、心変わりでもされたか？　まぁなぁ、お前本当に鈍くさいし、彼女が考え直したとしても不思議はない、いやむしろ正しい。これほど話が広まってどこに行っても言こと祝ほがれるというのに、それに流されず己おのれを振り返り正しい道を見極めようとするその姿勢は素す晴ばらしい、英断だ、いっそ天晴あつぱれと賛辞を贈おくろう」

　苦にが虫むしを嚙み潰つぶしたような渋じゆう面めんを作り、融は胡う乱ろんげに唸った。

「……俺、ときどき、俺なんでお前と親友やってるんだろうかと自問するんだ……」

「奇き遇ぐうだな、俺もだ」

　しれっといってのけ、篁は扇で肩をぺしぺしと叩たたいた。

　内だい裏り登とう華か殿でんの方角から融はやってきた。篁は先ほどまで仁じ寿じゆう殿にて主上おかみと対面していた帰りだ。

　いろいろと迷惑をかけたので、その礼と詫わびである。このあたりをきちっとしておかないと、あとでつけこまれてやりたくない仕事をさせられる。

　それはごめんだ。

　篁は、与あたえられた仕事は真ま面じ目めに手を抜ぬかずきっちりこなすが、実はかなり面めん倒どうくさがりなので、余分な雑事まで背負い込むのは絶対にいやなのだった。

　東山からこのでかい図体を背負って帰ってから、まともに顔を合わせるのはこれが初めてだ。

　いやはや元気になった。頭にくるほど以前と変わらず健康そのもの。少々頰がこけた気もするが、食欲旺おう盛せいらしいからじきに元通りになるだろう。

　元気だ、それはもう。つい、むかっとするほどに。

「いやならいつでも親友返上してやるとも。それはさておき、やけに暗いのは何ごとだ」

　冷たい言葉にそのことを思い出し、融はがくりと首をうなだれた。

「いま、叔母おば君のところに伺うかがってきたんだが……」

「ああ、皇后様の。ということは、彩乃に正式に求婚したのか。………おい、まさか本当に断られたんじゃないだろうな」

　さすがに目を丸くする篁に、融はがなった。

「そんなことはないっ！　……ないが、彩乃の祖母君が、過日身を隠されてしまったというんだ」

「ほう？」

　篁は眉まゆをひそめた。

　最近門を通った者はいないので、では境界の川を渡わたったのか。獄ごく卒そつどもに聞けば詳くわしいことがわかるが、別に変死ではないだろうから、寿じゆ命みようか。

　合が点てんのいった篁は、口をへの字に曲げた。

　なんとまぁ、間の悪いというか。

　彩乃は喪もに服すことになる。その間慶けい事じは控ひかえなければならないから、結婚はひとまず凍とう結けつだろう。

　なるほど、それでこんなに沈しずんだ景気の悪い顔をしているのか。当然喪中は登華殿から実家さとに下がるから、文ふみも出せないし顔も見にいけない。

　文くらいは許されるものだし彩乃としてはもらいたいのが本音だろうが、女のほうからそんなことは絶対に言いだせないものだ。そこを察するべきであるのに、そういったことはすべて控えたほうが望ましいと、実直で朴ぼく訥とつで、はっきりいって女心のあまりよくわからない融は考えるだろう。考えているから、これほどに落ち込んでいるのだ。悩なやみどころの論点がずれているというか、融らしいというか。

　ようするに、あれだ。相変わらずひとことでいうなら鈍どんくさい。

　気にせず文くらい出せばいいものをと思いつつ、篁はやれやれと肩をすくめた。

「そうさな、考えようによってはいい機会だ」

「なにが」

　返ってきたのは地を這はうような声だ。

「喪が明けるまでだいぶ時間があることだし、あえてやらなかった不得手な歌だの楽器だのの腕を磨みがいて、雅みやびで風流な橘の御おん曹ぞう司しを装よそおってみたらどうだ？　いままで知らなかった別の一面を垣かい間ま見みて、彩乃が感激するかもしれん」

　融は勢い込んで身を乗り出した。

「そ、そうか？」

「かもしれん、とだけ言っておく」

「……おい」

　胡乱に睨にらんでくる融に、篁はにやりと笑ってみせた。

「それくらい前向きになれということだよ、融くん」
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　境界の川を渡って第一殿の控えの間に入っていく死者の中に、それはそれは嘆なげき悲しんでいる老ろう婆ばがいたのだそうだ。

「孫まご娘むすめの結婚が決まった矢先に自分が儚はかなくなってしまったので、その話が宙に浮いてしまったと、ほろほろと涙なみだをこぼして泣きつづけ、牛ご頭ずが途と方ほうに暮れていたとか」

　部下である獄卒の顔を思い浮かべて、燎琉は仄ほのかに苦く笑しようした。

「それは、随ずい分ぶん困っただろうねぇ」

「はい」

　頷うなずく陸幹は、報告書をめくって瞬まばたきをした。

「その老婆の孫娘というのが、融の結婚相手なのだそうです。内裏に女によう房ぼうとして上がっている孫娘がことあるごとに融の話をしていたそうで、ひと目少将殿どのにお会いして孫を託たくせる方か否いなかを見み極きわめたかった、と申していたとか。………融だったら問題ないと思うんですけどね」

　篁だったら難ありだけど違ちがうし、とつけ加えて、陸幹は報告書を卓たくに置いた。

「最下層の次元孔こうは、あれから穿うがたれる気配もありません。朱焰は身をひそめてしまったのでしょうか」

　報告書を取り上げた燎琉は、椅い子すの背にもたれて眉を寄せる。

「時を計っているのかもしれない。次元孔に関しては、今後も注意を怠おこたらないように」

「はい」

　姿勢を正して頷き、陸幹はふと眉を曇くもらせた。

「………鬼き籍せき帳は」

　ああ、と燎琉は視線を落とした。卓にはたくさんの書類が積まれ、一見乱雑に見える。だが、その実必要な順に重なっており、すぐ仕分けられるようになっている。

　その一番下に、隠かくすようにしてあった書物を、燎琉の手が抜き出した。

「変化はない。やはり、一度刻まれたものを動かすのは、難しい」

「………そうですか」

　苦く渋じゆうをはらんだ陸幹の瞳ひとみをまっすぐ見返して、燎琉はそっと嘆たん息そくした。

「天のさだめをくつがえすには、相応の代価が必要だ」

「………助けをさしのべてやることは、かないましょうか」

「大たい綱こうに触ふれないならば」

　陸幹は拳こぶしを握にぎり締しめた。冥めい府ふの者は、人界に極力関かかわってはならない。関われば、関わった者の星宿が狂くるう危険があるからだ。

　冥府王族はそれが顕けん著ちよだ。人間とは桁けた違ちがいの霊れい力りよくが、大きな影えい響きようを及およぼす。

　ふうと息をついて、少年は黙だまって一礼し、執しつ務む室をあとにした。

　扉とびらが静かに閉とざされる。

　弟の背を見送った燎琉は、鬼籍帳を開いて紙面を見つめた。

　楓の名は変わらずに刻まれている。

「………太慎、貴様の狙ねらいはどこにある」

　つむがれた呟つぶやきは、誰だれの耳にも届くことなくひっそりと消えた。
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　師走しわすの風は冷たい。

　風が入らないようにとすべての格こう子しが閉まった部屋は、昼でも薄うす暗ぐらい。

　黄昏たそがれ時どきともなれば、すでに夜のようだった。

　楓は茵しとねに横おう臥がして目を閉じていた。

　時折津蒔が様子を見にくるが、妻戸の開閉音にも目を覚ます気配はない。

　風が駆かけ抜ける音が響ひびいた。

「………」

　楓はのろのろと瞼まぶたを上げた。

　焦しよう点てんの合わない瞳は、どこか遠くを見はるかしている。

　──………

　彼女の耳の奥に、誰かの声が木こ霊だました。

　ふいに彼女は、堪こらえきれなくなったように顔を歪ゆがめた。

「……あなたは…」

　普ふ段だんの彼女とはまったく違う語調の言葉が、色を失った唇くちびるからこぼれ出た。

　大きく揺ゆれる瞳が、遠くにいる誰かを見ている。

「……そうやって…いつまで彷徨さまよわれるのですか……？」

　眦まなじりから涙が一筋流れ落ちた。

　彼女はそのまま力なく瞼を閉じる。

　静せい寂じやくが室内を支配した。

　誰もその呟きを聞いていない。忍しのび寄りはじめた夜よ闇やみだけが、その悲しい声を受けとめた。

　夜が完全に世界を覆おおい尽つくす頃ころ、妻戸が静かに開かれた。

「楓……？」

　大だい内だい裏りから戻もどった篁が、気き遣づかう様子で声をかける。

　返事がないのに嘆息して、彼は音を立てないように妻戸を閉めると、茵の傍かたわらに腰こしを落とした。

　篁は夜目が利きく。

　闇の中に浮うかぶ白い面おも差ざしを見つめて、その眦に残る涙の跡あとに気づき、訝いぶかった。

「………？」

　そっと指をのばして触れると、すでに乾かわいている。

　額に貼はりついた髪かみをそっと払はらい、閉じた瞼が開かぬものかと様子を窺うかがう。しかし、深く眠ねむっている楓はなんの反応も示さない。

　篁は、ついと目を伏ふせた。

　夢を、見た。

　疲つかれていたのだろう。朱雀すざく大おお路じで鬼おにを敷しき物ものに、ついうとうととしていたら、随分昔の夢を見てしまった。










　あれは、十の頃だ。

　陸奥むつに赴ふ任にんの決まった父の許もとに、融の父橘有茂が訪れて、別れを惜おしんでささやかな酒しゆ宴えんを開いていたのだ。

　たまたまとおりかかった篁は、ふたりが深刻な顔で話しているのが気になって足を止めた。

　岑守と有茂は篁に気づかず、声をひそめながら思いもかけないことを語り合っていた。

　篁は、逃にげるようにその場を離はなれて自室に戻った。聞いたことが信じられなかった。

　そこに、八つの楓が現れた。有茂が呼んでいるからと、篁を連れにきたのだ。

　いつもと変わらぬはにかんだような笑えみを、篁は茫ぼう然ぜんと見つめた───。










　──小野侍じ従じゆう殿どのがどんな誘さそいにもなびかないのは、心に秘ひめた意中の姫ひめ君ぎみがあるからだ……

「………」

　過日聞いた将義の言葉が胸中に木霊する。

　篁の口元に、寂さびしげな笑みがにじんだ。

　眠る楓の頰ほおに手を添そえて、消え入るように呟く。

「……俺は、お前がいれば、いい……」

　鼓こ膜まくに突つき刺ささった有茂の言葉が、いまも鮮あざやかに甦よみがえる。

　──楓が勝かつ長ながの娘むすめであるとは、さすがにもう誰にも暴あばかれまい

　心臓の跳はね上がった音を、彼ははっきりと覚えている。

　聞き違えたのかと思った。足が根を張ったように動かなかった。

　橘の小父おじは何をいっているのだと、混乱した頭で彼は必死で考えた。

　勝長とは、確か父の友人の名だ。楓の養い親で、彼が病死したから楓は小野家に戻ってきた。

　少なくとも、篁はそう聞いていた。そうだと信じて疑ったことなどなかった。

　だが。父が。

　──ああ。勝長の忘れ形見だ、大事に育てねばな

　有茂の言葉を否定しなかった。

　混乱し恐きよう慌こうした篁は、自分の部屋に逃げ帰った。

　そうして、自分を呼びに来た楓の顔を見たときに、ひとつの事実に直面したのだ。

　自分と楓は、兄きよ妹うだいではない。

　父と有茂の言葉が真実ならば、楓は勝長と春日かすがの娘。篁とは血のつながりなどない、赤の他人だ。

　そのことに気づいてしまったから、篁は父に同行して陸奥に赴おもむいた。

　自分がどうすればいいのか、わからなかったからだ。

　そして、離れていた間に、彼の心はさだまった。

　だから戻ってきた。

「…………お前に、俺の命をやる」

　お前を守る力を。この生を、お前の命と引き換かえに。

　誰にも奪うばわせない。

　これが小野篁の、たったひとつとさだめた意志だ。

　瞼を開いて、彼は決意の瞳ひとみを楓に向けた。

「未来より大事なものが、ここにあるんだ……」
















　星の指し示す先に何が待っているのか。

　破軍の星宿をいだいた彼自身にもわからぬまま、時はゆるやかに、だが確実に、動き出していた。







　あとがき




　小野篁は、かっこいい人。

　もうひとつのシリーズ「少年陰陽師」の主人公安倍昌浩が「いい子」なのに対して、小野篁は「いい男」。

　今回は呪じゆ文もんも術もほとんど出てこない平安時代。代わりに剣けんだの弓だのが大だい活かつ躍やく。なんだかものすごく新しん鮮せんだなぁ。







　お久しぶりですこんにちは。皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか、結城光流でございます。

　篁破幻草子「宿命よりもなお深く」をお届けです。

　破幻草子としては三冊目ですが、前巻発行からだいぶ時間が開いているので、これ一冊でも大だい丈じよう夫ぶなように書いたつもりです。

　でも、細かい伏ふく線せんやら何やらがあったりしますので、前二冊をお読みいただけますとなお良し。久しぶりに読み返して、いろいろな意味で転げまわりましたが、やっぱり面おも白しろいなぁ、などと自画自賛してしまいました（笑）。自分の話の一番のファンは、やっぱり自分自身なものですから。

　自分の好きな話を読者が「面白い」と言ってくれると、そうでしょそうでしょ、私も面白いと思ってるんだよ、大好きなんだよ、と嬉うれしくて仕方ない。嬉しくて仕方がないから、よし次も頑がん張ばるぞとはりきっちゃいます。

　読者の声が、常に原動力。







　安倍昌浩と違ちがって小野篁は実在の人物です。京都に墓まであったりします（ちなみにじい様のお墓もあります）。

　その篁墓所。初めて訪おとずれたのは、破幻草子第一巻が出る前に、京都に取材に行った折のことでした。

　忘れもしない春五月。世間はゴールデンウィーク真まっ只ただ中なか。

　友人Ｔを道連れという名のツアコンに、様々な寺社仏閣を回ったのでございます。いまでは京都なんて散歩道ですが、あの当時は旅行先。右も左もわからない京の都を、Ｔとふたりで駆かけ回りましたのよ。このＴ、旅慣れていることに関しては身内中随ずい一いちなのですが、どういうわけかときどき、地図を見ているにもかかわらず目的地とは正反対の方向に自信満々に歩いていくお茶目なところがありまして、軽く迷いかけたりなんぞもいたしました。

　あの時はなんかもう寒くてねぇ。何日か滞たい在ざいしていたんですが、盛せい大だいに風邪かぜをひき込んで声が出なくなっちゃって大変でしたよ。しゃべろうとすると爆ばく発はつ的てきな咳せきが出て、傍はた目めには死にそう。あとで病院に行って診みてもらったら、なんと気き管かん支し炎えんを併へい発はつしていたという。たぶん発熱もしていたはずですが、自覚したら確実に動けなくなるので気づかないふりをしておりました。

　で、篁墓所です。お隣となりに紫むらさき式しき部ぶの墓があって、世間的には式部のほうが有名。でも我々の目当てはどこまでも篁。

　線せん香こうを上げて墓前で手を合わせて、

「いろいろと書くけれども、あることないことないことばっかりそりゃーもうたくさん書くけれども、寛かん大だいな心で許してください。ものすごく寛大な心で、ここはひとつぜひ！」

　と、神しん妙みようにお願いしたものです。少年陰陽師でも似たようなことをやってるんですが、実在の人物を書くときには、儀ぎ式しきのようにまず挨あい拶さつをしないとどうにも落ち着きません。

　それでもって、ちょくちょく伺うかがっていろいろと頼たのんできたりするわけです。

　破幻草子が停滞していた間にも、足を運んでは頼んでました。

「いつか必ず復活するから、そのときにはよろしくね」

　そんなわけで、復活しました。これからもよろしく野や宰さい相しよう。







　この話を書くにあたり、過去の伏線やら何やらを拾いつつ、時間も経たっているからと設定の大おお幅はば練り直しをしました。

　気分的にはリニューアル。あれですよ、TM NETWORKがTMNになったような、そんな感じ（またわかりにくいネタを……）。

　この方式でいくと一度終しゆう了りようしてまた復活しなきゃいけないのですが、皆様に応おう援えんしていただけるなら篁が突とつ然ぜん終了することはないはずなので、どうぞ声を大にしてエールを。

　四位さんの描えがかれるイラストも、成長して男ぶりの増した篁や融が凛り々りしくて素す晴ばらしいです。いい男はこうでないと。楓も成長して大人っぽくなりました。でもやっぱり可愛かわいい。

　いやもう、「ちはやぶる～」を書いていた頃ころから書きたくて書きたくてうずうずしていたあのシーンやあのシーンが書けたので、大満足。四年分の「書きたいぞ！」を詰つめ込んで、Ｎ﨑女史風にいうなら「満を持して、篁破幻草子新刊登場！」ですよ。

　雑誌の短編はプロトタイプのような気分でいたので、本格的な再始動はここからです。

　が、実はものすごく難産だった今回の破幻草子。

　四年分の執しゆう念ねんがこもった書きたいシーンはこれ以上なくはっきりしていて、ストーリーも全部できあがっているのに、遅ち々ちとしてどうしても進まないのはほんと困った困った。

　ずっとほっぽらかしていたんだ、ちったぁ俺の鬱うつ憤ぷんを味わえ、といわんばかりに、篁ものすごく反はん抗こう期き。うう、もともと反抗しがちなキャラだというのに、本ほん腰ごしを入れて反抗期をやられると、にっちもさっちもいきません。

　そこに加えて、いつもは素直な融まで篁に加勢して、数年分の無言の抗議とこられた日には、もはやお手上げ。篁はまだ少年陰陽師にちらっと出てるから救いがあるものの、融にいたっては本当に沈ちん黙もくの待機だったので、仕方がないとも言えましょう。……その間につらつら設定や展開を考えながら、いっそネオ篁として融も楓も禁鬼もいない何もかも白紙に戻もどした新たな物語にしてしまったほうがいいかもなー、たとえば篁でタイムパトロール、あぁこれも結構面白い、などと大おお揺ゆれしていたことを、彼はきっと見み抜ぬいていたに違いありません（この場合でも冥めい府ふの王族たちは健在）。存在の危機だったんだからそりゃ怒おこるわな。

　そんな大だい冒ぼう険けんをやめて融も楓も禁鬼もいる篁破幻草子のままで新作が出たのは、ひとえに、新刊が出なくてもじっと待っていてくれた読者の皆様の根強い応援と、Ｎ﨑さんの

「融と楓と禁鬼はいなきゃだめです！」

という厳命の賜たま物ものです。

　そんな励はげましと後押しと脅おどし（？）があって、やっと書きあがりました。まったく、苦労させやがって。今回はこの辺で勘かん弁べんしてやらぁ、あとで覚えとけよ（あごを拭ぬぐいながら）。

　こんなことを言っていますが、登場人物たちに対する愛情は誰だれよりも私が一番深いので、他者がそんなことを言おうものなら無言で手て袋ぶくろを投げるかナイフを落とします。

　……うーん、篁新刊は久しぶりすぎて、どうにものりが悪い今回のあとがきです。なんというかこう、もう少しこう、明るく楽しく面白くいかないと。ネタはないか、何かネタは。

　あ、ありました。ビッグニュースが。

　不敵無敵の小野篁、音楽業界に進出する模様です！　……いや違う、音楽じゃなくて音源。音楽業界に進出したらそれは歌手デビュー……篁が歌うのも、それはそれで面白そうだなぁ。いや待て、それは待て、方向性が違うから。

　真ま面じ目めな話。篁破幻草子「宿命よりもなお深く」、早くもドラマＣＤ企き画かく進行中です。すごいぞ篁、さすがだ篁。少年陰陽師にもゲスト出演しているだけのことはあるぞ。

　詳しよう細さいに関しては、六月に発行される予定の雑誌「The Beans VOL.5」誌上や、今後発行のビーンズ文庫のチラシなどで発表されていくと思うので、こまめにチェックしてみてくださいね♪　サイト上でも、情報が入り次第速報として発表したいと思います。

　篁や融や楓が、雷信や燎琉や陸幹が、しゃべるんですよ、うわー、うわー！

　キャストの候補などもじわじわと固めている最中なのだそうで、ええっ、この人が篁を！　とか、なんとこの人が融に！　とか、すごいことになるかもしれません。キャストに関しては、相変わらず私はわがままを言いたい放題です。どこまで受け入れてもらえるか、ここが正念場。頑張るぞぅ。わくわく。こういうときだけ無む駄だに情熱を燃やす私。

　復活と同時にこんな怒ど濤とうの展開がやってくるなんて、篁破幻草子をずっと待っていてくれた人たちへのビッグプレゼントですね。

　今後の予定はまだ決まっていませんが、皆さんの応援次し第だいで続編の発行が決まったり早まったりできるかもしれないので、ぜひ御お上かみ（担当Ｎ﨑）に「私待ってました、つづきも待ってます！」と直じき訴そしてみてください。御上も人の子です、きっと心を動かされてくれると思います。







　さて、次の文庫は少年陰陽師続刊の予定なのですが。

　先日その件で、Ｎ﨑女史とバトルを繰くり広ひろげました。

光「Ｎ﨑さん、少年陰陽師のつづきなんですが」

Ｎ「旧きゆう暦れきの夏発行予定ですよ。それがどうかしましたか？」

光「私だって人間です。篁を四月に出すのに、旧暦の夏に出せるかーっ！」

Ｎ「大だい丈じよう夫ぶ、死しに物もの狂ぐるいでやればなんとかなるものですよ。結城さんはいままでだってそうやってなんとかしてきたじゃないですか。いままでの実績がすべてを決める、実績主義って素晴らしい」

光「い、生かさず殺さずを実行している……」

Ｎ「なんとでも言ってください。旧暦の夏といったら四月、五月、六月ですからね、さぁきりきりと働け、働くのだ。雑誌の原げん稿こうもありますよ、休んでいる暇ひまはありません」

光「…………………なんという…」

Ｎ「なんですか？」

光「……人でなし…！　鬼おにや、あんさん鬼や！　こんお人はわてがどないなってもかまへんのやーっ！（号泣）」←えせ方言に対する細かいツッコミはしない方向でお願いします

Ｎ「……（ちっ）仕方ないですねぇ」

　御上にも慈じ悲ひの心があったようです（一部フィクションでお送りしております）。

　お茶の間劇場はさておき、六月に発行予定の雑誌「The Beans VOL.5」では少年陰陽師の短編と、御ご好こう評ひよういただいたミニミニストーリーが書けたらいいなと思っております。本編がああなので、雑誌短編では息のつけるようなほっとする話でいく予定。

　少年陰陽師ドラマＣＤも続々発売中ですし、篁破幻草子もＣＤ企画進行中で、嬉うれしくて楽しくて毎日ドキドキしています。

　おかげさまで気合充じゆう分ぶん、元気潑はつ剌らつ勇気炸さく裂れつ、色々と頑がん張ばるぞぉ。篁はまた待機になりますが、この後の展開も頭の中ではしっかり考えてますよ。つづきが出せるなら、いよいよあのシーンが書けるはず。書きたいぞー！　御上、どうかこの書状を……！

　ではでは、次は少年陰陽師十三巻、祇ぎ園おん祭まつりの頃にお会いしましょう。





結城　光流　　




結城光流公式サイト「狭さ霧ぎり殿でん」http://www5e.biglobe.ne.jp/~sagiri/
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